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要 約  

  

カーバメート系殺虫剤であるカルボスルファン（CAS No. 55285-14-8）について、

各種資料を用いて食品健康影響評価を実施した。 

評価に用いた試験成績は、動物体内運命（ラット、ヤギ及びニワトリ）、植物体内

運命（水稲、とうもろこし等）、急性神経毒性（ラット）、亜急性毒性（ラット、マ

ウス及びイヌ）、亜急性神経毒性（ラット）、慢性毒性/発がん性併合（ラット及びマ

ウス）、3 世代繁殖（ラット）、発生毒性（ラット及びウサギ）、遺伝毒性等である。 

各種毒性試験結果から、カルボスルファン投与による影響は、主に赤血球及び脳

ChE 活性阻害、体重（増加抑制）並びに眼（虹彩萎縮、網膜変性等：ラット）に認め

られた。発がん性、催奇形性及び遺伝毒性は認められなかった。 

ラットを用いた 3 世代繁殖試験において、産児数減少及び児動物の生後 4 日生存率

低下が認められた。 

各種試験結果から、農産物及び畜産物中の暴露評価対象物質をカルボスルファン並

びに代謝物 B（カルボフラン）及び C（いずれも抱合体を含む）、魚介類中の暴露評

価対象物質をカルボスルファン及び代謝物 B（カルボフラン）と設定した。 

各試験で得られた無毒性量又は最小毒性量のうち最小値は、ラットを用いた急性神

経毒性試験の無毒性量 0.5 mg/kg 体重であったことから、これを根拠として、安全係

数 100 で除した 0.005 mg/kg 体重/日を許容一日摂取量（ADI）と設定した。 

また、カルボスルファンの単回経口投与等により生ずる可能性のある毒性影響に対

する無毒性量又は最小毒性量のうち最小値は、ラットを用いた急性神経毒性試験の無

毒性量 0.5 mg/kg 体重であったことから、これを根拠として、安全係数 100 で除した

0.005 mg/kg 体重を急性参照用量（ARfD）と設定した。 

カルボスルファンより最小の毒性量が低い代謝物 B（カルボフラン）については、

ラットを用いたChE 活性阻害試験の総合評価における最小毒性量 0.03 mg/kg 体重を

根拠として、安全係数 200（種差：10、個体差：10、最小毒性量を用いたことによる

追加係数：2）で除した 0.00015 mg/kg 体重/日及び 0.00015 mg/kg 体重を ADI 及び

ARfD と設定している（参照 21）。 
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Ⅰ．評価対象農薬の概要 

１．用途 

殺虫剤 

 
２．有効成分の一般名 

和名：カルボスルファン 
英名：carbosulfan（ISO 名） 

 
３．化学名 

IUPAC 
和名：2,3-ジヒドロ-2,2-ジメチルベンゾフラン-7-イル(ジブチルアミノチオ) 

メチルカルバマート 
英名：2,3-dihydro-2,2-dimethylbenzofuran-7-yl (dibutylaminothio) 

methylcarbamate 

 
CAS（No. 55285-14-8） 

和名：2,3-ジヒドロ-2,2-ジメチル-7-ベンゾフラニル N-[(ジブチルアミノ)チオ]- 

N-メチルカルバマート 
英名：2,3-dihydro-2,2-dimethyl-7-benzofuranyl N-[(dibutylamino)thio]- 

N-methylcarbamate 
 

４．分子式 

C20H32N2O3S 
 

５．分子量  

380.5 

 
６．構造式 

 

 
 
 

 

 

７．開発の経緯 

カルボスルファンは、1974 年に米国 FMC 社によってカルボフラン誘導体として開

発されたカーバメート系殺虫剤であり、AChE 活性を阻害することにより殺虫活性を

示すと考えられている。 

O

O

CH3

CH3

C N S N
CH2CH2CH2CH3

CH2CH2CH2CH3O CH3
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国内では 1983 年に初回農薬登録された。海外では、南米、アジア諸国等で登録され

ている。ポジティブリスト制度導入に伴う暫定基準値が設定されている。 

今回、魚介類への基準値設定の要請がなされている。 
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Ⅱ．安全性に係る試験の概要1 

各種運命試験［Ⅱ.１～４]は、表1に示す各標識体を用いて実施された。放射能濃

度及び代謝物濃度は、特に断りがない場合は比放射能（質量放射能）からカルボスル

ファンの濃度（mg/kg 又はg/g）に換算した値として示した。 

代謝物/分解物略称及び検査値等略称は、別紙 1 及び 2 に示されている。 

 
表１ 標識体の略称及び標識位置 

略称 標識位置 

[phe-14C]カルボスルファン カルボスルファンのフェニル基の炭素を 14C で均一に標識したもの 

[dib-14C]カルボスルファン カルボスルファンのブチル基の炭素を 14C で標識したもの 

[car-14C]カルボスルファン カルボスルファンのカルボニル基の炭素を 14C で標識したもの 

14C-代謝物 B 
代謝物 B（カルボフラン）のフェニル基の炭素を 14C で均一に標識

したもの 

 
１．動物体内運命試験 

（１）ラット① 

SD ラット（一群雌雄各 5 匹）に、[phe-14C]カルボスルファン若しくは[dib-14C]

カルボスルファンを 4 mg/kg 体重（以下［１.(１)］において「低用量」という。）

若しくは 30 mg/kg 体重（以下［１.］において「高用量」という。）で単回経口投

与、又は非標識カルボフランを低用量で 14 日間反復経口投与し、[phe-14C]カルボ

スルファン若しくは[dib-14C]カルボスルファンを低用量で単回経口投与して、動物

体内運命試験が実施された。 

 
① 吸収 

尿及び糞中排泄試験［１.(１)④］における尿、呼気、臓器及び組織並びにカー

カス2中放射能の合計から、投与後 168 時間の吸収率は少なくとも 74.0%と算出さ

れた。 

 
② 分布 

単回経口投与群では投与 168 時間後、反復経口投与群では最終投与 168 時間後に

と殺して、体内分布試験が実施された。 

主要臓器及び組織中の残留放射能濃度は表 2 に示されている。 

残留放射能は、[phe-14C]カルボスルファン投与群では、ほとんどの試料で検出限

界（0.001 g/g）未満であり、心臓、腎臓、筋肉、肺及び脾臓で僅かに認められた。 

[dib-14C]カルボスルファン投与群では、採取された全ての臓器及び組織中に残留

                                            
1 カルボスルファン農薬抄録（参照 2、8）等に記載されている代謝物 B（カルボフラン）を用いた各試験

成績については、カルボフラン評価書（参照 21）に記載した。 
2 組織・臓器を取り除いた残渣のことをカーカスという（以下同じ。）。 
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放射能が認められ、残留放射能濃度は肝臓、脂肪及び皮膚で比較的高かった。（参

照 2、4、8、16） 

 
表２ 主要臓器及び組織中の残留放射能濃度（g/g） 

投与群 性別 [phe-14C]カルボスルファン [dib-14C]カルボスルファン 

4 mg/kg 体重 
単回投与 

雄 

カーカス(0.008)、腎臓(0.008)、肺

(0.006)、心臓(0.001)、血液(ND) 
肝臓(0.095)、脂肪(0.076)、皮膚

(0.044)、カーカス(0.038)、腎臓

(0.034)、肺(0.024)、骨(0.021)、脳

(0.021)、心臓(0.016)、脾臓(0.016)、
血液(0.016) 

雌 

カーカス(0.036)、心臓(0.026)、筋肉

(0.002)、血液(ND) 
肝臓(0.069)、脂肪(0.059)、カーカス

(0.040)、皮膚(0.040)、腎臓(0.032)、
卵巣(0.026)、子宮(0.026)、肺(0.022)、
脳(0.018)、脾臓(0.015)、骨(0.014)、
心臓(0.013)、血液(0.013) 

4 mg/kg 体重 
反復投与 

雄 

心臓(0.002) 、血液(ND) 肝臓(0.132)、脂肪(0.066)、皮膚

(0.050)、カーカス(0.039)、腎臓

(0.037)、肺(0.030)、骨(0.028)、脳

(0.025)、脾臓(0.022)、心臓(0.017)、
精巣(0.017)、血液(0.015) 

雌 

カーカス(0.011)、筋肉(0.002) 、血

液(ND) 
肝臓(0.1)、脂肪(0.049)、皮膚(0.046)、
カーカス(0.04)、腎臓(0.038)、子宮

(0.03)、肺(0.029)、卵巣(0.027)、脳

(0.024)、脾臓(0.023)、骨(0.02)、心

臓(0.015)、血液(0.014) 

30 mg/kg 体重 
単回投与 

雄 

カーカス(0.131) 、血液(ND) 肝臓(0.861)、脂肪(0.742)、皮膚

(0.572)、カーカス(0.401)、腎臓

(0.335)、肺(0.246)、骨(0.242)、脳

(0.224)、脾臓(0.186)、心臓(0.185)、
筋肉(0.159)、精巣(0.154)、血液

(0.142) 

雌 

カーカス(0.541)、心臓(0.018)、肺

(0.01)、脾臓(0.01) 、血液(ND) 
カーカス(0.480)、肝臓(0.440)、脂肪

(0.342) 、皮膚(0.251)、腎臓(0.237)、
肺(0.172)、卵巣(0.167)、子宮(0.150)、
心臓(0.145)、骨(0.139)、脳(0.137)、
脾臓(0.137)、筋肉(0.091)、血液

(0.083) 
ND：検出限界（0.001 g/g）未満 

 



15 

③ 代謝 

尿及び糞中排泄試験［１.(１)④］で得られた尿及び糞を試料として、代謝物同

定・定量試験が実施された。 

尿及び糞中代謝物は表 3 に示されている。 

代謝プロファイルに、標識体、投与量及び性別による顕著な差は認められなかっ

た。尿中に未変化のカルボスルファンはほとんど認められず、主要代謝物として、

[phe-14C]カルボスルファン投与群では C、E、F、G 等が主にグルクロン酸又は硫

酸抱合体として認められ、[dib-14C]カルボスルファン投与群では P 及び W が認め

られた。糞中の主要成分として、未変化のカルボスルファンのほか、[phe-14C]カル

ボスルファン投与群では代謝物 B、C 等、[dib-14C]カルボスルファン投与群では代

謝物 P が認められた。（参照 2、4、8、16） 
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表３ 尿及び糞中代謝物（%TAR） 

投与群 
試

料 
性

別 

[phe-14C]カルボスルファン [dib-14C]カルボスルファン 
カルボ 

スルファン 
代謝物 

カルボ 
スルファン 

代謝物 

4 mg/kg体重 
単回投与 

尿 
雄 ND 

E(23.5)、G(20.3)、F(14.2)、
C(11.0)、V(1.9)、B(0.1)、
D(0.0) 

ND 
P(33.9)、W(23.8) 

雌 ND 
G(26.3)、E(22.8)、F(12.7)、
C(10.0)、V(1.8)、D(0.0) 

ND 
P(36.2)、W(22.5) 

糞 

雄 2.5 

C(6.4)、B(2.7)、F(1.2)、
E(0.4)、G(0.4)、N(0.3)、
V(0.3)、M(0.2)、O(0.2)、
D(0.0) 

6.3 

P(4.5) 

雌 3.4 

C(3.8)、B(2.6)、F(0.7)、
E(0.3)、G(0.3)、M(0.2)、
N(0.2)、V(0.2)、O(0.1)、
D(0.0) 

8.3 

P(6.6) 

4 mg/kg体重 
反復投与 

尿 
雄 ND 

F(25.3)、C(17.6)、G(14.4)、
E(8.8)、V(2.9)、B(0.1)、
D(0.0) 

ND 
P(37.5)、W(25.8) 

雌 ND 
F(25.6)、G(20.7)、C(20.1)、
E(11.6)、V(2.2)、D(0.0) 

ND 
P(42.2)、W(24.7) 

糞 

雄 0.9 

C(4.5)、B(2.2)、F(0.9)、
G(0.2)、N(0.2)、V(0.2)、
D(0.1)、E(0.1)、M(0.1)、
O(0.1) 

3.5 

P(3.4) 

雌 0.4 

C(1.0)、B(0.9)、F(0.3)、
G(0.1)、M(0.1)、N(0.1)、
O(0.1)、V(0.1)、D(0.0)、
E(0.0) 

4.2 

P(2.5) 

30 mg/kg体重 
単回投与 

尿 

雄 a ND 
G(25.7)、F(17.9)、C(16.0)、
E(7.3)、V(3.0)、D(0.0) 

ND 
P(36.3)、W(23.5) 

雌 0.3 
G(23.9)、F(17.9)、C(11.5)、
E(4.8)、V(2.2)、B(0.3)、
D(0.0)、N(0.0) 

ND 
P(46.5)、W(17.1) 

糞 

雄 a 1.7 

B(1.8)、C(1.3)、F(0.6)、
M(0.6)、N(0.3)、G(0.2)、
O(0.2)、D(0.1)、E(0.1)、
V(0.1) 

4.1 

P(2.7) 

雌 4.4 

B(3.1)、C(1.9)、M(0.9)、
N(0.7)、F(0.5)、G(0.4)、
E(0.3)、O(0.2)、V(0.2)、
D(0.1) 

6.9 

P(4.3) 

注）・試料採取時期は投与後 36 時間（ただし、[phe-14C]カルボスルファン低用量単回投与群の尿：投与
後 48 時間及び[phe-14C]カルボスルファン高用量単回投与群の尿：投与後 72 時間を除く。）。 

  ・[phe-14C]カルボスルファン投与群の尿については、グルクロン酸又は硫酸抱合体を含む値。 
ND：検出されず。 
a：[phe-14C]カルボスルファン投与群で認められた未同定代謝物（尿：8.7%TAR、糞：0.5%TAR）につい

て、1 mol/L 塩酸で加水分解した結果、代謝物 C（0.4%TAR）及び F（3.0%TAR）が認められた。 
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④ 排泄 

投与後 168 時間（反復投与群では最終投与後 168 時間）の試料を採取して、尿及

び糞中排泄試験が実施された。 

各投与群における尿及び糞中排泄率は表 4 に示されている。 

投与後 168 時間で 65.4%TAR 以上が尿中に排泄され、糞中排泄率は 21.8%TAR

以下、呼気中排泄率は 16.7%TAR 以下、体内残留放射能は 2%TAR 未満であった。

（参照 2、4、8、16） 

 
表４ 尿及び糞中排泄率（%TAR） 

投与群 
試料採

取時期 
試料 

[phe-14C] 
カルボスルファン 

[dib-14C] 
カルボスルファン 

雄 雌 雄 雌 

4 mg/kg 体重 
単回投与 

投与後

168 時間 

尿 a 75.7 81.5 66.4 65.4 
糞 21.8 15.6 13.2 16.9 

呼

気 

14CO2   10.7 8.72 
揮発性有機物   0.83 1.27 

臓器及び組織 <0.01 <0.01 0.20 0.13 
カーカス 0.20 0.79 1.07 0.98 

4 mg/kg 体重 
反復投与 

最終 
投与後

168 時間 

尿 a 79.1 88.3 71.4 70.7 
糞 14.5 5.25 7.84 7.52 

呼

気 

14CO2   12.1 12.5 
揮発性有機物   1.04 1.95 

臓器及び組織 <0.01 <0.01 0.02 0.13 
カーカス ND 0.27 1.01 0.93 

30 mg/kg 体重 
単回投与 

投与後

168 時間 

尿 a 82.7 72.1 65.9 66.3 
糞 10.2 16.9 7.78 12.3 

呼

気 

14CO2   14.6 8.95 
揮発性有機物   2.05 0.96 

臓器及び組織 ND <0.01 0.23 0.09 
カーカス 0.52 1.92 1.42 1.58 

ND：検出されず、／：測定されず 
a：ケージ洗浄液を含む。 

 

（２）ラット② 

SD ラット（雌雄、匹数不明）に、[phe-14C]カルボスルファン、[dib-14C]カルボ

スルファン又は[car-14C]カルボスルファンを、3 mg/kg 体重又は高用量で単回経口

投与して、動物体内運命試験が実施された。 

 
① 吸収 

尿及び糞中排泄試験［１.(２)④］における尿、呼気、ケージ洗浄液及び組織中

放射能の合計から、投与後 96 時間の吸収率は少なくとも 64.4%と算出された。 

 



18 

② 分布 

[phe-14C]カルボスルファン及び[dib-14C]カルボスルファン投与群では投与 96 時

間後に、[car-14C]カルボスルファン投与群では投与 48 時間後にと殺して、体内分

布試験が実施された。 

主要臓器及び組織中の残留放射能濃度は表 5 に示されている。 

残留放射能濃度は、血液、肝臓、腎臓、肺、心臓及び脾臓で比較的高かった。い

ずれの投与群においても、顕著な性差は認められなかった。（参照 2、8） 

 
表５ 主要臓器及び組織中の残留放射能濃度（g/g） 

投与群 
性

別 
[phe-14C]カルボスルファン [dib-14C]カルボスルファン [car-14C]カルボスルファン 

投与 96 時間後 投与 96 時間後 投与 48 時間後 

3 mg/kg
体重 

雄 

血液(0.08) 肝臓(0.09)、腎臓(0.07)、肺

(0.04)、脾臓(0.04)、皮膚

(0.04)、脂肪(0.04)、血液

(0.03) 

肝臓(0.78)、血液(0.68) 

雌 a 

肝臓(0.11)、腎臓(0.05)、肺

(0.05)、心臓(0.05)、脾臓

(0.05)、脳(0.02)、皮膚

(0.02)、筋肉(0.02)、骨(0.02) 

肝臓(0.05)、腎臓(0.04)、脂

肪(0.03)、血液(0.03) 
肝臓(0.99)、腎臓(0.45)、心

臓(0.45)、皮膚(0.23)、筋肉

(0.18) 

30 mg/kg
体重 

雄 血液(1.73) 血液(2.10) 肝臓(8.00)、血液(6.86) 

雌 

肺(1.53)、心臓(1.47)、血液

(1.08) 
肝臓(0.99)、腎臓(0.57)、脾

臓(0.50)、肺(0.48)、皮膚

(0.41)、骨(0.30)、心臓

(0.28)、脂肪(0.24)、血液

(0.24) 

肝臓(9.59)、血液(9.40) 

a：[phe-14C]カルボスルファン及び[car-14C]カルボスルファン投与群では、血液中濃度は測定されなかった。 

 
③ 代謝 

尿及び糞中排泄試験［１.(２)④］で得られた投与後 24 時間の尿及び糞を試料と

して、代謝物同定・定量試験が実施された。 

尿及び糞中代謝物は表 6 に示されている。 

いずれの投与群においても、尿及び糞中に未変化のカルボスルファンは認められ

なかったことから、ラット体内でカルボスルファンは速やかに代謝されると考えら

れた。主要代謝物として、尿中では C、E 及び G（いずれも抱合体を含む）、P 等、

糞中では K、R 等が認められた。（参照 2、8） 
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表６ 尿及び糞中代謝物（%TAR） 

投与群 
試

料 
性

別 
[phe-14C] 

カルボスルファン a 

[dib-14C] 
カルボスルファン 

[car-14C] 
カルボスルファン a 

3 
mg/kg 体重 

尿 

雄 
G(13.8)、E(6.8)、F(4.6)、 
C(4.3)、D(3.1)、B(1.2)、
H(0.8)、J(0.8)、I(0.4) 

P(41.9) C(6.0)、H(1.2)、I/J(0.3)、
D(0.1) 

雌 

G(31.3)、E(14.8)、C(6.2)、
B(0.7)、F(0.7)、J(0.7)、
K(0.6)、M(0.5)、D(0.3)、
I(0.2)、H(<0.1) 

P(38.0) C(4.8)、I/J(1.2)、H(0.7)、
Q(0.3)、B(0.1)、D(0.1)、
K(0.1) 

糞 

雄 
K(9.3)、E(3.2)、C(1.7)、 
Q(1.3)、M(0.8) 

K(11.6)、R(1.8)、P(1.4) K(2.2)、Q(0.7)、B(0.5)、
C(0.5)、M(0.1) 

雌 
K(2.0)、B(1.3)、Q(0.8)、
G(0.2)、C(0.1)、I(0.1)、
J(0.1) 

R(22.1)、K(4.0)、P(2.4) K(4.2)、B(1.7)、C(0.9)、
Q(0.4) 

30 
mg/kg 体重 

尿 

雄 
G(19.9)、C(9.5)、E(5.5)、 
F(2.7)、H(2.6)、I/J(2.2)、
B(0.6)、D(0.4) 

P(26.9) C(10.5)、H(2.8)、I/J(2.2)、
B(0.6)、D(0.2) 

雌 
G(28.9)、C(12.6)、F(3.1)、
E(2.0)、H(0.7)、I/J(0.7)、
D(0.6)、K(0.2) 

P(29.7) C(13.7)、I/J(2.1)、H(0.4)、
K(0.4)、B(0.2)、Q(0.2)、
M(<0.1) 

糞 
雄 

K(5.2)、C(2.6)、B(2.5)、
I/J(0.8) 

R(17.8)、K(3.8)、P(0.1) C(3.0)、B(2.6)、K(2.5)、
Q(1.5)、M(1.3)、D(0.2) 

雌 
K(2.1)、B(1.3)、C(0.2)、
I/J(0.2) 

R(16.8)、K(1.9)、P(<0.1) K(4.9)、B(1.2)、C(1.0)、
Q(0.4) 

a：[phe-14C]カルボスルファン及び[car-14C]カルボスルファン投与群における尿中代謝物は、グルクロニダ
ーゼ処理及び酸加水分解画分で認められた抱合体を含む値。 

 
［１.(１)及び(２)］から、ラットにおけるカルボスルファンの主要代謝経路は、

①硫黄の酸化（代謝物 K の生成）、②N-S 結合の開裂によるジブチルアミン側鎖の

脱離（代謝物 B 及び P の生成）、③カルボスルファン又は代謝物 B のベンゾフラ

ン環 3 位の炭素の酸化（代謝物 M 又は C 及び D の生成）、④カルボスルファン又

は代謝物 B の加水分解（代謝物 E の生成）、⑤代謝物 C 及び D の加水分解又は

N-メチル基の酸化（代謝物 F 及び G 又は代謝物 H、I 及び J の生成）、⑥ジスルフ

ィド体（代謝物 Q の生成）の生成、⑦代謝物 P の酸化（代謝物 W の生成）である

と考えられた。代謝物 C、E、F、G 等は、更にグルクロン酸又は硫酸抱合体化され

ると考えられた。また、カーバメート部位のカルボニル炭素及び代謝物 P は、CO2

に無機化される経路も考えられた。 

 
④ 排泄 

[phe-14C]カルボスルファン及び[dib-14C]カルボスルファン投与群では投与後 96

時間、[car-14C]カルボスルファン投与群では投与後 48 時間の試料を採取して、尿

及び糞中排泄試験が実施された。 
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各投与群における尿、糞及び呼気中排泄率は表 7 に示されている。 
いずれの投与群においても排泄は比較的速やかであり、投与後 48 時間で

80.2%TAR 以上が尿、糞及び呼気中に排泄された。[phe-14C]及び[dib-14C]カルボス

ルファン投与群では主に尿中、[car-14C]カルボスルファン投与群では主に尿及び呼

気（14CO2）中に、それぞれ排泄された。（参照 2、8） 

 
表７ 尿、糞及び呼気中排泄率（%TAR） 

投与群 試料 

[phe-14C] 
カルボスルファン 

[dib-14C] 
カルボスルファン 

[car-14C] 
カルボスルファン 

投与後 96 時間 投与後 96 時間 投与後 48 時間 
雄 雌 雄 雌 雄 雌 

3 
mg/kg 体重 

尿 61.9 87.3 72.3 63.7 27.1 30.3 
糞 35.7 10.5 23.6 29.2 18.0 13.4 

呼気(14CO2) ND ND 1.4 3.3 42.8 40.9 
ケージ洗浄液 1.5 1.9 2.5 3.4 0.9 1.1 

組織 1.0 0.3 0.6 0.8 2.9 3.9 

30 
mg/kg 体重 

尿 72.9 78.7 53.2 61.2 41.1 33.4 
糞 20.3 19.0 34.4 26.0 16.1 13.7 

呼気(14CO2) ND ND 7.4 7.2 29.5 33.1 
ケージ洗浄液 6.0 0.9 3.9 5.2 0.8 1.6 

組織 0.8 1.4 1.2 0.7 5.0 4.1 
ND：検出されず 

 
（３）ヤギ 

泌乳ヤギ（ヌビアン種、一群雌 2 頭）に、[phe-14C]カルボスルファン又は[dib-14C]

カルボスルファンを 25 mg/kg 飼料相当の用量で 7 日間カプセル経口投与して、動

物体内運命試験が実施された。乳汁は 1 日 2 回、尿及び糞は 1 日 1 回、臓器及び組

織は最終投与約 22 時間後に採取された。 

投与放射能は、[phe-14C]カルボスルファン及び[dib-14C]カルボスルファン投与群

において、尿中に 82.6 %TAR 及び 68.1 %TAR、糞中に 7%TAR 及び 3%TAR 排出

され、主に尿中に排泄された。乳汁中の残留放射能濃度は投与後 2 日で定常状態と

なり、乳汁への移行は[phe-14C]カルボスルファン投与群では 0.165%TAR、[dib-14C]

カルボスルファン投与群では 2.32%TAR であった。 

乳汁及び組織中の残留放射能は表 8、各試料中の代謝物は表 9 及び 10 に示されて

いる。 
[phe-14C]カルボスルファン投与群において、未変化のカルボスルファン及び代謝

物 B は、乳汁中では認められず、肝臓及び腎臓中ではいずれも 0.8%TRR 以下であ

った。主要代謝物として C、F 及び G（いずれも抱合体を含む）が 10%TRR を超

えて認められた。[dib-14C]カルボスルファン投与群において、いずれの試料にも未

変化のカルボスルファンは認められず、主要代謝物として乳汁中で Z2 及び Z3、肝

臓で X が、それぞれ 10%TRR を超えて認められた。（参照 4、5、8、9、16） 
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表８ 乳汁及び組織中の残留放射能（g/g） 

試料 試料採取時期 [phe-14C]カルボスルファン [dib-14C]カルボスルファン 

乳汁 

投与 1 日 
午後 0.061 0.319 
午前 0.030 0.483 

投与 2 日 
午後 0.058 0.691 
午前 0.026 0.489 

投与 4 日 
午後 0.060 0.720 
午前 0.031 0.589 

投与 7 日 
午後 0.075 0.687 
午前 0.039 0.600 

肝臓 

最終投与 
約 22 時間後 

0.058 1.12 
腎臓 0.183 0.753 

腰部筋肉 0.006 0.192 
後肢筋肉 0.006 0.170 
大網脂肪 0.009 1.19 
腎周囲脂肪 0.011 0.744 

全血 

投与 1 日 0.000 0.000 
投与 3 日 0.019 0.106 
投与 7 日 0.030 0.209 
最終投与 

約 22 時間後 
0.029 0.254 

 
表９ 各試料中の代謝物（[phe-14C]カルボスルファン投与群、%TRR） 

試料 乳汁 a 肝臓 腎臓 

有

機

溶

媒

可

溶

性

画

分 

カルボスルファン ND 0.1 0.1 

B ND 0.2 0.8 

C 34.2 9.5 21.5 

D 1.2 1.5 3.7 

E 9.2 4.6 8.9 

F 21.1 15.6 13.3 

G 29.9 3.0 8.3 

H ND 0.5 1.0 

K/N/O ND 1.0 0.3 

V ND 1.1 1.7 

極性抱合体 1.0 11.0 11.7 

未同定代謝物 0.2 6.1 5.7 

有機溶媒不溶性画分 1.8 33.2 20.9 

抽出残渣 1.4 12.7 2.1 
注）代謝物同定は、乳汁：有機溶媒抽出画分（-グルクロニダーゼ及びスルファターゼ処理）、肝臓：有

機溶媒抽出画分、水性画分（-グルクロニダーゼ及びスルファターゼ処理）及び抽出残渣（ペプシン
及びプロナーゼ処理）、腎臓：有機溶媒抽出画分及び有機溶媒不溶性画分（ペプシン及びプロナーゼ
処理）を用いて行われた。 

ND：検出されず 
a：投与 7 日午後の試料 
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表10 各試料中の代謝物（[dib-14C]カルボスルファン投与群、%TRR） 

試料 乳汁 b 大網脂肪 肝臓 腎臓 腰部筋肉 

カルボスルファン ND ND ND ND ND 

ジブチルアミン類 

P 4.2 

ND 

ND 2.0 

ND 
W 1.4 2.0 

ND X ND 10.4 

Z1 1.1 1.0 

アミノブタノール類 
Z2 15.6 

0.8 
5.3 5.0 

ND 
Z3 14.1 2.8 6.8 

極性アミン類 (W/Z1/Z2/Z3)a ND ND ND 8.5 9.6 

非抱合アミン類 11.8 0.6 6.3 24.3 5.9 

抱合又はタンパク結合アミン類 10.5 ND 18.0 12.2 14.7 

天然成分 

脂肪酸 13.4 82.0 ND ND ND 

アミノ酸 5.5 
ND 

29.1 13.8 32.0 

炭水化物 10.3 
ND ND ND 

トリグリセリド 1.1 5.3 

脂溶性画分 0.6 0.5 1.3 4.5 1.2 

極性水溶性画分 7.6 0.2 16.6 18.5 26.5 

抽出残渣 2.9 10.5 7.2 4.2 10.0 
ND：検出されず 
a：ジブチルアミン類及びアミノブタノール類を含む非分離性画分。 
b：投与 5 日午後の試料 

 
（４）ニワトリ 

産卵鶏（白色レグホン種、一群雌 11 又は 16 羽3）に、[phe-14C]カルボスルファ

ン又は[dib-14C]カルボスルファンを 0. 5、1.5 及び 5.0 mg/kg 飼料相当の用量で、1

日 1 回、14 日間カプセル経口投与して、動物体内運命試験が実施された。卵及び排

泄物は毎日、臓器及び組織は最終投与 6 時間以内にそれぞれ採取された。また、一

群 3 羽について、投与期間終了後に最長 14 日間の休薬期間が設けられた。 
卵中の残留放射能濃度は表 11、臓器及び組織中の残留放射能濃度は表 12、各試

料中の代謝物は表 13 に、それぞれ示されている。 

卵白及び卵黄中の残留放射能濃度は、いずれの投与群においても投与後 7 日で定

常状態となり投与終了後は速やかに減少したが、[dib-14C]カルボスルファン投与群

では、5.0 mg/kg 飼料相当投与群で休薬 14 日の卵黄中に 0.0551 g/g 認められた。

卵白及び卵黄中残留放射能濃度は、[phe-14C]カルボスルファン投与群に比べて

[dib-14C]カルボスルファン投与群で高く、いずれの標識体投与群においても卵白に

比べて卵黄で高かった。 

臓器及び組織中の残留放射能濃度は、投与終了時ではいずれの投与群においても

                                            
3 5.0 mg/kg 飼料相当投与群においては、投与終了時に採取された試料の処理操作を誤ったことから、5 羽

を用いて追加試験が行われた。 
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肝臓で比較的高く認められた。休薬期間では、[phe-14C]カルボスルファン投与群に

おいては、5.0 mg/kg 飼料相当投与群の肝臓（0.002 g/g、休薬 7 日）を除いてい

ずれも検出限界未満であった。[dib-14C]カルボスルファン投与群においては、休薬

7 日ではいずれの投与群においても脂肪で比較的高く認められ、休薬 14 日でも脂肪

及び皮膚中残留放射能の顕著な減少は認められなかった。 

 [phe-14C]カルボスルファン投与群では、各試料中に未変化のカルボスルファン

は認められず、主要代謝物として大腿筋で C、肝臓で F が、それぞれ 10%TRR を

超えて認められた。このほかに、代謝物 D（抱合体を含む）、E、G 及び I が認め

られた。[dib-14C]カルボスルファン投与群では、脂肪中に未変化のカルボスルファ

ンが認められたほか、主要代謝物として大腿筋及び肝臓で P が 10%TRR を超えて

認められた。（参照 5、8、10、11、15、17） 

 
表11 卵中の残留放射能（g/g） 

標識体 [phe-14C]カルボスルファン [dib-14C]カルボスルファン 

投与量(mg/kg 飼料相当) 0.5 1.5 5.0a 0.5 1.5 5.0a 

投

与

後

日

数

(日) 

3 
卵白 <0.0020 <0.0020 0.0058 0.0023 0.0150 0.0627 

卵黄 <0.0020 0.0021 0.0115 0.0379 0.0921 0.411 

7 
卵白 <0.0020 <0.0020 0.0055 0.0098 0.0189 0.0910 

卵黄 <0.0020 0.0053 0.0195 0.148 0.474 1.59 

13 
卵白 <0.0020 <0.0020 0.0090 0.0112 0.0354 0.0973 

卵黄 0.0025 0.0049 0.0260 0.165 0.582 1.77 

14 
(休薬 1 日) 

卵白 <0.0020 <0.0020 0.0053 0.0102 0.0199 0.0793 

卵黄 0.0023 0.0068 0.0204 0.176 0.559 1.51 

21 
(休薬 8 日) 

卵白 <0.0020 <0.0020 <0.0020 <0.0020 <0.0020 0.0035 

卵黄 <0.0020 <0.0020 <0.0020 0.0281 0.149 0.270 

27 
(休薬 14 日) 

卵白 <0.0020 <0.0020 <0.0020 <0.0020 <0.0020 <0.0020 

卵黄 <0.0020 <0.0020 <0.0020 0.0051 0.0221 0.0551 
a：追加試験の結果は含まない。 
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表12 臓器及び組織中の残留放射能（g/g） 

標識体 [phe-14C]カルボスルファン [dib-14C]カルボスルファン 
投与量(mg/kg 飼料相当) 0.5 1.5 5.0 0.5 1.5 5.0 

投

与

後

日

数 
(日) 

13 
(休薬 
0 日) 

胸筋 
血液 
脂肪 
砂嚢 
心臓 
肝臓 
皮膚 
大腿筋 

0.002 
0.007 
0.003 
0.006 
0.003 
0.011 
0.004 
0.002 

0.003 
0.011 
0.003 
0.011 
0.006 
0.015 
0.006 
0.003 

0.110 
0.191 
0.081 
0.171 
0.159 
0.282 
0.145 
0.115 

0.017 
0.019 
0.015 
0.027 
0.025 
0.154 
0.014 
0.015 

0.032 
0.047 
0.097 
0.061 
0.059 
0.297 
0.042 
0.042 

0.127 
0.158 
0.304 
0.305 
0.239 
1.352 
0.122 
0.162 

20 
(休薬 
7 日) 

胸筋 
血液 
脂肪 
砂嚢 
心臓 
肝臓 
皮膚 
大腿筋 

<0.002 
<0.002 
<0.002 
<0.002 
<0.002 
<0.002 
<0.002 
<0.002 

<0.002 
<0.002 
<0.002 
<0.002 
<0.002 
<0.002 
<0.002 
<0.002 

<0.002 
<0.002 
<0.002 
<0.002 
<0.002 
0.002 

<0.002 
<0.002 

0.004 
0.006 
0.024 
0.008 
0.006 
0.007 
0.006 
0.006 

0.010 
0.009 
0.106 
0.026 
0.025 
0.018 
0.033 
0.018 

0.045 
0.036 
0.410 
0.076 
0.097 
0.078 
0.161 
0.068 

27 
(休薬 
14 日) 

胸筋 
血液 
脂肪 
砂嚢 
心臓 
肝臓 
皮膚 
大腿筋 

<0.002 
<0.002 
<0.002 
<0.002 
<0.002 
<0.002 
<0.002 
<0.002 

<0.002 
<0.002 
<0.002 
<0.002 
<0.002 
<0.002 
<0.002 
<0.002 

<0.002 
<0.002 
<0.002 
<0.002 
<0.002 
<0.002 
<0.002 
<0.002 

0.003 
0.003 
0.028 
0.005 
0.005 

<0.002 
0.013 
0.004 

0.010 
0.008 
0.130 
0.007 
0.020 
0.022 
0.048 
0.015 

0.036 
0.028 
0.372 
0.045 
0.038 
0.019 
0.143 
0.045 

 

表 13 各試料中の代謝物（%TRR） 

標識体 試料 試料採取日 
カルボ 

スルファン 
代謝物 

[phe-14C] 
カルボスルファン 

大腿筋 

最終投与 
6 時間以内 

ND 
C(36.9)、I(9.3)、F(7.1)、G(6.4)、D(1.7)a、

その他(2.1)、未同定代謝物(6.6) 

肝臓 ND 
F(16.0)、E(3.3)、G(2.5)、I(2.1)、D(1.7)、
C(1.1)、その他(0.5)、未同定代謝物(10.7) 

[dib-14C] 
カルボスルファン 

大腿筋 ND P(22.5)、未同定代謝物(36.6) 
肝臓 ND P(36.9)、未同定代謝物(25.6) 
脂肪 0.2 P(3.1)、未同定代謝物(86.7) 
脂肪 休薬 14 日 ND 未同定代謝物(100)b 

卵黄 
投与 9～ 

12 日 
ND P(4.3) 

ND：検出されず 
a：抱合体を含む。 
b：95%TRR 以上は脂肪酸として認められ、誘導体化によりオレイン酸（37.0%TRR）、パルミチン酸
（33.3%TRR）、ステアリン酸（7.7%TRR）及びリノレン酸（6.2%TRR）が認められた。 

 
カルボスルファンのヤギ及びニワトリにおける主要代謝経路は、①N-S 結合の開
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裂によるジブチルアミン側鎖の脱離（代謝物 B 及び P の生成）、②代謝物 B のベ

ンゾフラン環 3 位の炭素の酸化（代謝物 C 及び D の生成）、③カルボスルファン

並びに代謝物 B 又は C 及び D の加水分解（代謝物 E 又は F 及び G の生成）、④代

謝物 P の酸化及び加水分解（ジブチルアミン類及びアミノブタノール類の生成）で

あると考えられた。ラットで認められたカーバメートメチルの酸化反応について、

ヤギでは認められなかった。 

 
２．植物体内運命試験 

（１）水稲① 

[phe-14C]カルボスルファンのエタノール溶液を 1,100 g ai/ha の用量で、又は 14C-

代謝物 B のエタノール溶液を 1,000 g ai/ha の用量で、それぞれ栽培ポットの土壌

表面に散布し、2 週齢の水稲（品種：Calrose）の苗を移植後、湛水状態で栽培して、

植物体内運命試験が実施された。試料として、[phe-14C]カルボスルファン処理区で

は処理 11 日及び 30 日後に茎葉、148 日後（成熟期）に穀粒、14C-代謝物 B 処理区

では処理 15 日後に茎葉が、それぞれ採取された。また、[phe-14C]カルボスルファ

ン処理区において、移植 148 日後の水稲の穂実に[phe-14C]カルボスルファンを 32 

g/穂の用量で処理し、処理 45 日後に穀粒を採取して、植物体内運命試験が実施さ

れた。 
[phe-14C]カルボスルファン及び 14C-代謝物 B 処理区における水稲試料中の放射

能分布及び代謝物は表 14 に示されている。 

土壌処理区において、[phe-14C]カルボスルファン処理区では、未変化のカルボス

ルファンはほとんど認められず、茎葉における主要代謝物として B、C 及び E（い

ずれも抱合体を含む）が 10%TRR を超えて認められた。このほかに、代謝物 D、F

及び G（いずれも抱合体を含む）並びに I 抱合体、L 抱合体及び S 抱合体が認めら

れた。14C-代謝物 B 処理区では、茎葉における主要成分として、未変化の B のほか、

代謝物 C（抱合体を含む）が 10%TRR を超えて認められた。このほかに、代謝物 D

及び G が認められた。 

土壌及び穂実処理後の穀粒における主要成分として、未変化のカルボスルファン

のほか、代謝物 B（抱合体を含む）が 10%TRR を超えて認められた。このほかに、

代謝物 C、D 及び G（いずれも抱合体を含む）等が認められた。 
未成熟水稲において、[phe-14C]カルボスルファン又は 14C-代謝物 B 処理による植

物体内における主要代謝経路及び代謝物濃度に顕著な差は認められなかった。（参

照 2、8） 
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表14 [phe-14C]カルボスルファン及び 14C-代謝物B処理区における 

水稲試料中の放射能分布及び代謝物（%TRR） 

標識体 [phe-14C]カルボスルファン 14C-代謝物 B 

処理方法 土壌処理 
土壌及び 
穂実処理 

土壌処理 

試料採取時期 処理 11 日後 処理 30 日後 処理148日後 
最終処理 
45 日後 

処理 15 日後 

試料 a 茎葉 茎葉 穀粒 穀粒 茎葉 
カルボスルファン ND 0.2 

5.4 b 

5.7 － 

B 
45.3 
(1.4) 

12.0 
(5.1) 

29.1 
(14.8) 

40.9 

C 
20.2 
(2.6) 

9.4 
(5.3) 

7.7 
(2.7) 

25.8 
(2.4) 

D 
2.1 

(0.2) 
0.9 

(0.3) 
2.3 

(1.4) 
3.8 

E 
1.2 

(1.2) 
13.6 

(13.3) 
2.2 

(1.9) 
ND 

F 
1.6 

(1.4) 
1.7 

(1.6) 
1.8 

(1.4) 
ND 

G 
3.3 

(1.2) 
7.6 

(4.7) 
4.3 

(2.5) 
0.5 

I 
0.1 

(0.1) 
0.6 

(0.6) 
0.4 

(0.1) 
ND 

J ND ND 
1.9 

(1.0) 
ND 

K ND ND 1.7 ND 

L 
1.1 

(1.1) 
2.6 

(2.6) 
2.2 

(2.2) 
ND 

M ND ND 0.6 ND 
N ND ND 1.0 ND 
O ND ND 1.9 ND 

S 
0.2 

(0.2) 
0.4 

(0.4) 
1.4 

(0.4) 
ND 

未同定代謝物 6.7 17.2 11.0 7.0 
水溶性画分 1.7 15.4 45.8 7.0 4.4 
抽出残渣 16.5 18.4 48.8 17.8 17.6 

注）・カルボスルファン、代謝物 B 及びその他各代謝物の数値は、遊離体及び抱合体の合計。 
・( )内は抱合体の値。 

ND：検出されず、－：該当なし 
a：代謝物分析は、有機溶媒抽出画分並びに水溶性画分及び抽出残渣の塩酸処理画分を用いて行われた。 
b：有機可溶画分中放射能が少ないことから分析されなかった。 

 
（２）水稲② 

[dib-14C]カルボスルファンのエタノール溶液を1,100 g ai/haの用量で栽培ポット

の土壌表面に散布し、2 週齢の水稲（品種不明）の苗を移植後、湛水状態で栽培し、

処理 11 日及び 30 日後に茎葉、148 日後（成熟期）に穀粒を採取して、植物体内運
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命試験が実施された。また、土壌処理区における処理 148 日後の水稲の穂実に

[dib-14C]カルボスルファンを 38 g/穂の用量で処理し、処理 30 日後に穀粒を採取

して、植物体内運命試験が実施された。 

[dib-14C]カルボスルファン処理区における水稲試料中の放射能分布及び代謝物は

表 15 に示されている。 

土壌処理区では、いずれの試料においても残留放射能の大部分は抽出残渣中に認

められ、主要成分として未変化のカルボスルファンのほか、茎葉では代謝物 P が認

められたが 10%TRR 未満であった。 

土壌及び穂実処理後の穀粒における主要成分として、未変化のカルボスルファン

のほか、代謝物 P が 10%TRR を超えて認められた。このほかに、代謝物 K、M 及

び N が認められた。（参照 2、8） 

 
表15 [dib-14C]カルボスルファン処理区における水稲試料中の 

放射能分布及び代謝物（%TRR） 

処理方法 土壌処理 
土壌及び 
穂実処理 

試料採取時期 処理 11 日後 処理 30 日後 a 処理 148 日後 最終処理 30 日後 
試料 茎葉 茎葉 穀粒 穀粒 

有機溶媒画分 16.5 11.5 4.9 53.8 
カルボスルファン 0.7 

NA 
NA  

15.6 
K ND 0.4 
M ND 0.4 
N ND 0.2 
P 2.5 3.3 29.6 

未同定代謝物 13.0 5.6 7.6 

水溶性画分 7.5 34.4 3.1 6.7 
抽出残渣 76.3 45.2 92.0 39.5 

ND：検出されず、NA：有機溶媒画分について分析されず 
a：代謝物 P は、0.25 mol/L 塩酸による加水分解処理後の抽出残渣中に認められた。 

 
（３）水稲③＜参考資料4＞ 

[phe-14C]カルボスルファン、[dib-14C]カルボスルファン又は 14C-代謝物 B のエタ

ノール溶液を 1,000 g ai/ha の用量で栽培ポット中の土壌表面に散布し、2 週齢の水

稲（品種：Calrose）の苗を移植後、湛水状態で栽培し、処理 15 日及び 30 日後に

茎葉を採取して、投与放射能の吸収及び移行性について確認された。 

投与放射能の吸収率は、[phe-14C]カルボスルファン、[dib-14C]カルボスルファン

及び 14C-代謝物 B 処理区で、それぞれ 6.3%、1.6%及び 14.0%と算出された。 
オートラジオグラフィーにおいて、[phe-14C]カルボスルファン及び 14C-代謝物 B

処理区では、葉先端及び根部に高濃度の放射能が認められた。一方、[dib-14C]カル

                                            
4 投与放射能の吸収及び移行性のみ確認されていることから、参考資料とした。 
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ボスルファン処理区では、放射能は葉部に一様に分布し、根部における放射能濃度

は低かった。（参照 2、8） 

 
（４）とうもろこし 

とうもろこし（品種：Agway 595-5）の播種時に、乳剤に調整した[phe-14C]カル

ボスルファン又は[dib-14C]カルボスルファンを3,400 g ai/haの用量で畝間に土壌処

理して、植物体内運命試験が実施された。試料は、処理 31 日及び 60 日後に未成熟

植物体、110 日後にサイレージ、136 日後に成熟試料（茎葉、苞皮及び穀粒）が、

それぞれ採取された。 

各標識体処理区におけるとうもろこし試料中の放射能分布及び代謝物は、表 16

及び 17 に示されている。 

試料中の総残留放射能は、[dib-14C]カルボスルファン処理区に比べて[phe-14C]カ
ルボスルファン処理区で高く認められた。 

いずれの標識体処理区においても、未変化のカルボスルファンは処理 31 日後に

採取された未成熟植物体でのみ認められ、主要代謝物として[phe-14C]カルボスルフ

ァン処理区では B、C 及び G（いずれも抱合体を含む）、[dib-14C]カルボスルファ

ン処理区では P が、それぞれ 10%TRR を超えて認められた。このほかに、[phe-14C]

カルボスルファン処理区では D、E 及び F（いずれも抱合体を含む）並びに I、K、

M、N 及び O、[dib-14C]カルボスルファン処理区では K 及び O が認められた。（参

照 2、8） 
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表16 [phe-14C]カルボスルファン処理区におけるとうもろこし試料中の 

放射能分布及び代謝物 

試料採取 
時期 

処理 31 日後 処理 60 日後 処理 110 日後 処理 136 日後(成熟期) 

試料 
未成熟植物体 未成熟植物体 サイレージ 茎葉 苞皮 穀粒 

%TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg 

総残留 
放射能 

100 20.3 100 6.37 100 4.35 100 25.1 100 1.75 100 1.12 

カルボス 
ルファン 

0.2 0.04 ND ND ND ND ND ND ND ND 

 

B 
23.8 
(0.8) 

4.82 
16.0 
(4.1) 

1.02 
2.8 

(2.6) 
0.12 

1.7 
(0.3) 

0.43 1.5 0.02 

C 
24.9 
(6.3) 

5.05 
22.3 
(3.6) 

1.42 
13.6 

(10.4) 
0.59 

12.2 
(6.4) 

3.06 
10.3 
(6.4) 

0.18 

D 
3.2 

(0.4) 
0.65 

3.1 
(0.6) 

0.20 
1.2 

(0.6) 
0.05 

2.1 
(0.8) 

0.53 
2.9 

(1.9) 
0.05 

E 
0.5 

(0.4) 
0.10 

3.2 
(3.2) 

0.20 
3.7 

(2.8) 
0.16 

2.1 
(0.6) 

0.53 
3.1 

(2.1) 
0.05 

F 
2.2 

(2.1) 
0.45 

2.1 
(1.6) 

0.13 
6.7 

(5.8) 
0.29 

4.7 
(3.2) 

1.18 
9.8 

(6.7) 
0.17 

G 
4.0 

(2.0) 
0.81 

15.1 
(12.1) 

0.96 
11.0 
(5.1) 

0.48 
9.7 

(1.3) 
2.44 

6.7 
(1.8) 

0.12 

I 0.3 0.06 0.6 0.04 ND ND ND ND ND ND 
K 0.1 0.02 ND ND ND ND ND ND ND ND 
M 0.2 0.04 ND ND ND ND ND ND ND ND 
N 0.1 0.02 ND ND ND ND ND ND ND ND 
O 0.2 0.04 ND ND ND ND ND ND ND ND 

未同定 
代謝物 

18.5 
(15.0) 

3.76 
18.5 

(18.1) 
1.12 

16.5 
(13.6) 

0.72 
16.9 
(9.2) 

4.24 
8.6 

(5.7) 
0.15 

有機可溶

性画分 
78.2 15.9 80.9 5.15 55.5 2.41 49.4 12.4 42.9 0.75 6.4 0.07 

極性水性

画分 
10.5 2.13 6.5 0.41 27.3 1.19 32.8 8.24 36.6 0.64 67.7 0.76 

抽出残渣 11.3 2.29 12.6 0.80 17.2 0.75 17.8 4.47 20.5 0.36 25.9 0.29 
注）数値は非抱合体と抱合体の合計、( )内は抱合体の値。 
ND：検出されず、／：有機可溶性画分における放射能が僅かであったことから、分析されず 
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表17 [dib-14C]カルボスルファン処理区におけるとうもろこし試料中の 

放射能分布及び代謝物 

試料採取時期 処理 31 日後 処理 60 日後 処理 110 日後 処理 136 日後(成熟期) 

試料 
未成熟植物体 未成熟植物体 サイレージ 茎葉 苞皮 穀粒 
%TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg 

総残留放射能 100 3.64 100 1.33 100 1.22 100 2.39 100 1.22 100 1.18 
カルボ 

スルファン 
0.3 0.01 ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND 

K 0.4 0.01 ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND 
O 2.0 0.07 ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND 
P 30.6 1.11 8.9 0.12 9.3 0.11 7.6 0.18 ND ND ND ND 

未同定代謝物 15.7 0.57 22.4 0.30 7.6 0.09 11.3 0.27 ND ND ND ND 
非抱合性カルボ

スルファン画分 a 
13.2 0.48 13.9 0.18 7.0 0.09 10.4 0.25 8.9 0.11 0.7 0.01 

非抱合性ジブチ

ルアミン画分 b 
35.8 1.30 17.4 0.23 9.9 0.12 8.5 0.20 ND ND ND ND 

抱合性有機可溶

性画分 
3.1 0.11 10.9 0.14 ND ND 10.3 0.25 ND ND 2.0 0.02 

極性水性画分 26.8 0.98 23.3 0.31 34.6 0.42 38.9 0.93 42.0 0.51 71.2 0.84 
抽出残渣 21.1 0.77 34.5 0.46 48.5 0.59 31.9 0.76 49.1 0.60 26.1 0.31 

ND：検出されず 
a：カルボスルファン骨格を有すると考えられる代謝物を含む。 
b：ジブチルアミン誘導体を含む。 

 
（５）だいず 

だいず（品種：Corsoy）の播種時に、乳剤に調整した[phe-14C]カルボスルファン

又は[dib-14C]カルボスルファンを 2,200 g ai/ha の用量で土壌に処理し、処理 30 日

及び 60 日後に茎葉、123 日後に子実を採取して、植物体内運命試験が実施された。 

各標識体処理区におけるだいず試料中の放射能分布及び代謝物は、表 18 及び表

19 に示されている。 

試料中の総残留放射能は、[dib-14C]カルボスルファン処理区に比べて[phe-14C]カ
ルボスルファン処理区で高く認められた。 

[phe-14C]カルボスルファン処理区では、いずれの試料においても未変化のカルボ

スルファンは認められず、主要代謝物として茎葉で B、C 及び G（いずれも抱合体

を含む）が 10%TRR を超えて認められた。子実では代謝物 C、E、F 及び G（いず

れも抱合体を含む）が認められたが、いずれも 10%TRR 未満であった。 

[dib-14C]カルボスルファン処理区では、茎葉に未変化のカルボスルファン及び代

謝物 O が認められたが、いずれも 10%TRR 未満であった。（参照 2、8） 
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表18 [phe-14C]カルボスルファン処理区におけるだいず試料中の 

放射能分布及び代謝物 

試料採取時期 処理 30 日後 処理 60 日後 処理 123 日後 

試料 
茎葉 茎葉 子実 

%TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg 
総残留放射能 100 480 100 151 100 3.3 
カルボスルファン ND ND ND ND ND ND 

B 
27.7 
(0.5) 

133 
9.7 

(1.5) 
14.7 ND ND 

C 
20.1 
(8.8) 

96.4 
8.6 

(3.4) 
13.0 

0.5 
(0.2) 

0.02 

D 
2.1 

(0.4) 
10.1 

1.1 
(0.5) 

1.66 ND ND 

E 
3.7 

(3.2) 
17.7 

7.3 
(6.5) 

11.0 
0.5 

(0.2) 
0.02 

F 
5.9 

(5.6) 
28.3 

2.2 
(1.3) 

3.32 
2.1 

(0.7) 
0.07 

G 
13.8 

(11.8) 
66.2 

24.2 
(20.3) 

36.6 
4.3 

(0.3) 
0.14 

I 0.6 2.88 0.3 0.45 ND ND 
未同定代謝物 7.4 35.5 15.4 23.3 8.8 0.29 
水溶性画分 15.7 75.3 5.4 8.2 41.5 1.36 
抽出残渣 15.7 75.3 25.8 39.0 28.5 0.94 

注）代謝物の数値は非抱合体と抱合体の合計、( )内は抱合体の値。 
ND：検出されず 

 
表19 [dib-14C]カルボスルファン処理区におけるだいず試料中の 

放射能分布及び代謝物 

試料採取時期 処理 30 日後 処理 60 日後 処理 123 日後 

試料 
茎葉 茎葉 子実 

%TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg 
総残留放射能 100 7.5 100 2.4 100 1.98 

カルボスルファン 0.2 0.015 0.02 0.0005 ND ND 
O 4.0 0.30 ND ND ND ND 

未同定代謝物 9.1 0.68 7.68 0.18 ND ND 
極性物質 47.1 3.5 59.5 1.4 44.1 0.87 
抽出残渣 34.0 2.6 27.9 0.7 34.1 0.68 

ND：検出されず 

 
（６）てんさい 

播種 51 日後のてんさい（品種：Mono-Hy-D2）に、[phe-14C]カルボスルファン

若しくは[dib-14C]カルボスルファンのエタノール溶液を 1,000～1,100 g ai/ha の用

量で葉面散布、又は[phe-14C]カルボスルファン若しくは[dib-14C]カルボスルファン

を同用量で土壌処理後に播種 51 日後のてんさいを定植し、処理 30 日、60 日及び

130 日後に植物体をそれぞれ採取して、植物体内運命試験が実施された。 
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各処理区のてんさい試料における総残留放射能濃度は表 20、[phe-14C]カルボス

ルファン又は[dib-14C]カルボスルファン葉面処理区におけるてんさい試料中の放射

能分布及び代謝物は表 21 及び 22 に、それぞれ示されている。 

いずれの処理区においても、葉及び根における残留放射能濃度は経時的に減少し、

処理 130 日後に葉では 0.01～0.07 mg/kg、根では 0.02～0.17 mg/kg 認められた。 

葉面処理区において、葉における主要成分として、未変化のカルボスルファンの

ほか、代謝物 C、F 及び G（いずれも抱合体を含む）並びに P 及び T が 10%TRR

を超えて認められた。根では、未変化のカルボスルファンは認められず、主要代謝

物として T が 10%TRR を超えて認められたほか、代謝物 P が認められた。 

土壌処理区において、処理 30 日後の葉における主要代謝物として C、F、G 等、

処理 60 日後の根における主要代謝物として B、C、D 等が、いずれも抱合体として

認められたが 10%TRR 未満であった。（参照 2、5、8） 

 
表20 てんさい試料における総残留放射能濃度（mg/kg） 

標識体 [phe-14C]カルボスルファン [dib-14C]カルボスルファン 
試料 葉 根 葉 根 

葉面 
処理 

30 日後 37.2 1.25 21.5 0.38 
60 日後 11.9 1.29 4.19 0.16 
130 日後 0.06 0.17 0.01 0.02 

土壌 
処理 

30 日後 1.53 0.39 0.25 0.20 
60 日後 0.48 0.37 0.23 0.22 
130 日後 0.07 0.08 0.02 0.02 
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表21 [phe-14C]カルボスルファン葉面処理区におけるてんさい葉試料中の 

放射能分布及び代謝物 

試料採取時期 
処理 30 日後 処理 60 日後 

%TRR mg/kg %TRR mg/kg 
総残留放射能 100 － 37.2 100 － 11.9 

カルボスルファン 0.3 (0.1) 0.11 0.4 － 0.05 
B 2.1 (1.6) 0.78 1.2 (0.9) 0.14 
C 16.8 (14.2) 6.24 15.0 (14.6) 1.79 
D 0.9 (0.5) 0.33 0.5 (0.3) 0.06 
E 2.7 (2.6) 1.00 2.4 (2.3) 0.29 
F 13.5 (13.1) 5.01 10.5 (10.3) 1.25 
G 22.5 (22.1) 8.35 15.9 (15.7) 1.90 
I 0.7 (0.6) 0.26 1.5 (1.4) 0.18 
K 0.6 (0.3) 0.22 0.2 － 0.02 
L 4.5 (4.5) 1.67 3.1 (3.1) 0.37 
M 0.3 (0.1) 0.11 0.2 － 0.02 
N 0.4 (0.2) 0.15 0.2 － 0.02 
O 0.5 (0.3) 0.19 0.3 － 0.04 

未同定代謝物 11.1 － 4.13 10.9 － 1.30 
水溶性画分 5.4 － 2.00 12.7 － 1.51 
抽出残渣 17.8 － 6.61 25.2 － 3.00 

注）・代謝物の数値は非抱合体と抱合体の合計、( )内は抱合体の値。 
  ・根における代謝物同定は行われていない。 
－：該当なし 

 
表22 [dib-14C]カルボスルファン葉面処理区におけるてんさい試料中の 

放射能分布及び代謝物 

試料 葉 根 

試料採取時期 
処理 30 日後 処理 60 日後 処理 30 日後 

%TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg 
総残留放射能 100 21.5 100 4.19 100 0.38 

カルボスルファン 1.0 0.22 ND ND ND ND 
P 46.9 10.1 19.9 0.83 3.9 0.01 
T 13.9 2.99 30.8 1.29 12.1 0.05 
U 2.2 0.47 1.4 0.06 ND ND 

未同定代謝物 25.4 5.46 28.9 1.21 7.0 0.03 
水溶性画分 2.8 0.60 6.4 0.27 31.1 0.12 
抽出残渣 5.0 1.08 9.4 0.39 35.4 0.13 

ND：検出されず 

 
（７）ネーブルオレンジ 

ネーブルオレンジ（品種不明、樹齢 21 年）の果実及び葉面に、乳剤に調製した

[phe-14C]カルボスルファン又は[dib-14C]カルボスルファンを 61.5 g ai/ha の用量で

散布して、植物体内運命試験が実施された。被験物質を散布後、樹木はビニールシ

ートにより降雨から保護され、試料として処理当日並びに 7 日、15 日及び 30 日後
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に果実、処理当日及び 30 日後に葉が、それぞれ採取された。 
処理当日及び 30 日後の葉における残留放射能濃度は、[phe-14C]カルボスルファ

ン処理区では 16 及び 12.8 mg/kg、[dib-14C]カルボスルファン処理区では 9.3 及び

4.6 mg/kg であった。 

各標識体処理区における果実試料中の放射能分布は表 23、果皮及び果皮洗浄液中

の代謝物は表 24 に示されている。 
いずれの標識体処理区においても、投与放射能の大部分は果皮及び果皮洗浄液中

に認められ、果肉及び果汁中残留放射能はいずれも 0.3%TRR 以下であった。 

果皮及び果皮洗浄液中の主要成分として、未変化のカルボスルファンのほか、

[phe-14C]カルボスルファン処理区では代謝物 B、[dib-14C]カルボスルファン処理区

では代謝物 P が、それぞれ 10%TRR を超えて認められた。（参照 16） 

 
表23 果実試料中の放射能分布(%TRR) 

標識体 
処理後日数 

(日) 

総残留 
放射能 a 

(mg/kg) 

果皮 
洗浄液 

果皮 果肉 果汁 
非極性

画分 
極性 
画分 

抽出 
残渣 

[phe-14C]
カルボス

ルファン 

0(処理当日) 0.81 95.8 4.1 0.1 0.0 3.6 0.2 0.3 
7 0.85 86.6 13.2 0.1 0.0 － － － 
15 0.81 75.6 23.9 0.2 0.2 19.0 3.0 2.0 
30 0.78 53.7 45.9 0.1 0.3 35.4 6.7 3.7 

[dib-14C] 
カルボス

ルファン 

0(処理当日) 0.72 93.9 5.7 0.3 0.2 3.7 1.9 1.1 
7 0.68 86.8 13 0.1 0.0 － － － 
15 0.56 75.1 24.5 0.2 0.2 9.6 13.9 1.1 
30 0.59 58.0 41.5 0.2 0.3 14.5 25.2 2.0 

－：参照した資料に記載がなかった。 
a：果実全体における値。 

 
表24 果皮及び果皮洗浄液中の代謝物 

標識体 代謝物 %TRR mg/kg 

[phe-14C] 
カルボスルファン 

カルボスルファン 40.1 0.311 
B 33.9 0.263 
C 2.0 0.016 
D 2.0 0.016 
E 0.4 0.003 
H 1.2 0.01 
K 3.1 0.025 
Q 1.0 0.007 

[dib-14C] 
カルボスルファン 

カルボスルファン 31.2 0.183 
P 58.2 0.342 

注）各代謝物の値は、果皮抽出液及び果皮洗浄液中代謝物の合計。 

 

カルボスルファンの植物における主要代謝経路は、①ジブチルアミン側鎖の脱離

（代謝物 B 及び P の生成）、②代謝物 B の加水分解又はベンゾフラン環 3 位の炭
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素の酸化（代謝物 E 又は C 及び D の生成）、③代謝物 C 及び D の加水分解（代謝

物 F 及び G の生成）であると考えられた。また、ベンゾフラン環を有する各代謝物

は、更に抱合化されると考えられた。 

 
３．土壌中運命試験 

（１）好気的土壌中及び嫌気的湛水土壌中運命試験 

砂壌土（米国、pH 5.8）に、[phe-14C]カルボスルファン、[car-14C]カルボスルフ

ァン又は[dib-14C]カルボスルファンを 30 mg/kg 乾土の用量で添加し、好気的条件

区では土壌水分量を容水量の 60%に調整し、嫌気的湛水条件区では脱酸素水で湛水

し、24±2℃、暗条件下で最大 60 日間インキュベートして、好気的土壌中及び嫌気

的湛水土壌中運命試験が実施された。また、[phe-14C]カルボスルファンを用いて、

好気的条件下で 60 日間インキュベートする滅菌土壌区が設けられた。 
好気的土壌及び嫌気的湛水土壌における放射能分布及び分解物は、表 25 及び表

26 にそれぞれ示されている。 

いずれの処理区においても、カルボスルファンは速やかに分解され、主要分解物

として[phe-14C]カルボスルファン及び[car-14C]カルボスルファン処理区では B、

[dib-14C]カルボスルファン処理区では P が認められた。14CO2は、非滅菌土壌では

いずれの標識体処理区においても経時的に増加し、生成量は嫌気的条件区に比べて

好気的条件区で多かった。滅菌土壌区における 14CO2の生成量は 0.1%TAR 未満で

あった。 

好気的土壌における[car-14C]カルボスルファンの推定半減期は約 3 日、嫌気的湛

水土壌における[phe-14C]カルボスルファンの推定半減期は約 2 日と、それぞれ算出

された。（参照 2、8） 

 
表25 好気的土壌における放射能分布及び分解物（%TAR） 

標識体 [phe-14C]カルボスルファン 
[car-14C] 

カルボスルファン 
[dib-14C] 

カルボスルファン 

処理後日数 
非滅菌土壌 滅菌土壌 

0 日 30 日 0 日 30 日 
0 日 30 日 60 日 30 日 60 日 

カルボ 
スルファン 

78.2 5.1 1.9 7.6 2.4 79.9 3.4 69.8 9.8 

B 19.9 53.9 37.7 69.7 72.8 1.0 47.9 － － 
D ND 1.0 ND ND ND ND 1.9 － － 
E ND 0.2 0.3 0.4 0.5 － － － － 
G ND 0.4 ND ND ND － － － － 
L ND 0.3 0.6 ND ND ND 0.4 － － 
P － － － － － － － 2.9 0.1 

その他 3.2 8.6 8.4 20.8 20.6 0.2 0.7 3.1 1.7 
14CO2  8.8 13.1 <0.1 <0.1  26.8  51.3 

抽出残渣 1.0 19.3 25.8 4.2 5.1 24.5 14.6 23.1 29.9 
ND：検出されず、－：標識部位を含まないことから検出されず、／：試料なし 
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表26 嫌気的湛水土壌における放射能分布及び分解物（%TAR） 

標識体 
[phe-14C] 

カルボスルファン 
[car-14C] 

カルボスルファン 
[dib-14C] 

カルボスルファン 
処理後日数 0 日 30 日 0 日 30 日 2 日 30 日 

カルボスルファン 82.7 2.9 86.6 1.4 43.1 1.4 
B 14.8 84.9 2.8 87.9 － － 
E 0.5 9.3 － － － － 
L 0.1 0.1 ND ND － － 
P － － － － 24.8 34.2 

その他 1.1 2.1 0.5 1.4 29.4 49.5 
14CO2  0.9  2.4 0.4 3.8 

抽出残渣 0.6 3.3 18.3 9.6 2.9 7.7 
ND：検出されず、－：標識部位を含まないことから検出されず、／：試料なし 

 
（２）水/底質系における好気的湛水土壌中運命試験  

水/底質系（英国、池水：pH 7.32～7.77、底質：土性不明、pH 7.1～7.2）に、カ

ルボスルファンを 0.2 又は 0.4 mg/系全体の用量で添加し、10 又は 20℃、暗条件下

で 102 日間インキュベートして、水/底質系における好気的湛水土壌中運命試験が実

施された。 

主要分解物として、B が水層で最大 34.7%TAR（10℃）及び 33.2%TAR（20℃）、

底質で最大 20.1%TAR（20℃）、E が水層で最大 23.2%TAR（20℃）、底質で最

大 6.22%TAR（20℃）認められた。試験終了時に揮発性化合物（主に 14CO2）が

20%TAR～30.4%TAR 認められた。 

好気的湛水土壌におけるカルボスルファンの推定半減期は、系全体で、20℃では

4.2 日～5.4 日、10℃では 10 日と、それぞれ算出された。（参照 5） 

 
（３）土壌表面光分解試験 

薄層にしたシルト質壌土（米国、pH 4.9）の水分含量をほ場容水量の 22.2%に調

整し、[phe-14C]カルボスルファン又は[dib-14C]カルボスルファン 25g を処理し、

8 日間人工太陽光（光強度：25 W/m2、波長：290nm 以下をカット）を照射して、

土壌表面光分解試験が実施された。また、両標識体を用いた暗対照区が設定された。 

いずれの処理区においても、カルボスルファンは速やかに分解された。光照射区

において、[phe-14C]カルボスルファン処理区では、照射 10 分後に、未変化のカル

ボスルファンは 1.2%TAR となり、主要分解物として B が 86.4%TAR 認められた。

分解物 B は照射 8 日後に 56.5%TAR となり、ほかに分解物 C、D、E、F、G、K、

M、N 及び O が認められたが、いずれも 4.5%TAR 以下であった。[dib-14C]カルボ

スルファン処理区では、照射 10 分後に、未変化のカルボスルファンは 11.4%TAR

となり、主要分解物として P が 38.6%TAR 認められた。分解物 P は照射 8 日後に

1.8%TAR となり、ほかに分解物 T 及び U が最大 9.0%TAR 及び 2.5%TAR 認めら

れた。 
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光照射区及び暗対照区において、カルボスルファンの分解速度に顕著な差は認め

られなかった。（参照 2、8、16） 

 
（４）土壌中光分解試験 

シルト質壌土（米国、pH 4.9）に[dib-14C]カルボスルファンを 25mg/kg 乾土の

用量で混合し、水分含量をほ場容水量の 70%に調整し、48 時間人工太陽光（光強

度：25 W/m2、波長：290nm 以下をカット）を照射して、土壌中光分解試験が実施

された。また、暗対象区が設定された。 

光照射区において、未変化のカルボスルファンは照射 3 時間後に 85.9%TAR、照

射48時間後に76.2%TARとなり、主要分解物としてPが照射3時間後に6.5%TAR、

照射 48 時間後に 6.7%TAR 認められた。また、照射 24 時間後に分解物 T 及び U

が最大 1.4%TAR 及び 0.8%TAR 認められた。 
光照射区及び暗対照区において、カルボスルファンの分解速度に顕著な差は認め

られなかった。（参照 2、8） 

 
（５）土壌吸脱着試験 

4 種類の米国土壌（細砂、砂壌土、シルト質壌土及び砂質埴壌土）を用いた、カ

ルボスルファンの土壌吸脱着試験が実施された。 
カルボスルファンの Freundlich の吸着係数 Kadsは 40.7～75.3、有機炭素含有率

で補正した吸着係数 Kadsocは 1,640～2,650、脱着係数 Kdesは 63.5～111、有機炭素

含有率で補正した脱着係数 Kdesocは 2,070～4,680 であった。（参照 2、8） 

 

（６）土壌吸脱着試験（代謝物P） 

4 種類の米国土壌（細砂、砂壌土、シルト質壌土及び砂質埴壌土）を用いた分解

物 P の土壌吸脱着試験が実施された。 

代謝物 P の Freundlich の吸着係数 Kadsは 2.24～8.85、有機炭素含有率で補正し

た吸着係数 Kadsocは 104～237、脱着係数 Kdesは 3.77～12.9、有機炭素含有率で補

正した脱着係数 Kdesocは 176～464 であった。（参照 2、8） 

 

４．水中運命試験 

（１）加水分解試験（緩衝液及び蒸留水） 

pH 5.0（クエン酸緩衝液）、pH 7.0（リン酸緩衝液）及び pH 9.0（ホウ酸緩衝液）

の各滅菌緩衝液並びに蒸留水（pH 7.3）に、[phe-14C]カルボスルファン又は[dib-14C]

カルボスルファン（リン酸緩衝液のみ）を 0.25 mg/L の用量で添加し、25℃、暗条

件下で最長 240 時間インキュベートして、加水分解試験が実施された。 

pH 5.0 において、未変化のカルボスルファンは処理 5 分後の 60.3%TAR から処

理 1 時間後に 5.2%TAR となり、主要分解物として B が処理 1 時間後に最大

93.7%TAR 認められた。このほかに、分解物 O が最大 0.6%TAR 認められた。 
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pH 7.0 において、[phe-14C]カルボスルファン処理区では、未変化のカルボスルフ

ァンは処理直後の 94.7%TAR から処理 48 時間後に 6.5%TAR となり、主要分解物

として B が処理 48 時間後に最大 89.6%TAR 認められた。ほかに、分解物 C、G、

E、K、M、N 及び O が認められたが、いずれも 2.0%TAR 以下であった。[dib-14C]

カルボスルファン処理区では、未変化のカルボスルファンは処理直後の 96.4%TAR

から処理 24 時間後に 58.6%TAR となり、主要分解物として P が尿素誘導体として

処理 24 時間後に最大 35.3%TAR 認められた。このほかに、分解物 N が最大

0.7%TAR 認められた。 

pH 7.3 において、未変化のカルボスルファンは処理直後の 90.3%TAR から処理

48 時間後に 14.5%TAR となり、主要分解物として B が処理 48 時間後に最大

85.5%TAR 認められた。このほかに、分解物 E、M、N 及び O が認められたが、い

ずれも 1.3%TAR 以下であった。 
pH 9.0 において、未変化のカルボスルファンは処理直後の 92.8%TAR から処理

240 時間後に 35.3%TAR となり、主要分解物として B が最大 9.0%TAR、E が最大

33.6%TAR（いずれも処理 72 時間後）認められた。このほかに、分解物 G、K、M、

N 及び O が認められたが、いずれも 2.8%TAR 以下であった。 

[phe-14C]カルボスルファン処理区の結果から、カルボスルファンの推定半減期は、

pH 5.0 で 0.2 時間、pH7.0 で 11.4 時間、pH7.3 で 18.2 時間、pH9.0 で 173 時間

と、それぞれ算出された（参照 2、5、8） 

 
（２）水中光分解試験①（緩衝液及び蒸留水） 

リン酸緩衝液（pH 7）及び蒸留水（pH 不明）に、[phe-14C]カルボスルファン又

は[dib-14C]カルボスルファンを 5 mg/L の用量で添加し、人工太陽光（光強度：15 

W/m2、波長：290nm 以下をカット）を 8 日間照射して、水中光分解試験が実施さ

れた。また、両標識体を用いて暗対象区が設定された。 

光照射区におけるリン酸緩衝液では、[phe-14C]カルボスルファン処理区で照射 8

日後に、未変化のカルボスルファンは 1.8%TAR となり、主要分解物として B が最

大 59.7%TAR 認められた。このほかに、分解物 C、D、E、F、G、K、M、N 及び

O が認められたが、いずれも 5.7%TAR 以下であった。[dib-14C]カルボスルファン

処理区で未変化のカルボスルファンは照射 8 日後に 2.1%TAR となり、主要分解物

として P が照射 4 日後に最大 54.7%TAR 認められた。このほかに、分解物 T が最

大 3.4%TAR 認められた。 

蒸留水では、[phe-14C]カルボスルファン処理区で照射 8 日後に、未変化のカルボ

スルファンは 22.4%TAR となり、主要分解物として B が最大 38.8%TAR 認められ

た。このほかに、分解物 C、D、E、F、G、K、M、N 及び O が認められたが、い

ずれも4.8%TAR以下であった。[dib-14C]カルボスルファン処理区で照射8日後に、

未変化のカルボスルファンは 47.3%TAR となり、主要分解物として P が最大

36.6%TAR 認められた。このほかに、分解物T が最大 2.3%TAR、U が最大 3.4%TAR
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認められた。 
暗対象区において照射 8 日後に、未変化のカルボスルファンは、リン酸緩衝液で

は 46.3%TAR～57.0%TAR、蒸留水では 73.4%TAR～81.7%TAR 認められ、カルボ

スルファンの分解速度は光照射区に比べて緩やかであった。 

緩衝液及び蒸留水中におけるカルボスルファンの推定半減期は、[phe-14C]カルボ

スルファン処理区では 1.33 日及び 4 日以内、[dib-14C]カルボスルファン処理区では

1.44 日及び 8 日以内と、それぞれ算出された。（参照 2、8、16） 

 

（３）水中光分解試験②（滅菌自然水） 

pH 5.7 の滅菌自然水（池水、ドイツ）に、[phe-14C]カルボスルファンを 0.378 mg/L

の用量で添加し、25.1±0.1℃で 15 日間人工太陽光［光強度：46.3 W/m2、波長範

囲：300～400 nm、東京（北緯 35 度）春季太陽光 89.3 日間に相当］を照射して、

水中光分解試験が実施された。また、暗対象区が設定された。 

光照射区において、照射 1 日後に、未変化のカルボスルファンは 8.5%TAR とな

り、主要分解物として B が最大 79.0%TAR 認められた。このほかに、分解物 C が

最大 6.8%TAR、E が最大 1.7%TAR 認められた。14CO2 は試験終了時に最大

23.5%TAR 認められた。 

暗対象区において、試験終了時に未変化のカルボスルファンは 1.5%TAR となり、

主要分解物として B が照射 12 日後に最大 93.2%TAR 認められた。このほかに、分

解物 C 及び E が最大 1.5%TAR 及び 2.2%TAR 認められた。カルボスルファンの分

解速度は光照射区に比べて暗対象区で緩やかであった。 

滅菌自然水中におけるカルボスルファンの推定半減期は 0.5 日、北緯 35 度春季

太陽光換算で 3.2 日と算出された。（参照 2、8） 

 
５．土壌残留試験 

火山灰土・埴土（茨城）、洪積土・埴壌土（愛知）、洪積土・砂土（千葉）及び火

山灰土・埴壌土（茨城）を用いて、カルボスルファン及び代謝物 B を分析対象化合物

とした土壌残留試験（容器内及びほ場）が実施された。 

結果は表 27 に示されている。（参照 2、8） 
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表27 土壌残留試験成績 

試験 濃度 a 土壌 
推定半減期(日) 

カルボスルファン 
カルボスルファン 

+ B 

容器内

試験 

水田 
状態 

2 mg/kg 乾土 
火山灰土・埴土 約 0～1 約 28～42 
洪積土・埴壌土 約 0～1 約 14～28 

畑地 
状態 

10 mg/kg 乾土 
洪積土・砂土 約 3～7 約 14～21 

火山灰土・埴壌土 約 3～7 約 29～59 

ほ場 
試験 

水田 2 kg ai/ha 
火山灰土・埴土 0～3 36～54 
洪積土・埴壌土 3～7 3～7 

畑地 10 kg ai/ha 
洪積土・砂土 約 0～29 約 0～29 

火山灰土・埴壌土 約 11～18 約 76～109 
a：容器内試験では原体、ほ場試験では 5%粒剤が用いられた。 

 

６．作物等残留試験 

（１）作物残留試験 

水稲、野菜等を用いて、カルボスルファン並びに代謝物 B、C 及び D を分析対象

化合物とした作物残留試験が実施された。 

結果は別紙 3 に示されている。 

カルボスルファン及び代謝物 D は、いずれの試料においても定量限界未満であっ

た。代謝物 B 及び C の最大残留値は、いずれも散布 147 日後に収穫した稲わらに

おける 0.03 及び 0.46 mg/kg であり、可食部においては、代謝物 B はいずれの試料

においても定量限界未満であり、代謝物Cは処理254日後に収穫したさとうきび（茎

部）における 0.021 mg/kg であった。 

カルボスルファン並びに代謝物 B 及び C の合量の最大残留値は、処理 147 日後

に収穫した稲わらにおける 0.47 mg/kg（代謝物 B 換算値は 0.27 mg/kg）であり、

可食部においては処理 254 日後に収穫したさとうきび（茎部）における 0.033 mg/kg

（代謝物 B 換算値は 0.019 mg/kg）であった。（参照 2、8） 

 
（２）畜産物残留試験  

① ウシ 

泌乳牛［ホルスタイン種、一群雌 3 頭（50 mg/kg 飼料投与群のみ 4 頭）］にカ

ルボスルファンを 1、3、10 及び 50 mg/kg 飼料の用量5で 28 日間混餌投与し、カル

ボスルファン並びに代謝物 B、C、D、E、F、G 及び P を分析対象化合物とした畜

産物残留試験が実施された。10 mg/kg 飼料投与群のうち 1 頭については投与期間

終了後に 3 日間、50 mg/kg 飼料投与群のうち 2 頭については投与期間終了後に最

長 6 日間の休薬期間が、それぞれ設けられた。 

結果は別紙 4 に示されている。 

                                            
5 本試験における用量は、作物残留試験から得られた飼料用作物の残留濃度から算出された乳牛における

予想飼料最大負荷量と比較して高かった。 
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カルボスルファンについて、乳汁ではいずれの試料においても定量限界（0.025 
g/g）未満であった。組織における最大残留値は、50 mg/kg 飼料投与群の脂肪にお

ける 0.076 g/g であり、腎臓、肝臓及び筋肉ではいずれの投与群においても検出限

界（0.010 g/g）未満であった。 

カーバメート代謝物（B、C 及び D）について、代謝物 B 及び D はいずれの試料

においても定量限界（乳汁：0.025 g/g、組織及びクリーム：0.050 g/g）未満であ

り、代謝物 C の最大残留値は 50 mg/kg 飼料投与群の腎臓における 0.133 g/g であ

った。 

フェノール代謝物（E、F 及び G）について、代謝物 E、F 及び G の最大残留値

は、いずれも 50 mg/kg 飼料投与群の腎臓における 0.400、0.173 及び 0.074 g/g

であった。 

カルボスルファン並びに代謝物 B、C、D、E、F 及び G について、休薬 3 日及び

6 日の乳汁ではいずれも検出限界未満であった。 

代謝物Pについて、最大残留値は50 mg/kg飼料投与群の腎臓における0.890 g/g

であったが、対照群の乳汁及び組織中においても最大 0.050 及び 0.048 g/g 認めら

れ、1、3 及び 10 mg/kg 飼料投与群での平均残留濃度について、投与量との相関性

は低いと考えられた。また、休薬 6 日の乳汁及び組織中に最大 0.015 及び 0.024 g/g

認められた。これらのことから、代謝物 P はカルボスルファンの代謝により生ずる

ほか、自然界にも存在する化合物であると考えられた6。（参照 8、12、16、20） 

 
② ニワトリ 

産卵鶏（白色レグホン種、一群 20 羽）にカルボスルファンを 0.15、0.45 及び 1.50 

mg/kg 飼料相当の用量7で 28 日間カプセル経口投与し、カルボスルファン並びに代

謝物 B、C 及び D を分析対象化合物とした畜産物残留試験が実施された。各投与群

について、投与期間終了後に最長 7 日間の休薬期間が設けられた。 

1.50 mg/kg 飼料相当投与群の卵並びに肝臓、筋肉及び脂肪において、カルボスル

ファン並びに代謝物 B、C 及び D はいずれも検出限界（0.005 g/g）未満であった。

なお、1.50 mg/kg 飼料相当投与群の結果に基づき、0.15 及び 0.45 mg/kg 飼料相当

投与群並びに休薬期間における試料分析は実施されなかった。（参照 8、13、14） 

 

                                            
6 海外で実施された複数の作物残留試験及び畜産物残留試験における対照試料においても代謝物 P が認め

られている。また、生鮮野菜等の食品中から代謝物 P が認められたとの報告（B. Pfundstein et al. Mean 
Daily Intake of Primary and Secondary Amines from Foods and Beverages in West Germany in 
1989-1990, Food Chemical Toxicology 1991; 29(11): 733-739）がある。これらのことから、代謝物 P
は、植物又は動物体内に生体成分として存在するアミノ酸等の窒素化合物の代謝分解の過程で生成され

る可能性が考えられた。 
7 本試験における用量は、作物残留試験から得られた飼料用作物の残留濃度から算出された産卵鶏におけ
る予想飼料最大負荷量と比較して高かった。 
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（３）魚介類における最大推定残留値 

カルボスルファン及び代謝物 B の公共用水域における水産動植物被害予測濃度

（水産 PEC）及び生物濃縮係数（BCF）を基に、魚介類の最大推定残留値が算出

された。 

カルボスルファンの水産 PEC は 0.016 g/L、BCF は 355（魚種：ブルーギル、

補正値8）、魚介類における最大推定残留値は 0.0284 mg/kg であった。代謝物 B の

水産 PEC は 0.063 g/L、BCF は 8.3（計算値）、魚介類における最大推定残留値

は 0.00262 mg/kg であった。カルボスルファン及び代謝物 B（カルボスルファン換

算値9）の合量の魚介類における最大推定残留値は 0.0329 mg/kg であった。（参照

2、3、8） 

 
７．一般薬理試験 

カルボスルファンのラット、マウス及びウサギを用いた一般薬理試験が実施された。 

結果は表 28 に示されている。（参照 2、8） 

 
表28 一般薬理試験結果概要 

試験の種類 動物種 
動物数 
／群 

投与量 
(mg/kg 体重) 
(投与経路) 

最大 
無作用量 

(mg/kg 体重) 

最小 
作用量 

(mg/kg 体重) 
結果の概要 

一般状態 
(Irwin 法) 

dd 
マウス 

雄 3 
雌 3 

0、30、100、
150 (皮下) a 

－ 30 

150 mg/kg 体重以上で

角膜反射低下、中枢興

奮、流涎及び眼球突出 
100 mg/kg 体重以上で

異常歩調、立毛及び排尿 
30 mg/kg 体重以上で 
自発運動低下、認知力低

下、反応性低下、振戦(30
及び 100 mg/kg 体重の

み)、痙攣、よろめき歩

行、握力低下、耳介反射

低下、体温低下及び呼吸

数減少 (30 及び 100 
mg/kg 体重のみ) 
 
30 mg/kg 体重以上で死

亡例 
       
       
       

                                            
8 カルボスルファンの分解を考慮するため、試験水及び魚体中におけるカルボスルファン存在比に基づき
算出された。 

9 換算係数は 1.72。 
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試験の種類 動物種 
動物数 
／群 

投与量 
(mg/kg 体重) 
(投与経路) 

最大 
無作用量 

(mg/kg 体重) 

最小 
作用量 

(mg/kg 体重) 
結果の概要 

中 
枢 
神 
経 
系 

自発運動量 
(回転かご法) 

dd 
マウス 

雄 7 
0、3、10 
(皮下) a 

3 10 
10 mg/kg 体重で顕著な

自発運動量減少 

筋弛緩作用 
(懸垂法及び

斜面法) 

dd 
マウス 

雄 10 
0、3、10 
(皮下) a 

－ 3 

10 mg/kg 体重で弛緩作

用あり(懸垂法：5/10 例、

斜面法：1/10 例) 
3 mg/kg 体重以上で弛

緩作用あり (懸垂法：

2/10 例) 

抗痙攣作用 
dd 

マウス 
雄 10 

0、30、100､
150 (皮下) a 

150 － 
影響なし 

体温 ウサギ c 雄 3 
0、3、10 
(筋肉内) a 

－ 3 

10 mg/kg 体重で体温低

下及び全身症状(軟便、

縮瞳、呼吸切迫等 )(2
例)、体温上昇(1 例) 
3 mg/kg 体重で軽微な

体温上昇傾向(1 例) 

自発性脳波 ウサギ c 
詳細 
不明 

0、1、5 
(静脈内、麻酔

下) b 
5 － 

影響なし 

循

環

器

系 

血圧、呼吸 
及び心電図 

ウサギ c 雌雄 e 
0、0.5、1、2 
(静脈内、麻酔

下) b 
－ 0.5 

0.5 及び 1 mg/kg 体重

で一過性の血圧下降及

び呼吸不整 
 
1 mg/kg 体重以上で死

亡例 

腎

機

能 

尿量及び 
尿中電解質 

Wistar 
ラット 

雄 5 
0、3、10 
(筋肉内)  

－ 3 

10 mg/kg 体重でナトリ

ウム排泄増加及び pH
軽度上昇 
3 mg/kg 体重でナトリ

ウム排泄増加及びカリ

ウム排泄減少傾向 

消

化

器

系 

摘出腸管 
(Magnus 法) 

ウサギ c 
詳細 
不明 

3.5×10-5、 

7×10-5mol/L 

(in vitro) b 

3.5×
10-5mol/L 

7×10-5mol/L 
7×10-5mol/L で軽度の

緊張上昇及び腸管の緊

縮 

小腸輸送能 
dd 

マウス 
雄 7 

0、100、150 
(皮下) a 

－ 100 

150 mg/kg 体重で輸送

能抑制 
100 mg/kg 体重で輸送

能抑制傾向 
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試験の種類 動物種 
動物数 
／群 

投与量 
(mg/kg 体重) 
(投与経路) 

最大 
無作用量 

(mg/kg 体重) 

最小 
作用量 

(mg/kg 体重) 
結果の概要 

肝

機

能 

AST、ALT、
ALP、TP 
及び ChE 

ウサギ c 雄 3 
3、10 

(筋肉内) a 
－ 3 

10 mg/kg 体重で AST
及び ALT 増加、ALP 及

び TP 漸減傾向、一過性

のChE活性低下(20%以

上) 
3 mg/kg 体重で ALT 増

加、ALP 及び TP 漸減

傾向 
AST、ALT 
及び ChE 

ウサギ c 2 d 
10 

(筋肉内) a 
－ 10 

一過性のAST及びALT
増加。ChE に影響なし 

血

液

系 

溶血 
(Parpart 法) 

ウサギ c 3 d 
0、3、10 
(筋肉内) a 

－ 3 
3 mg/kg 体重以上で僅

かな脆弱性亢進傾向 
血液凝固 
(Lee & 

White 法) 
ウサギ c 3 d 

0、3、10 
(筋肉内) a 

－ 3 
3 mg/kg 体重以上で凝

固時間が1分～2分短縮 

－：最大無作用量又は最小作用量は設定されなかった。 
a：溶媒として Tween 80 が用いられた。 
b：溶媒としてエタノール：水（2：1）が用いられた。 
c：系統不明 
d：性別不明 
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８．急性毒性試験 

（１）急性毒性試験 

カルボスルファン（原体）のラット、マウス、ウサギ及びニワトリを用いた急性

毒性試験が実施された。 

結果は表 29 に示されている。（参照 2、5、8、15、18） 

 
表29 急性毒性試験結果概要（原体） 

投与 
経路 

動物種 
LD50(mg/kg 体重) 

観察された症状 
雄 雌 

経口 

SD ラット 
雄 9 匹、雌 6 匹 a 180 101 

投与量；雄：57、180、570 mg/kg 体重、雌：57、
180 mg/kg 体重 
雄： 
570 mg/kg 体重：腹臥位 
180 mg/kg 体重以上：自発運動低下、振戦、流涙

及び円背位 
57 mg/kg 体重以上：糞量減少、立毛(57 mg/kg
体重のみ) 
雌： 
180 mg/kg 体重：円背位 
57 mg/kg 体重以上：糞量減少、自発運動能低下、

振戦及び流涙 
 
雌雄：180 mg/kg 体重以上で死亡例 

SD ラット 
雌雄各 10 匹 b 101 103 

投与量；雌雄：64、73、92、110、129、156、
184 mg/kg 体重 
雌雄： 
156 mg/kg 体重以上：血涙及び眼球突出、 
73 mg/kg 体重以上：間代性痙攣(投与 5 分後以降) 
64 mg/kg 体重以上：自発運動低下、うずくまり

姿勢、腹臥位、振戦、背部筋攣縮、流涎、流涙、

呼吸の律動性の乱れ及び呼吸促進(投与 5 分後以

降) 
 
雌雄：73 mg/kg 体重以上で死亡例 
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投与 
経路 

動物種 
LD50(mg/kg 体重) 

観察された症状 
雄 雌 

SD ラット 
雌雄各 10 匹 b 250 185 

投与量；雌雄：68.8、103、154、231、348、520 
mg/kg 体重 
雄： 
520 mg/kg 体重：呼吸困難、挙尾反応、頚部肥大

及び鼻出血 
348 mg/kg 体重以上：自発運動低下 
231 mg/kg 体重：ペニス脱 
68.8 mg/kg 体重以上：立毛、流涙、流涎、血涙、

振戦、筋振戦、縮瞳、散瞳、眼球突出、下痢及び

多尿 
雌：  
520 mg/kg 体重：頚部肥大 
348 mg/kg 体重：血尿及び眼瞼下垂 
154 mg/kg 体重以上：挙尾反応、散瞳(231 mg/kg
体重まで)及び自発運動低下 
68.8 mg/kg 体重以上：立毛、流涙、流涎、血涙、

振戦、筋振戦、縮瞳、眼球突出、下痢(68.8 mg/kg
体重のみ)及び多尿 
 
雄：154 mg/kg 体重以上で死亡例 
雌：68.8 mg/kg 体重以上で死亡例 

ICR マウス 
雌雄各 10 匹 b、c 180 182 

投与量；雌雄：120、144、173、207、249、299 
mg/kg 体重 
雌雄： 
249 mg/kg 体重以上：眼球突出 
173 mg/kg 体重以上：流涎 
144 mg/kg 体重以上：間代性痙攣 
120 mg/kg 体重以上：自発運動低下及びうずくま

り姿勢、振戦、流涙、呼吸の律動性の乱れ及び呼

吸促進 
 
雌雄：144 mg/kg 体重以上で死亡例 
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投与 
経路 

動物種 
LD50(mg/kg 体重) 

観察された症状 
雄 雌 

ICR マウス b、c 

雌雄各 10 匹 
124 123 

投与量；雌雄：50.0、65.8、87.1、115、152、
200 mg/kg 体重 
雄： 
200 mg/kg 体重：運動失調 
152 mg/kg 体重以上：筋振戦及び自発運動低下 
50.0 mg/kg 体重以上：下痢、振戦、多尿、流涎

及び流涙 
雌： 
200 mg/kg 体重：眼瞼下垂 
152 mg/kg 体重以上：運動失調 
87.1 mg/kg 体重：筋振戦 
50.0 mg/kg 体重以上：下痢、振戦、多尿、流涙

及び自発運動低下 
 
雌雄：87.1 mg/kg 体重以上で死亡例 

ウサギ 
(系統、性別及び 

匹数不明) 
42.0 45.8 詳細不明 

ウサギ 
(系統、性別及び 

匹数不明) 
36.7 52.7 詳細不明 

白色レグホン種 
ニワトリ c 

雌 8 羽 
 376 

投与量：200、390、762、1,486、2,900 mg/kg
体重 
 
観察された症状等について詳細不明 

経皮 

SD ラット 
雌雄各 10 匹 

4,010 4,320 

自発運動低下、うずくまり姿勢、腹臥位、振戦、

背部筋攣縮、流涎、流涙、よろめき歩行及び間代

性痙攣 
 
雌雄：2,387 mg/kg 体重以上で死亡例 

ICR マウス 
雌雄各 10 匹 c 3,410 2,780 

自発運動低下、うずくまり姿勢、振戦、流涙、流

涎、腹臥位、よろめき歩行、背部筋攣縮及び間代

性痙攣 
 
雄：2,600 mg/kg 体重以上で死亡例 
雌：1,538 mg/kg 体重以上で死亡例 

NZW ウサギ 
雌雄各 5 匹 

>2,000 >2,000 
筋振戦、糞量減少、自発運動低下及び縮瞳 
 
死亡例なし 

腹腔内 
SD ラット 
雌雄各 10 匹 

243 225 

自発運動低下、うずくまり姿勢、腹臥位、振戦、

背部筋攣縮、流涎、流涙、間代性痙攣、呼吸の律

動性の乱れ及び呼吸促進 
 
雌雄：184 mg/kg 体重以上で死亡例 
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投与 
経路 

動物種 
LD50(mg/kg 体重) 

観察された症状 
雄 雌 

ICR マウス 
雌雄各 10 匹 c 191 189 

自発運動低下、うずくまり姿勢、振戦、流涙、流

涎、腹臥位、呼吸促進、呼吸困難、間代性痙攣、

挙尾反応及び眼球突出 
 
雌雄：180 mg/kg 体重以上で死亡例 

皮下 

SD ラット 
雌雄各 10 匹 

788 744 

自発運動低下、うずくまり姿勢、振戦、腹臥位、

背部筋攣縮、流涎、流涙、間代性痙攣、呼吸の律

動性の乱れ及び呼吸促進 
 
雌雄：441 mg/kg 体重以上で死亡例 

ICR マウス 
雌雄各 10 匹 c 364 339 

自発運動低下、うずくまり姿勢、振戦、流涙、呼

吸促進、呼吸困難、間代性痙攣、挙尾反応及び眼

球突出 
 
雌雄：300 mg/kg 体重以上で死亡例 

吸入 
SD ラット 

雌雄各 10 匹 d 

LC50(mg/L) 筋振戦、四肢端及び口吻周囲赤色分泌物、口吻周

囲の泡沫、強直性痙攣、流涎、流涙、眼周囲の赤

色褐色、眼破裂、被毛湿潤等 
 
雄：0.99 mg/L 以上で死亡例 
雌：0.35 mg/L 以上で死亡例 

1.53 0.61 

／：該当なし 
a：上げ下げ法による評価（雄：57 mg/kg 体重：3 匹、180 mg/kg 体重：4 匹、570 mg/kg 体重：2 匹、雌：

57 mg/kg 体重：3 匹、180 mg/kg 体重：3 匹） 
b：固定用量法による評価 
c：溶媒としてコーン油が用いられた。 
d：1 時間暴露（ミスト） 

 
代謝物 P のラットを用いた急性経口毒性試験が実施された10。 

結果は表 30 に示されている。（参照 2、8） 

 
表30 急性経口毒性試験結果概要（代謝物） 

被験物質 動物種 
LD50(mg/kg 体重) 

観察された症状 
雄 雌 

Pa 
SD ラット 
雌雄各 10 匹 

226 201 

運動失調、虚脱、横臥位、間代性痙攣、

振戦、自発運動低下及び流涙 
 
雄：200 mg/kg 体重以上で死亡例 
雌：120 mg/kg 体重以上で死亡例 

a：溶媒としてコーン油が用いられた。 

 

                                            
10 カルボスルファン農薬抄録（参照 2、8）等に記載されている「代謝物 B（カルボフラン）、C、D、E、

F 及び G の急性経口毒性試験成績」については、カルボフラン評価書（参照 21）に記載した。 
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（２）急性神経毒性試験（ラット） 

SD ラット（一群雌雄各 27 匹）を用いた単回強制経口（原体：0、0.5、5 及び 30 

mg/kg 体重、溶媒：コーン油）投与による急性神経毒性試験が実施された。各投与

群 5 匹において、投与前並びに投与 4 時間後、7 日及び 15 日後に赤血球並びに脳

（海馬、嗅脳、中脳、小脳、脳幹及び大脳皮質）ChE 活性が、それぞれ測定された。 

各投与群で認められた毒性所見は表 31 に示されている。 
いずれの投与群においても、脳重量及び神経病理組織学的検査に検体投与の影響

は認められなかった。 

本試験において、5 mg/kg 体重以上投与群の雌雄で赤血球及び脳 ChE 活性阻害

（20%以上）が認められたことから、無毒性量は雌雄とも 0.5 mg/kg 体重であると

考えられた。（参照 2、4、5、8、15） 

 
表31 急性神経毒性試験（ラット）で認められた毒性所見 

投与群 雄 雌 
30 mg/kg 体重 ・腹部及び外陰部黄色汚染(投与 1～2

日後) 
・体重増加抑制(投与後 7 日) 
・振戦、歩行異常、テイルピンチ反応

低下及び体温低下(投与 4 時間後) 
・歩行量及び自発運動量低下(投与 4 時

間後) 

・腹部及び外陰部黄色汚染(投与 1～2
日後) 

・振戦、歩行異常及び体温低下(投与 4
時間後) 

・歩行量及び自発運動量低下(投与 4 時

間後) 

5 mg/kg 体重 
以上 

・赤血球及び脳 aChE 活性阻害(20% 
以上、投与 4 時間後) 

・赤血球及び脳 bChE 活性阻害(20%以

上、投与 4 時間後) 
0.5 mg/kg 体重 毒性所見なし 毒性所見なし 
a：中脳、小脳、脳幹及び大脳皮質については、5 mg/kg 体重以上で認められた。海馬及び嗅脳については、

5 mg/kg 体重投与群では統計学的有意差はないが、20%以上の活性阻害が認められた。 
b：海馬、嗅脳、中脳、小脳、脳幹及び大脳皮質 

 
（３）急性遅発性神経毒性試験（ニワトリ） 

白色レグホン種ニワトリ（雌、投与群 40 羽、溶媒及び陽性対照群各 10 羽）を用

いた強制経口（原体：0 及び 500 mg/kg 体重、溶媒：コーン油）投与による急性遅

発性神経毒性試験が実施された。保護剤として硫酸アトロピンが 25 mg/kg 体重で

カルボスルファン投与 15 分前に投与された。陽性対照として TOCP（750 mg/kg 体

重）が単回経口投与された。 
投与群において、死亡（4 例、投与後 5 日）及び摂餌量減少（投与後 15 日）が認

められた。投与 7 日～21 日後における神経障害観察において神経毒性症状は認めら

れず、神経病理組織学的検査において検体投与の影響は認められなかった。陽性対

照群では、投与 13 日以降に軽度の運動失調及び運動麻痺並びに脊髄軸索膨化が認

められた。 

本試験において、急性遅発性神経毒性は認められなかった。（参照 2、5、8、18） 
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９．眼・皮膚に対する刺激性及び皮膚感作性試験 

NZW ウサギを用いた眼及び皮膚刺激性試験が実施された。その結果、眼刺激性試

験では、投与 1 時間後に結膜浮腫、発赤及び分泌物が認められたが、投与 3 時間後に

はいずれも認められなかった。皮膚刺激性試験では、軽度の刺激性が認められた。 

Hartley モルモットを用いた皮膚感作性試験（Buehler 法）が実施され、軽度の皮

膚感作性が認められた。（参照 2、8、15、18） 

 
＜ChE 活性阻害に関する評価について＞ 

本剤の赤血球及び脳 ChE 活性阻害について、ChE 活性阻害の程度とコリン作動性

所見の発現との相関性が不明確な場合があることを踏まえ、食品安全委員会農薬専門

調査会は、ChE 活性阻害の程度及び統計学的有意差のほか、コリン作動性所見の有無

及び ChE 活性測定（試料採取）時期を考慮して評価を行った。 
 

１０．亜急性毒性試験 

（１）90日間亜急性毒性試験（ラット）① 

SD ラット（一群雌雄各 16 匹）を用いた混餌（原体：0、10、20、100、500 及

び 1,000 ppm：平均検体摂取量は表 32 参照）投与による 90 日間亜急性毒性試験が

実施された。一群雌雄各 6 匹については、投与期間終了後に 1 か月間の回復期間が

設けられた。各投与群において、投与期間及び回復期間終了時11に赤血球及び脳ChE

活性が測定された。 

 
表32 90日間亜急性毒性試験（ラット）①の平均検体摂取量 

投与群 10 ppm 20 ppm 100 ppm 500 ppm 1,000 ppm 
平均検体摂取量 
(mg/kg 体重/日) 

雄 0.8 1.5 7.8 39.4 81.8 
雌 0.9 1.7 8.4 43.9 91.5 

 
各投与群で認められた毒性所見は表 33 に示されている。 

いずれの投与群においても、雌雄の脳 ChE 活性及び雌の赤血球 ChE 活性に検体

投与の影響は認められなかった。 
本試験において、500 ppm 以上投与群の雌雄で体重増加抑制等が認められたこと

から、無毒性量は雌雄とも 100 ppm（雄：7.8 mg/kg 体重/日、雌：8.4 mg/kg 体重

/日）であると考えられた。（参照 2、8） 

 

                                            
11 試料採取時期について詳細不明。 
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表33 90日間亜急性毒性試験（ラット）①で認められた毒性所見 a 

投与群 雄 雌 
1,000 ppm ・赤血球 ChE 活性阻害(20%以上、投

与 90 日)  
・摂餌量減少(投与 3～21 日)§ 

500 ppm 以上 ・被毛光沢欠如、立毛、粗毛及び自発

運動低下(投与 7 日以降)§ 
・体重増加抑制(投与 3 日以降) 
・摂餌量減少(投与 3～21 日)§ 
・Glu 及び TP 減少 

・被毛光沢欠如、立毛、粗毛及び自発

運動低下(投与 7 日以降)§ 
・体重増加抑制(投与 3 日以降) 
・Glu 及び TP 減少 

100 ppm 以下 毒性所見なし 毒性所見なし 
§：統計検定は実施されていないが、検体投与の影響と考えられた。 
a：1,000 ppm 投与群の雄及び 500 ppm 以上投与群の雌において、回復期間終了時においても体重増加抑

制が認められた。その他の所見について、回復期間終了時に検体投与の影響は認められなかった。 

 
（２）90日間亜急性毒性試験（ラット）② 

SD ラット（一群雌雄各 25 匹）を用いた混餌（原体：0、10、20 及び 500 ppm：

平均検体摂取量は表 34）投与による 90 日間亜急性毒性試験が実施された。各投与

群雌雄各 10 匹において、投与 30 日、60 日及び 90 日（いずれも午前に採血）に赤

血球 ChE 活性が、試験終了時（午前に試料採取）に脳 ChE 活性が、それぞれ測定

された。 

 
表34 90日間亜急性毒性試験（ラット）②の平均検体摂取量 

投与群 10 ppm 20 ppm 500 ppm 
平均検体摂取量 
(mg/kg 体重/日) 

雄 0.7 1.5 38.0 
雌 0.9 1.8 46.0 

 
各投与群で認められた毒性所見は表 35 に示されている。 
本試験において、500 ppm 投与群の雌雄で赤血球及び脳 ChE 活性阻害（20%以

上）が認められたことから、無毒性量は雌雄とも 20 ppm（雄：1.5 mg/kg 体重/日、

雌：1.8 mg/kg 体重/日）であると考えられた。（参照 2、5、8、15、18） 

 
表35 90日間亜急性毒性試験（ラット）②で認められた毒性所見 

投与群 雄 雌 
500 ppm ・赤血球及び脳 ChE 活性阻害(20%以

上、投与 90 日) 
・赤血球及び脳 ChE 活性阻害(20%以

上、投与 90 日) 
20 ppm 以下 毒性所見なし 毒性所見なし 

 
（３）90日間亜急性毒性試験（マウス） 

ICR マウス（主群：一群雌雄各 20 匹、投与 5 週及び 9 週と殺群：一群雌雄各 5

匹）を用いた混餌（原体：0、9、20、100、500 及び 1,120 ppm：平均検体摂取量

は表 36 参照）投与による 90 日間亜急性毒性試験が実施された。主群では一群雌雄

各 10 匹、中間と殺群では全動物において、試験終了時（最終投与翌日）に赤血球
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及び脳 ChE 活性が、それぞれ測定された。 

 
表36 90日間亜急性毒性試験（マウス）の平均検体摂取量 

投与群 9 ppm 20 ppm 100 ppm 500 ppm 1,120 ppm 
平均検体摂取量 
(mg/kg 体重/日) 

雄 1.16 2.76 12.8 65.9 140 
雌 1.52 3.48 16.9 80.8 176 

 
各投与群で認められた毒性所見は表 37 に示されている。 

いずれの投与群においても、雌雄の脳 ChE 活性及び雌の赤血球 ChE 活性に検体

投与の影響は認められなかった12。 

本試験において、100 ppm 以上投与群の雄及び 500 ppm 以上投与群の雌で体重

増加抑制等が認められたことから、無毒性量は雄で 20 ppm（2.76 mg/kg 体重/日）、

雌で 100 ppm（16.9 mg/kg 体重/日）であると考えられた。（参照 2、8） 

 
表37 90日間亜急性毒性試験（マウス）で認められた毒性所見 

投与群 雄 雌 
1,120 ppm ・ALP 及び Chol 増加 

・赤血球 ChE 活性阻害(20%以上、投

与 13 週) 

・Chol 及び AST 増加 

500 ppm 以上 ・自発運動低下及び腹臥位(試験期間

中) 
・自発運動低下及び腹臥位(試験期間

中) 
・体重増加抑制(投与 1 週以降) 
・摂餌量減少(投与 0～5 週)§ 
・ALP 増加 

100 ppm 以上 ・体重増加抑制(投与 1 週以降) 
・摂餌量減少(投与 0～5 週以降) 

100 ppm 以下 
毒性所見なし 

20 ppm 以下 毒性所見なし 
§：統計学的有意差はないが、検体投与の影響と考えられた。 

 
（４）６か月間亜急性毒性試験（イヌ） 

ビーグル犬（一群雌雄各 6 匹）を用いた混餌（原体：0、50、500 及び 2,000/1,00013 
ppm：平均検体摂取量は表 38 参照）投与による 6 か月間亜急性毒性試験が実施さ

れた。各投与群において、投与 1 か月、3 か月及び 6 か月14に赤血球 ChE 活性が、

試験終了時15に脳 ChE 活性が、それぞれ測定された。 

 

                                            
12 カルボフラン及びカルボスルファンを用いたラットにおける ChE 活性阻害の可逆性を考慮すると、本

試験における ChE 活性測定結果は、過小評価となっている可能性が考えられた。 
13 投与 1 日後に 2,000 ppm 投与群の雌 1 例が死亡したことから、投与 3 日以降は投与量が 1,000 ppm に

変更された。 
14 採血時期について詳細不明。 
15 試料採取前の絶食期間は設定されていない。 
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表38 6か月間亜急性毒性試験（イヌ）の平均検体摂取量 

投与群 50 ppm 500 ppm 2,000/1,000 ppm 
平均検体摂取量 
(mg/kg 体重/日) 

雄 1.7 17.0 31.2 
雌 2.0 16.9 31.7 

 
各投与群で認められた毒性所見は表 39 に示されている。 

本試験において、500 ppm 以上投与群の雄で唾液過多及び赤血球 ChE 活性阻害

（20%以上）、2,000/1,000 ppm 投与群の雌で赤血球及び脳 ChE 活性阻害（20%以

上）等が認められたことから、無毒性量は雄で 50 ppm（1.7 mg/kg 体重/日）、雌

で 500 ppm（16.9 mg/kg 体重/日）であると考えられた。（参照 2、5、8、15、18） 

 
表39 6か月間亜急性毒性試験（イヌ）で認められた毒性所見 

投与群 雄 雌 
2,000/1,000 
ppm 

・Alb 減少 
・脳 ChE 活性阻害(20%以上) 

・死亡(1 例、投与 1 日) 
・体重増加抑制(投与 1 週以降) 
・Glob 減少 
・赤血球及び脳 ChE 活性阻害(20%以

上、赤血球：投与 3 か月) 
500 ppm 以上 ・唾液過多(発現時期不明) 

・赤血球 ChE 活性阻害(20%以上、投

与 6 か月 a) 

500 ppm 以下 
毒性所見なし 

50 ppm 毒性所見なし 
a：500 ppm 投与群においては、統計学的有意差はないが、検体投与の影響と考えられた。2,000/1,000 ppm
投与群では投与 1 か月及び 6 か月後に認められた。 

 
（５）14週間亜急性毒性試験（イヌ）＜参考資料16＞ 

ビーグル犬（一群雌雄各 1 匹）を用いた混餌又はカプセル経口投与による 14 週

間亜急性毒性試験が実施された。試験期間中の投与方法及び投与量は表 40 に示さ

れている。各投与群において、投与 4 週、8 週、11 週、12 週及び 14 週に赤血球

ChE 活性（投与 1 時間後に採血）が、試験終了時（最終投与当日）に脳 ChE 活性

が、それぞれ測定された。 

 
表40 試験期間中の投与方法及び投与量 

投与週 
(投与方法) 

投与 1～5 週 
(混餌投与) 

投与 7～11 週 
(混餌投与) 

投与 13～14 週 
(カプセル経口投与) 

投与群① 0 ppm 0 ppm 0 mg/kg 体重/日 
投与群② 50 ppm 1,000 ppm 25 mg/kg 体重/日 
投与群③ 250 ppm 2,000 ppm 50 mg/kg 体重/日 
投与群④ 500 ppm 500 ppm 12.5 mg/kg 体重/日 
注）投与 6 週及び 12 週に検体投与は行われなかった。 

 

                                            
16 供試動物数が少なく、試験期間中に投与方法及び投与量が変更されていることから、参考資料とした。 
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混餌投与時では、1,000 及び 2,000 ppm 投与群（投与 7～11 週）に軽微な振戦が

認められたが、いずれの投与群においても赤血球 ChE 活性に対する検体投与の影

響は認められなかった。 

カプセル経口投与時（投与 13～14 週）では、いずれの投与群においても軽微～

中等度の振戦及び運動失調が認められたほか、50 mg/kg 体重/日投与群において軽

微な瞳孔縮小、25 mg/kg 体重/日以上投与群において体重減少/増加抑制が認められ

た。また、いずれの投与群においても赤血球 ChE 活性阻害（20%以上）が認めら

れ、50 mg/kg 体重/日投与群の雄及び 25 mg/kg 体重/日投与群の雌で脳 ChE 活性阻

害（20%以上）が認められた。（参照 2、8） 

 
（６）90日間亜急性神経毒性試験（ラット） 

SD ラット（一群雌雄各 10 匹）を用いた混餌（原体：0、20、1,000 及び 2,000 ppm：

平均検体摂取量は表41参照）投与による90日間亜急性神経毒性試験が実施された。

本試験において、赤血球及び脳 ChE 活性は測定されていない。 

 
表41 90日間亜急性神経毒性試験（ラット）の平均検体摂取量 

投与群 20 ppm 1,000 ppm 2,000 ppm 
平均検体摂取量 
(mg/kg 体重/日) 

雄 1.2 64.8 131 
雌 1.4 78.9 152 

 
各投与群で認められた毒性所見は表 42 に示されている。 

神経病理組織学的検査17において、検体投与による影響は認められなかった。 

本試験において、1,000 ppm 以上投与群の雌雄で体重増加抑制等が認められたこ

とから、無毒性量は雌雄とも 20 ppm（雄：1.2 mg/kg 体重/日、雌：1.4 mg/kg 体

重/日）であると考えられた。（参照 2、4、5、8、15） 

 

                                            
17 2,000 ppm 投与群で検体投与による影響が認められなかったことから、20 及び 1,000 ppm 投与群では

神経病理組織学的検査は行われていない。 
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表42 90日間亜急性神経毒性試験（ラット）で認められた毒性所見 

投与群 雄 雌 
2,000 ppm ・振戦(投与 4～19 日)、眼球突出(投与

7 日及び 8 日)、脱水症状(投与 6～10
日) 及び色素性鼻漏(投与 11～15 日) 

・排尿量減少(投与 13 週)、着地開脚幅

減少(投与 4 週、8 週及び 13 週)及び

後肢握力減少(投与 8 週) 

・下痢(投与 2 日)、発育不全(投与 4～
14 日)、眼球突出(投与 7 日以降)、脱

水症状(投与 4～8 日)及び外陰部着染

(投与 12～72 日) 
・軽度歩行障害(投与 4 週) 

1,000 ppm 
以上 

・紅涙(投与 16 日)a及び糞便量減少(投
与 3 日及び 4 日)b 

・体重増加抑制(投与 1 週以降) 
・摂餌量減少(投与 1 週以降) 

・振戦(投与 6～12 日)c、紅涙(投与 33
～51 日)d、色素性鼻漏(投与 6 日、33
日及び34日)e、糞便量減少(投与2日、

3 日及び 34 日)f及びケージパンの赤

褐色汚染(投与 9 日)g 
・体重増加抑制(投与 1 週以降) 
・摂餌量減少(投与後 2 週) 
・自発運動量減少(投与 4 週)h 

20 ppm 毒性所見なし 毒性所見なし 
a：2,000 ppm 投与群では投与 44～48 日。b：2,000 ppm 投与群では投与 2～4 日。 
c：2,000 ppm 投与群では投与 2～49 日。d：2,000 ppm 投与群では投与 5～82 日。 
e：2,000 ppm 投与群では投与 5～29 日。f：2,000 ppm 投与群では投与 2～5 日。 
g：2,000 ppm 投与群では投与 9 日及び 10 日。h：2,000 ppm 投与群では投与 4 週及び 13 週。 

 
（７）３週間亜急性吸入毒性試験（ラット） 

SD ラット（一群雌雄各 10 匹）を用いた吸入（原体：0、0.00015、0.00065 及び

0.00534 mg/L、6 時間/日、5 日/週、全身暴露）暴露による 3 週間亜急性吸入毒性試

験が実施された。各暴露群において、試験終了時（最終暴露約 3 時間後）に赤血球

及び脳 ChE 活性が測定された。 

各暴露群で認められた毒性所見は表 43 に示されている。 

いずれの暴露群においても、赤血球 ChE 活性に検体投与の影響は認められなか

った18。 

本試験において、0.00534 mg/L 投与群の雌雄で脳 ChE 活性阻害（20%以上）等

が認められたことから、無毒性量は雌雄とも 0.00065 mg/L であると考えられた。

（参照 4、5） 

 

                                            
18 JMPR では、3 週間亜急性吸入試験（ラット）［10.(７)］並びに 21 日間亜急性経皮毒性試験（ウサギ）

①及び②［10.(８)及び(９)］における ChE 活性阻害について、試料採取時の赤血球及び脳 ChE 活性

阻害の回復を考慮して、過小評価となっている可能性があると評価している。 
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表43 ３週間亜急性吸入毒性試験（ラット）で認められた毒性所見 

暴露群 雄 雌 
0.00534 mg/L ・線維束性収縮、活動性低下、不規則

呼吸、努力呼吸、流涎、流涙、乾燥

鼻汁、生殖器周辺の汚れ及び軟便 
・脳 ChE 活性阻害(20%以上) 

・線維束性収縮、活動性低下、不規則

呼吸、努力呼吸、流涎、流涙、乾燥

鼻汁、生殖器周辺の汚れ及び軟便 
・脳 ChE 活性阻害(20%以上) 

0.00065 mg/L 
以下 

毒性所見なし 毒性所見なし 

 
（８）21日間亜急性経皮毒性試験（ウサギ）① 

NZW ウサギ（一群雌雄各 6 匹）を用いた経皮（原体：0、50、200 及び 800 mg/kg
体重/日、6 時間/日）投与による 21 日間亜急性経皮毒性試験が実施された。各投与

群において、投与 10 日及び 21 日（投与中に採血）に赤血球 ChE 活性が、試験終

了時（投与終了 2 時間以内）に脳 ChE 活性が、それぞれ測定された。 

各投与群で認められた毒性所見は表 44 に示されている。 

本試験において、50 mg/kg 体重/日以上投与群の雌雄で軟便等が認められたこと

から、無毒性量は雌雄とも 50 mg/kg 体重/日未満であると考えられた。（参照 4） 

 
表44 21日間亜急性経皮毒性試験（ウサギ）で認められた毒性所見 

暴露群 雄 雌 
800 mg/kg 体重/日 ・死亡(1 例)a 

・四肢緊張低下 
・死亡(2 例)a 

・四肢緊張低下及び鼻汁 
・赤血球 ChE 活性阻害(20%以上、

投与 10 日及び 21 日) 
200 mg/kg 体重/日
以上 

・下痢 
・赤血球 b及び脳§1ChE 活性阻害

(20%以上) 

・下痢 

50 mg/kg 体重/日 ・軟便 
・紅斑及び浮腫 

・軟便 
・紅斑及び浮腫 
・脳 ChE 活性阻害(20%以上)§2 

§1：200 mg/kg 体重/日投与群では統計学的有意差は認められないが、検体投与の影響と考えられた。 
§2：50 mg/kg 体重/日投与群では統計学的有意差は認められないが、検体投与の影響と考えられた。 
a：1 例（性別不明）について、死因は気管支肺炎であると考えられた。他 2 例について、死因は明らかと

ならなかった。 
b：投与 21 日。800 mg/kg 体重/日投与群での阻害率は 16%（統計学的有意差なし）であった。 

 
（９）21日間亜急性経皮毒性試験（ウサギ）② 

NZW ウサギ（一群雄各 6 匹）を用いた経皮（原体：0、5、50 及び 100 mg/kg

体重/日、6 時間/日）投与による 21 日間亜急性経皮毒性試験が実施された。各投与

群において、投与 10 日及び 21 日（投与中に採血）に赤血球 ChE 活性が、試験終

了時（投与終了 2 時間以内）に脳 ChE 活性が、それぞれ測定された。 
いずれの投与群においても、20%以上の赤血球 ChE 活性阻害は認められなかっ

た。 
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本試験において、50 mg/kg 体重/日以上投与群で脳 ChE 活性阻害（20%以上）が

認められたことから、全身性の毒性に関する無毒性量は 5 mg/kg 体重/日であると考

えられた。いずれの検体投与群においても、紅斑及び浮腫が認められたことから、

皮膚の局所作用に対する無毒性量は 5 mg/kg 体重/日未満であると考えられた。（参

照 4、5） 

 
１１．慢性毒性試験及び発がん性試験19 

（１）２年間慢性毒性/発がん性併合試験（ラット） 

SD ラット［主群：一群雌雄各 60 匹、中間（投与 6 か月、12 か月及び 18 か月）

と殺群：一群雌雄各 10 匹］を用いた混餌（原体：0、10、20、500 及び 2,500 ppm：

平均検体摂取量は表 45 参照）投与による 2 年間慢性毒性/発がん性併合試験が実施

された。各投与群雌雄各 10 匹において、試験終了時に赤血球及び脳 ChE 活性が測

定された20。 

 
表45 ２年間慢性毒性/発がん性併合試験（ラット）の平均検体摂取量 

投与群 10 ppm 20 ppm 500 ppm 2,500 ppm 
平均検体摂取量 
(mg/kg 体重/日) 

雄 0.5 1.0 26.8 153 
雌 0.6 1.2 34.7 213 

 
各投与群で認められた毒性所見（非腫瘍性病変）は表 46 に示されている。 

検体投与により発生頻度の増加した腫瘍性病変は認められなかった。 

本試験において、500 ppm 以上投与群の雌雄で赤血球及び脳 ChE 活性阻害（20%

以上）等が認められたことから、無毒性量は雌雄とも 20 ppm（雄：1.0 mg/kg 体重

/日、雌：1.2 mg/kg 体重/日）であると考えられた。発がん性は認められなかった。

（参照 2、4、5、8、15） 

 

                                            
19 本剤の毒性プロファイル及び感受性について、イヌ及びげっ歯類で顕著な差は認められず、ラット及び

マウスを用いた 2 年間慢性毒性/発がん性併合試験［11.(１)及び(２)］の結果、ChE 活性阻害の程度

に投与期間の長短の影響は認められなかった。このことから、イヌを用いた慢性毒性試験は提出されて

いないが、食品安全委員会農薬専門調査会は、カルボスルファンのイヌにおける慢性毒性は 6 か月間亜

急性毒性試験［10.(４)］の結果から評価可能であり、「農薬の食品健康影響評価におけるイヌを用い

た１年間反復経口投与毒性試験の取扱いについて」（平成 29 年 12 月 21 日 農薬専門調査会決定）に

おける、イヌ慢性毒性試験が必要であると考えられる場合には該当しないと判断した。 
20 試料採取前に絶食期間は設定されていない。 
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表46-1 ２年間慢性毒性/発がん性併合試験（ラット）で認められた毒性所見 

（非腫瘍性病変） 

投与群 雄 雌 
2,500 ppm ・WBC 及び Seg 増加 

・角膜混濁§(投与 1 週以降)、眼球白色

化§(投与 57 週以降)、呼吸困難§(投
与 76 週以降)及び振戦§(投与 1 週以

降) 

・WBC 及び Seg 増加 
・網膜変性症 
・角膜混濁§(投与 2 週以降)、眼球白色

化§(投与 8 週以降)、呼吸困難§(投与

76 週以降)及び振戦§(投与 1 週以降) 
500 ppm 以上 ・体重増加抑制(投与 1 週以降) 

・摂餌量減少(投与 1 週以降) 
・赤血球及び脳 ChE 活性阻害(20%以

上、投与 6、12、18 及び 24 か月) 
・虹彩組織欠損 
・限局性虹彩萎縮 

・体重増加抑制(投与 1 週以降) 
・摂餌量減少(投与 1 週)a 

・赤血球及び脳 ChE 活性阻害(20%以

上、赤血球：投与 6、12、18 及び

24 か月、脳 b：投与 12、18 及び 24
か月) 

・虹彩組織欠損 
・限局性虹彩萎縮 

20 ppm 以下 毒性所見なし 毒性所見なし 
§：眼における所見は一般状態観察で認められた。いずれも統計検定は実施されていないが、検体投与の

影響と考えられた。 
a：2,500 ppm 投与群では投与後 2 週に認められた。 

b：500 ppm 投与群の投与 6 か月では、統計学的有意差はないが、20%以上の活性阻害が認められた。 

 
表46-2 ６か月及び12か月と殺群で認められた毒性所見（非腫瘍性病変） 

投与群 雄 雌 
2,500 ppm ・角膜混濁§(投与 1 週以降)及び振戦§

(投与 1 週以降) 
・角膜混濁§(投与 2 週以降)、眼球白色

化§(投与 8 週以降)及び振戦§(投与 1
週以降) 

500 ppm 以上 ・体重増加抑制(投与 1 週以降) 
・摂餌量減少(投与 1 週以降) 
・赤血球及び脳 ChE 活性阻害(20%以

上、投与 6 及び 12 か月) 

・体重増加抑制(投与 1 週以降) 
・摂餌量減少(投与 1 週)a 

・赤血球及び脳 ChE 活性阻害(20%以

上、赤血球：投与 6 及び 12 か月、

脳 a：投与 12 か月) 
20 ppm 以下 毒性所見なし 毒性所見なし 
§：眼における所見は一般状態観察で認められた。いずれも統計検定は実施されていないが、検体投与の

影響と考えられた。 
a：2,500 ppm 投与群では投与後 2 週に認められた。 
b：500 ppm 投与群の投与 6 か月では、統計学的有意差はないが、20%以上の活性阻害が認められた。 

 
（２）２年間慢性毒性/発がん性併合試験（マウス） 

ICR マウス［主群：一群雌雄各 70 匹、中間（投与 6 か月、12 か月及び 18 か月）

と殺群：一群雌雄各 10 匹］を用いた混餌（原体：0、10、20、500 及び 2,500 ppm：

平均検体摂取量は表 47 参照）投与による 2 年間慢性毒性/発がん性併合試験が実施

された。各投与群において、試験終了時に赤血球及び脳 ChE 活性が測定された21。 

 

                                            
21 試料採取前に絶食期間は設定されていない。 
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表47 ２年間慢性毒性/発がん性併合試験（マウス）の平均検体摂取量 

投与群 10 ppm 20 ppm 500 ppm 2,500 ppm 
平均検体摂取量 
(mg/kg 体重/日) 

雄 1.3 2.5 61.5 320 
雌 1.5 3.1 71.9 337 

 
各投与群で認められた毒性所見（非腫瘍性病変）は表 48 に示されている。 

検体投与により発生頻度の増加した腫瘍性病変は認められなかった。 

本試験において、500 ppm 以上投与群で赤血球及び脳 ChE 活性阻害（20%以上）

等が認められたことから、無毒性量は雌雄とも 20 ppm（雄：2.5 mg/kg 体重/日、

雌：3.1 mg/kg 体重/日）であると考えられた。発がん性は認められなかった。（参

照 2、4、5、8、15、19） 
 

表 48-1 ２年間慢性毒性/発がん性併合試験（マウス）で認められた毒性所見 

（非腫瘍性病変） 

投与群 雄 雌 
2,500 ppm ・摂餌量減少(投与 1 週以降) 

 
・体重増加抑制(投与 1 週以降) 
・摂餌量減少(投与 1 週以降) 

500 ppm以上 ・体重増加抑制(投与 1 週以降) 
・赤血球及び脳 ChE 活性阻害(20%以

上、赤血球 a：投与 12 及び 18 か月、

脳：投与 6、12、18 及び 24 か月) 

・赤血球及び脳 ChE 活性阻害(20%以

上、赤血球 a：投与 12 及び 18 か月、

脳：投与 6、12、18 及び 24 か月) 

20 ppm 以下 毒性所見なし 毒性所見なし 
a：2,500 ppm 投与群では、投与 6、12、18 及び 24 か月において認められた。また、500 ppm 投与群の雄

において、投与 24 か月に統計学的有意差はないが 20%以上の活性阻害が認められた。 

 
表48-2 ６か月及び12か月と殺群で認められた毒性所見（非腫瘍性病変） 

投与群 雄 雌 
2,500 ppm ・摂餌量減少(投与 1 週以降) 

 
・体重増加抑制(投与 1 週以降) 
・摂餌量減少(投与 1 週以降) 

500 ppm以上 ・体重増加抑制(投与 1 週以降) 
・赤血球及び脳 ChE 活性阻害(20%以

上、赤血球 a：投与 12 か月、脳：投

与 6 及び 12 か月) 

・赤血球及び脳 ChE 活性阻害(20%以

上、赤血球 a：投与 12 か月、脳：投

与 6 及び 12 か月) 

20 ppm 以下 毒性所見なし 毒性所見なし 
a：2,500 ppm 投与群では投与 6 及び 12 か月において認められた。 

 
１２．生殖発生毒性試験22 

（１）３世代繁殖試験（ラット） 

SD ラット（一群雄 15 匹、雌 30 匹）を用いた混餌（原体：0、10、20 及び 250 ppm：

平均検体摂取量は表 49 参照）投与による 3 世代繁殖試験が実施された。 

 

                                            
22 生殖発生毒性試験において ChE 活性は測定されていない。 
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表49 ３世代繁殖試験（ラット）の平均検体摂取量 

投与群 10 ppm 20 ppm 250 ppm 

平均検体摂取量 
(mg/kg 体重/日) 

P 世代 
雄 0.72 1.39 18.3 
雌 0.82 1.69 22.8 

F1世代 
雄 0.82 1.58 22.2 
雌 0.92 1.86 27.5 

F2世代 
雄 0.83 1.80 23.8 
雌 0.97 2.00 27.4 

 
各投与群で認められた毒性所見は表 50 に示されている。 

本試験において、250 ppm 投与群の親動物の雌雄及び児動物で体重増加抑制等が

認められ、同投与群で産児数減少及び生後 4 日生存率低下が認められたことから、

無毒性量は親動物、児動物及び繁殖能とも 20 ppm（P 雄：1.39 mg/kg 体重/日、P
雌：1.69 mg/kg 体重/日、F1雄：1.58 mg/kg 体重/日、F1雌：1.86 mg/kg 体重/日、

F2雄：1.80 mg/kg 体重/日、F2雌：2.00 mg/kg 体重/日）であると考えられた。（参

照 2、4、5、8、15） 

 
表50 ３世代繁殖試験（ラット）で認められた毒性所見 

投与群 
親：P、児：F1a、F1b 親：F1、児：F2a、F2b 親：F2、児：F3a 、F3b 
雄 雌 雄 雌 雄 雌 

親 
動 
物 

250 ppm ・体重増加抑制 
(投与 1 週) 

・摂餌量減少

(投与 1 週) 

・体重増加抑制 
(投与 1 週) 

・摂餌量減少

(投与 1 週) 

・体重増加抑制 
 

・体重増加抑制 
 

・体重増加抑制 
 

・体重増加抑制 
 

20 ppm 
以下 

毒性所見なし 毒性所見なし 毒性所見なし 毒性所見なし 毒性所見なし 毒性所見なし 

児 
動 
物 

250 ppm ・産児数減少§1 

・生後 4 日生存率低下§2 

・体重増加抑制 a 

・産児数減少§1 

・生後 4 日生存率低下§3 

・体重増加抑制 a 

・生後 4 日生存率低下§3 

・体重増加抑制 a 

20 ppm 
以下 

毒性所見なし 毒性所見なし 毒性所見なし 

§1：F1及び F2世代のいずれも、第 1 産児では異常は認められなかったが、第 2 産児において統計学的有
意差が認められ、検体投与の影響と考えられた。 

§2：第 2 産児では異常は認められなかったが、第 1 産児において統計学的有意差が認められ、検体投与の
影響と考えられた。 

§3：F2及び F3世代のいずれも、第 1 及び第 2 産児について統計学的有意差はないが、検体投与の影響と
考えられた。 

a：各世代において、第 1 及び第 2 産児のいずれも統計学的有意差が認められた。 

 
（２）発生毒性試験（ラット） 

SD ラット（一群雌 25 匹）の妊娠 6～19 日に強制経口（原体：0、2、10 及び 20 

mg/kg 体重/日、溶媒：コーン油）投与して、発生毒性試験が実施された。 

母動物では、20 mg/kg 体重/日投与群で振戦、10 mg/kg 体重/日以上投与群で体
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重減少（妊娠 6～9 日）/増加抑制（妊娠 9 日以降23）が認められ、胎児では 10 mg/kg
体重/日以上投与群で低体重が認められた。 

本試験における無毒性量は、母動物及び胎児とも 2 mg/kg 体重/日であると考えら

れた。催奇形性は認められなかった。（参照 2、4、5、8、15） 

 
（３）発生毒性試験（ウサギ） 

NZW ウサギ（一群雌 16 匹）の妊娠 6～28 日に強制経口（原体：0、2、5 及び

10 mg/kg 体重/日、溶媒：コーン油）投与して、発生毒性試験が実施された。 

母動物では、10 mg/kg 体重/日投与群で体重増加抑制（妊娠 6～12 日及び 18～24

日）が認められ、胎児ではいずれの投与群においても毒性影響は認められなかった。 

本試験における無毒性量は、母動物で 5 mg/kg 体重/日、胎児で本試験の最高用量

10 mg/kg 体重/日であると考えられた。催奇形性は認められなかった。（参照 2、4、
5、8、15） 

 
１３．遺伝毒性試験 

カルボスルファン（原体）の細菌を用いた DNA 修復試験及び復帰突然変異試験、

マウスリンパ腫細胞を用いた遺伝子突然変異試験、ラットを用いた in vivo 染色体異

常試験並びにマウスを用いた小核試験及び優性致死試験が実施された。 
結果は表 51 に示されているとおり全て陰性であったことから、カルボスルファン

に遺伝毒性はないものと考えられた。（参照 2、4、8、15） 

 

                                            
23 20 mg/kg 体重/日投与群では有意な低値が認められた。10 mg/kg 体重/日投与群においては、統計学的

有意差はないが、低値傾向が認められた。 
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表51 遺伝毒性試験結果概要（原体） 

試験 対象 処理濃度・投与量 結果 

in  
vitro 

DNA 修復試験 
Bacillus subtilis 
(H17、M45 株) 

0.197～19.8 g/ディスク 
 

陰性 

DNA 修復試験 

B. subtilis 
(H17、M45 株) 

(ストリーク法) 
0.2～2,000 g/ディスク 
(胞子寒天法) 
3～3,000 g/ディスク 

陰性 

DNA 修復試験 
B. subtilis 
(H17、M45 株) 

0.5～2,000 g/ウェル(+/-S9) 
陰性 

復帰突然変異試験 

Salmonella typhimurium 
(TA98､TA100､TA1535､ 
TA1537､TA1538 株) 
Escherichia coli 
(WP2 hcr 株) 

(プレート法) 
10～5,000 g/プレート(+/-S9) 

陰性 

復帰突然変異試験 

S. typhimurium 
(TA98､TA100､TA1535､ 
TA1537､TA1538 株) 
E. coli 
(WP2 hcr 株) 

(プレート法及びプレインキュ

ベーション法 a) 
1～5,000 g/プレート(+/-S9) 陰性 

復帰突然変異試験 

S. typhimurium 
(TA98､TA100､TA1535､ 
TA1537､TA1538 株) 
Saccharomyces  
cerevisiae (D4 株) 

(プレート法) 
0.009～9.5 g/プレート(+/-S9) 

陰性 

復帰突然変異試験 
S. typhimurium 
(G-46 株) 

(プレインキュベーション法) 
1～5,000 g/プレート(-S9) 

陰性 

遺伝子突然変異試験

(マウスリンフォーマ

TK 試験) 

マウスリンパ腫細胞 
(L5178Y TK+/-) 

0.0024～0.032 g/mL(-S9) 
0.0055～0.074 g/mL(+S9) 陰性 

宿主 
経由 

復帰突然変異試験 

ICR マウス 
(一群雄 6 匹) 
S. typhimurium 
(G-46 株) 

75 及び 150 mg/kg 体重/日 
(24 時間間隔で 2 回経口投与) 

陰性 

in  
vivo 

染色体異常試験 

SD ラット(骨髄細胞) 
(一群雄 10 匹) 

①5､12 及び 30 mg/kg 体重 
(単回経口投与、投与 6 時間、

12 時間及び 48 時間後に標本

作製) 
②5、12 及び 30 mg/kg 体重/日 

(5 日間反復経口投与、最終投

与 6 時間後に標本作製) 

陰性 

小核試験 
ICR マウス(骨髄細胞) 
(一群雄 5 匹) 

40､75 及び 150 mg/kg 体重/日 
(24 時間間隔で 2 回経口投与、

最終投与 6 時間後に標本作製) 
陰性 

優性致死試験 
マウス(系統不明) 7、20 及び 60 mg/kg 体重/日 

(5 日間反復経口投与) 
陰性 

注）+/-S9：代謝活性化系存在下及び非存在下 
a：プレインキュベーション法については、TA98 及び TA100 株のみ。 
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代謝物 P（動物、植物、土壌及び水系由来）の細菌を用いた復帰突然変異試験が実

施された24。 

結果は表 52 に示されているとおり、いずれも陰性であった。（参照 2、8） 

 
表52 遺伝毒性試験結果概要（代謝物） 

被験物質 試験 対象 処理濃度・投与量 結果 

P 

in 
vitro 復帰突然変異試験 

S. typhimurium 
(TA98､TA100 株) 

31.3～2,500 g/プレート(+/-S9) 
陰性 

S. typhimurium 
(G-46 株) 

1～5,000 g/プレート(-S9) 
陰性 

宿主 
経由 

復帰突然変異試験 

ICR マウス 
(一群雄 6 匹) 
S. typhimurium 
(G-46 株) 

62.5､125 及び 250 mg/kg 体重/日 
(24 時間間隔で 2 回経口投与) 

陰性 

注）+/-S9：代謝活性化系存在下及び非存在下 

                                            
24 カルボスルファン農薬抄録（参照 2、8）等に記載されている「代謝物 B（カルボフラン）、C 及び E

の遺伝毒性試験成績」については、カルボフラン評価書（参照 21）に記載した。 
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Ⅲ．食品健康影響評価 

参照に挙げた資料を用いて、農薬「カルボスルファン」の食品健康影響評価を実施

した。 
14C で標識したカルボスルファンのラットを用いた動物体内運命試験の結果、経口

投与後96時間及び168時間の吸収率は、少なくとも64.4%及び74.0%と算出された。

排泄は比較的速やかであり、投与後 48 時間で 80.2%TAR 以上が尿、糞及び呼気中に

排泄され、[phe-14C]及び[dib-14C]カルボスルファン投与群では主に尿中に、[car-14C]

カルボスルファン投与群では主に尿及び呼気（14CO2）中に排泄された。残留放射能

濃度は、血液、肝臓、腎臓、肺、心臓及び脾臓で比較的高く認められた。尿中では未

変化のカルボスルファンは認められず、主要代謝物として C、E、F 及び G（いずれ

もグルクロン酸又は硫酸抱合体を含む）、P、W 等が認められた。糞中の主要成分と

して、未変化のカルボスルファンのほか、代謝物 B（カルボフラン）、C、K、P、R
等が認められた。 

14C で標識したカルボスルファンの畜産動物（ヤギ及びニワトリ）を用いた体内運

命試験の結果、ヤギの肝臓及び腎臓並びにニワトリの脂肪で未変化のカルボスルファ

ンが僅かに認められたほか、主要代謝物としてヤギでは代謝物 C、F 及び G（いずれ

も抱合体を含む）並びにX、Z2及びZ3、ニワトリではC、F及びPが、それぞれ10%TRR

を超えて認められた。 
14C で標識したカルボスルファンを用いた植物体内運命試験の結果、可食部及び家

畜の飼料となりうる部位における主要成分として、未変化のカルボスルファンのほか、

B、C、E、F 及び G（いずれも抱合体を含む）並びに P 及び T が 10%TRR を超えて

認められた。 

カルボスルファン並びに代謝物 B、C 及び D を分析対象化合物とした作物残留試験

の結果、カルボスルファン及び代謝物 D は、いずれの試料においても定量限界未満で

あった。代謝物 B 及び C の最大残留値は、いずれも稲わらにおける 0.03 及び 0.46 

mg/kgであり、可食部においては、代謝物Bはいずれの試料においても定量限界未満、

代謝物 C の最大残留値はさとうきび（茎部）における 0.021 mg/kg であった。カルボ

スルファン並びに代謝物B及びCの合量の最大残留値は、稲わらにおける0.47 mg/kg

であり、可食部においては、さとうきび（茎部）における 0.033 mg/kg であった。 

カルボスルファン並びに代謝物 B、C、D、E、F、G 及び P を分析対象化合物とし

たウシを用いた畜産物残留試験の結果、カルボスルファンの最大残留値は 0.076 g/g

（脂肪）、代謝物 C、E、F、G 及び P の最大残留値は 0.133、0.400、0.173、0.074

及び 0.890 g/g（いずれも腎臓）であった。代謝物 B 及び D はいずれの試料において

も定量限界未満であった。カルボスルファン並びに代謝物 B、C 及び D を分析対象化

合物としたニワトリを用いた畜産物残留試験の結果、カルボスルファン並びに代謝物

B、C 及び D はいずれの試料においても検出限界未満であった。 
カルボスルファン及び代謝物 B の魚介類における最大推定残留値は 0.0284 及び

0.00262 mg/kg であった。カルボスルファン及び代謝物 B（カルボスルファン換算値）
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の合量の魚介類における最大推定残留値は 0.0329 mg/kg であった。 
各種毒性試験結果から、カルボスルファン投与による影響は、主に赤血球及び脳

ChE 活性阻害、体重（増加抑制）並びに眼（虹彩萎縮、網膜変性等：ラット）に認め

られた。発がん性、催奇形性及び遺伝毒性は認められなかった。 

ラットを用いた 3 世代繁殖試験において、産児数減少及び生後 4 日生存率低下が認

められた。 
植物体内運命試験及び畜産動物を用いた体内運命試験の結果、10%TRR を超える代

謝物として、植物では B、C、E、F 及び G（いずれも抱合体を含む）並びに P 及び T、

動物では C、F 及び G（いずれも抱合体を含む）並びに P、X、Z2 及び Z3 が認めら

れた。 

代謝物 B、C、E、F、G 及び P はラットにおいても認められ、代謝物 T、X、Z2

及びZ3はラットで認められていない。代謝物Bの毒性は親化合物より強く（参照21）、
代謝物 C について急性経口毒性は親化合物より強く（LD50：8.3～21.9 mg/kg 体重、

参照 21）、カーバメート構造を有することから ChE 活性阻害作用があると考えられ

た。また、作物残留試験における代謝物 B 及び C の残留値は親化合物より高く認め

られる場合があった。代謝物 E、F 及び G の急性経口毒性は親化合物に比べて弱く

（LD50：いずれも 800 mg/kg 体重超、参照 21）、代謝物 T はてんさい（根）でのみ

認められ、植物体内運命試験における残留量は僅か（0.05 mg/kg）であった。代謝物

X、Z2 及び Z3 は代謝物 P の酸化等により生ずる代謝物であり、代謝物 P の急性経口

毒性は親化合物と同程度であったが、ウシを用いた畜産物残留試験の結果から、代謝

物 P は自然界中にも存在する化合物であると考えられた。以上のことから、農産物及

び畜産物中の暴露評価対象物質をカルボスルファン並びに代謝物 B（カルボフラン）

及び C（いずれも抱合体を含む）、魚介類中の暴露評価対象物質をカルボスルファン

及び代謝物 B（カルボフラン）と設定した。 
各試験における無毒性量等は表 53、単回経口投与等により生ずる可能性のある毒性

影響等は表 54 に示されている。 

本剤はカーバメート系化合物であり、毒性試験の結果から動物種を問わず ChE 活

性阻害が認められた。カーバメート系化合物の ChE 活性阻害作用は比較的短時間で

の可逆性を有すること、また、動物体内運命試験の結果から、排泄は速やかで体内へ

の蓄積性は認められなかったことを踏まえ、食品を通じた長期間の暴露による食品健

康影響に当たっては、ChE 活性を一時的に阻害する単回暴露の反復により評価するこ

とは可能であると考えられ、食品安全委員会農薬専門調査会は、単回経口投与による

試験結果を食品健康影響評価に用いることは妥当であると判断した。 

各試験で得られた無毒性量又は最小毒性量のうち最小値は、単回経口投与により実

施されたラットを用いた急性神経毒性試験の無毒性量 0.5 mg/kg 体重であった。ChE

活性阻害の程度に投与期間の長短の影響は認められなかったことから、短期試験であ

ることによる追加の安全係数は不要と考えられた。 

以上のことから、食品安全委員会農薬専門調査会は、ラットを用いた急性神経毒性
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試験の無毒性量 0.5 mg/kg 体重を根拠として、安全係数 100 で除した 0.005 mg/kg 体

重/日を許容一日摂取量（ADI）と、0.005 mg/kg 体重を急性参照用量（ARfD）と設

定した。 

 
カルボスルファン 

ADI 0.005 mg/kg 体重/日 

ARfD 0.005 mg/kg 体重 

（ADI及びARfD設定根拠資料） 急性神経毒性試験 

（動物種） ラット 

（期間） 単回 

（投与方法） 強制経口 

（無毒性量） 0.5 mg/kg 体重 
（安全係数） 100 

 
また、カルボスルファンより最小の毒性量が低い代謝物 B（カルボフラン）につい

ては、ラットを用いた ChE 活性阻害試験の総合評価における最小毒性量 0.03 mg/kg

体重を根拠として、安全係数 200（種差：10、個体差：10、最小毒性量を用いたこと

による追加係数：2）で除した 0.00015 mg/kg 体重/日及び 0.00015 mg/kg 体重を ADI
及び ARfD と設定している（参照 21）。 

 
代謝物 B（カルボフラン） 

ADI 0.00015 mg/kg 体重/日 

ARfD 0.00015 mg/kg 体重 

（ADI及びARfD設定根拠資料） ChE 活性阻害試験の総合評価 
（動物種） ラット 

（期間） 単回 

（投与方法） 強制経口 

（最小毒性量） 0.03 mg/kg 体重 

（安全係数） 200(種差：10、個体差：10、

追加の安全係数：2) 

 
暴露量については、当評価結果を踏まえて暫定基準値の見直しを行う際に確認する

こととする。 
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＜参考＞ 
＜JMPR＞ 

カルボスルファン（2003 年） 

ADI 0.01 mg/kg 体重/日 

（ADI 設定根拠資料） 慢性毒性/発がん性併合試験 

（動物種） ラット 
（期間） 2 年間 

（投与方法） 混餌 

（無毒性量） 1 mg/kg 体重/日 

（安全係数） 100 
    ※眼の病理組織学的変化について、ChE 活性阻害によるものと断定できなかったことから、 

安全係数は 100 とされた。 

 

ARfD 0.02 mg/kg 体重 
（ADI 設定根拠資料） 急性神経毒性試験 

（動物種） ラット 

（期間） 単回 

（投与方法） 強制経口 

（無毒性量） 0.5 mg/kg 体重 

（安全係数） 25 
※カルボスルファン投与による毒性影響は Cmaxに依存すると考えられたことから、種差及び個
体差に対する安全係数（種差；トキシコキネティクス：4、トキシコダイナミクス：2.5、個
体差：トキシコキネティクス及びトキシコダイナミクスとも 3.16）のうち、トキシコキネテ
ィクスに係る係数をそれぞれ 1/2 に減じて、安全係数は 25 とされた。 

 
代謝物 B（カルボフラン）（2008 年） 

ADI 及び ARfD 0.001 mg/kg 体重/日 

（ADI及びARfD設定根拠資料） ChE 活性阻害の用量反応検討

試験の総合評価 

（動物種） ラット 
（期間） 単回 

（投与方法） 強制経口 

（無毒性量） 0.03 mg/kg 体重 

（安全係数） 25 

 
＜EFSA＞ 

  カルボスルファン（2009 年） 

ADI 及び ARfD 0.005 mg/kg 体重/日 

（設定根拠資料） 急性神経毒性試験 

（動物種） ラット 
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（期間） 単回 
（投与方法） 強制経口 

（無毒性量） 0.5 mg/kg 体重 

（安全係数） 100 
※脳 AChE 活性阻害は、カルボスルファン投与による最も感受性の高いエンドポイントである
と判断され、ラットを用いた急性神経毒性試験が ADI 及び ARfD 設定根拠資料とされた。 

 
代謝物 B（カルボフラン）（2009 年） 

ADI 及び ARfD 0.00015 mg/kg 体重/日 

（ADI及びARfD設定根拠資料） ChE 活性阻害の用量反応検討

試験④ 

（動物種） ラット 

（期間） 単回 

（投与方法） 強制経口 
（最小毒性量） 0.03 mg/kg 体重 

（安全係数） 200(種差：10、個体差：10、

追加の安全係数：2) 

 
（参照：4、5、15、21） 
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表53 各試験における無毒性量等 

動

物

種 
試験 

投与量 
(mg/kg 体重/日) 

無毒性量(mg/kg 体重/日)1) 

JMPR EFSA 
食品安全委員会

農薬専門調査会 
参考 

(農薬抄録) 
ラ

ッ

ト 
急性神経

毒性試験 

0、0.5、5、30 0.5 
 
赤血球及び脳

ChE 活性阻害

(20%以上) 

0.5 
 
赤血球及び脳

ChE 活性阻害

(20%以上) 

雌雄：0.5 
 
雌雄：赤血球及

び脳 ChE 活性

阻害(20%以上) 

雌雄：0.5 
 
雌雄：赤血球及

び脳 ChE 活性

阻害(20%以上) 

90 日間 
亜急性 
毒性試験 

① 

0、10、20、100、
500、1,000 ppm 
 

  雄：7.8 
雌：8.4 
 
雌雄：体重増加

抑制等 

雄：7.8 
雌：8.4 
 
雌雄：体重増加

抑制等 
雄：0、0.8、1.5、7.8、
39.4、81.8 
雌：0、0.9、1.7、8.4、
43.9、91.5 

90 日間 
亜急性 
毒性試験 

② 

0、10、20、500 ppm 
 

1(20 ppm) 
 
赤血球及び脳

ChE 活性阻害

(20%以上) 

2(20 ppm) 
 
死亡並びに赤血

球及び脳 ChE
活性阻害 (20%
以上) 

雄：1.5 
雌：1.8 
 
雌雄：赤血球及

び脳 ChE 活性

阻害(20%以上)
等 

雄：1.5 
雌：1.8 
 
雌雄：赤血球及

び脳 ChE 活性

阻害等 

雄：0、0.7、1.5、38.0 
雌：0、0.9、1.8、46.0 
 

90 日間 
亜急性 
神経毒性 
試験 

0､20､1,000､2,000 
ppm 
 

1.2 
 
臨 床 症 状

(FOB)、体重増

加抑制及び摂餌

量減少 

1.2 
 
神経毒性に係る

臨床症状、体重

増加抑制及び摂

餌量減少 

雄：1.2 
雌：1.4 
 
雌雄：体重増加

抑制等 

雄：1.2 
雌：1.4 
 
雌雄：体重増加

抑制、摂餌量減

少及び自発運動

量減少 

雄：0、1.2、64.8、
131 
雌：0、1.4、78.9、
152 

2 年間 
慢性毒性/ 
発がん性 
併合試験 

0 ､ 10 ､ 20 ､ 500 ､

2,500  ppm 
 

1 
 
眼の病理組織学

的変化、臨床症

状、赤血球及び

脳 ChE 活性阻

害(20%以上) 
 
(発がん性は認

められない) 

1 
 
限局性虹彩萎

縮、網膜変性症、

並びに赤血球及

び脳 ChE 活性

阻害(20%以上) 
 
(発がん性は認 
められない) 

雄：1.0 
雌：1.2 
 
雌雄：赤血球及

び脳 ChE 活性

阻害(20%以上)
等 
 
(発がん性は認

められない) 

雄：1.0 
雌：1.2 
 
雌雄：体重増加

抑制、血漿及び

赤血球 ChE 活

性阻害 
 
(発がん性は認

められない) 

雄：0、0.5、1.0、26.8､
153 
雌：0､0.6､1.2､34.7､
213 
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動

物

種 
試験 

投与量 
(mg/kg 体重/日) 

無毒性量(mg/kg 体重/日)1) 

JMPR EFSA 
食品安全委員会

農薬専門調査会 
参考 

(農薬抄録) 
ラ

ッ

ト 

3 世代 
繁殖試験 

0､10､20､250 ppm 
 

親動物及び児動

物：1.3(20 ppm) 
繁殖能：16.7 
(250 ppm) 
 
親動物：体重増

加抑制 
児動物：低体重、

体重増加抑制等 
 
(繁殖能に対す

る影響は認めら

れない) 

親動物、児動物

及び繁殖能：

1.2(20 ppm) 
 
母動物：体重増

加抑制及び摂餌

量減少 
児動物：産児数

減少、生存率低

下、低体重及び

体重増加抑制 

親動物、児動物

及び繁殖能 
P 雄：1.39 
P 雌：1.69 
F1雄：1.58 
F1雌：1.86 
F2雄：1.80 
F2雌：2.00 
 
親動物及び児動

物：体重増加抑

制等 
繁殖能：産児数

減少及び生後 4
日生存率低下 

雄：1.39～1.80 
雌：1.69～2.00 
 
親動物及び児動

物：体重増加抑

制等 
 
(繁殖能に対す

る影響は認めら

れない) 

P 雄：0､0.72､1.39､
18.3 
P 雌：0､0.82､1.69､
22.8 
F1雄：0､0.82､1.58､
22.2 
F1雌：0､0.92､1.86､
27.5 
F2雄：0､0.83､1.80､
23.8 
F2雌：0､0.97､2.00､
27.4 

発生毒性

試験 

0､2､10､20 母動物：2 
胎児：2 
 
母動物：一般状

態の変化及び体

重増加抑制 
胎児：低体重 
 
(催奇形性は認

められない) 

母動物：2 
胎児：2 
 
母動物：体重増

加抑制 
胎児：不完全骨

化 

母動物：2 
胎児：2 
 
母動物：体重増

加抑制 
胎児：低体重 
 
(催奇形性は認

められない) 

母動物：2 
胎児：2 
 
母動物：体重増

加抑制等 
胎児：低体重 
 
(催奇形性は認

められない) 

マ

ウ

ス 90 日間 
亜急性 
毒性試験 

0、9、20、100、500、
1,120 ppm 
 

  雄：2.76 
雌：16.9 
 
雌雄：体重増加

抑制等 

雄：2.76 
雌：3.48 
 
雌雄：体重増加

抑制等 
雄：0、1.16、2.76、
12.8、65.9、140 
雌：0、1.52、3.48、
16.9、80.8、176 

2 年間 
慢性毒性/ 
発がん性 
併合試験 

0 ､ 10 ､ 20 ､ 500 ､

2,500 ppm 
 

2.5 
 
体重増加抑制、

赤血球及び脳

ChE 活性阻害

(20%以上)、脾

絶対及び比重量

減少 
 
(発がん性は認

められない) 

2.5 
 
赤血球及び脳

ChE 活性阻害

(20%以上) 
 
(発がん性は認

められない) 

雄：2.5 
雌：3.1 
 
雌雄：赤血球及

び脳 ChE 活性

阻害(20%以上)
等 
 
(発がん性は認

められない) 

雄：2.5 
雌：3.1 
 
雌雄：赤血球及

び脳 ChE 活性

阻害 
 
(発がん性は認

められない) 

雄：0､1.3､2.5､61.5､
320 
雌：0､1.5､3.1､71.9､
337 
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動

物

種 
試験 

投与量 
(mg/kg 体重/日) 

無毒性量(mg/kg 体重/日)1) 

JMPR EFSA 
食品安全委員会

農薬専門調査会 
参考 

(農薬抄録) 
ウ

サ

ギ 

発生毒性

試験 

0､2､5､10 母動物：10 
胎児：10 
 
母動物及び胎

児：毒性所見な

し 
 
(催奇形性は認

められない) 

母動物：5 
胎児：10 
 
母動物：体重増

加抑制及び死亡 
胎児：毒性所見

なし 
 
(催奇形性は認

められない) 

母動物：5 
胎児：10 
 
母動物：体重増

加抑制 
胎児：毒性所見

なし 
 
(催奇形性は認

められない) 

母動物：5 
胎児：10 
 
母動物：体重増

加抑制 
胎児：毒性所見

なし 
 
(催奇形性は認

められない) 
イ

ヌ 

6 か月間 
亜急性 
毒性試験 

0 ､ 50 ､ 500 ､ 1,000 
ppm 
 

1.3(50 ppm) 
 
血液生化学的パ

ラメータの変

化、摂餌量減少

及び体重増加抑

制 

1.6(50 ppm) 
 
赤血球パラメー

タの変化及び脾

相対重量減少 

雄：1.7 
雌：16.9 
 
雄：唾液過多及

び赤血球 ChE
活性阻害 (20%
以上) 
雌：赤血球及び

脳 ChE 活性阻

害(20%以上)等 

雄：1.7 
雌：2.0 
 
雌雄：血漿 ChE
活性阻害等 

雄：0、1.7、17.0、
31.2 
雌：0、2.0、16.9、
31.7 

ADI 
NOAEL：1 
SF：100 
ADI：0. 01 

NOAEL：0.5 
SF：100 
ADI：0. 005 

NOAEL：0.5 
SF：100 
ADI：0. 005 

NOAEL：0.5 
SF：100 
ADI：0. 005 

ADI 設定根拠資料 
ラット 2 年間慢

性毒性 /発がん

性併合試験 

ラット急性神経

毒性試験 
ラット急性神経

毒性試験 
ラット急性神経

毒性試験 

ADI：許容一日摂取量、NOAEL：無毒性量、SF：安全係数 
／：該当なし 
1)：無毒性量欄には、最小毒性量で認められた主な毒性所見等を記した。 
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表54 単回経口投与等により生ずる可能性のある毒性影響等 

動物種 試験 
投与量 

(mg/kg 体重) 

無毒性量及び急性参照用量設定に関連する 
エンドポイント 1) 

(mg/kg 体重) 

ラット 

急性毒性試験 

雄：57、180、570 
雌：57、180 

雌雄：－ 
 
雄：糞量減少、立毛 
雌：糞量減少、自発運動低下、振戦等 

急性毒性試験 
雌雄：64、73、92、
110、129、156、
184 

雌雄：－ 
 
雌雄：自発運動低下、振戦、流涎等 

急性毒性試験 
雌雄：68.8、103、
154、231、348、
520 

雌雄：－ 
 
雌雄：立毛、流涙、流涎、振戦、縮瞳等 

急性神経毒性試験 
雌雄：0、0.5、5、
30 

雌雄：0.5 
 
雌雄：赤血球及び脳 ChE 活性阻害(20%以上) 

マウス 

急性毒性試験 
雌雄：120、144、
173、207、249、
299 

雌雄：－ 
 
雌雄：自発運動低下、振戦、流涙等 

急性毒性試験 
雌雄：50.0、65.8、
87.1、115、152、
200 

雌雄：－ 
 
雌雄：下痢、振戦、流涙等 

ARfD 
NOAEL：0.5 
SF：100 
ARfD：0.005 

ARfD 設定根拠資料 ラット急性神経毒性試験 
ARfD：急性参照用量、NOAEL：無毒性量、SF：安全係数 
－：無毒性量は設定できなかった。 
1) ：最小毒性量で認められた主な毒性所見を記した。 
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＜別紙１：代謝物/分解物略称＞ 
記号 名称（略称） 化学名 

B カルボフラン 
2,3-dihydro-2,2-dimethylbenzofuran-7-yl 
methylcarbamate 

C 3-ヒドロキシ-カルボフラン 
2,3-dihydro-3-hydroxy-2,2-dimethylbenzofuran-7-yl 
methylcarbamate 

D 3-ケト-カルボフラン 
2,3-dihydro-2,2-dimethyl-3-oxobenzofuran-7-yl 
methylcarbamate 

E 7-フェノール 2,3-dihydro-2,2-dimethylbenzofuran-7-ol 
F 3-ヒドロキシ-7-フェノール 2,3-dihydro-2,2-dimethylbenzofuran-3,7-diol 
G 3-ケト-7-フェノール 2,3-dihydro-2,2-dimethyl-3-oxobenzofuran-7-ol 

H N-ヒドロキシメチルカルボフラン 
2,3-dihydro-2,2-dimethylbenzofuran-7-yl 
hydroxymethylcarbamate 

I 
3-ヒドロキシ-N-ヒドロキシメチルカルボ

フラン 
2,3-dihydro-2,2-dimethyl-3-hydroxy-7-benzofuranyl- 
hydroxymethylcarbamate 

J 3-ケト-N-ヒドロキシメチルカルボフラン 
2,3-dihydro-2,2-dimethyl-3-oxobenzofuran-7-yl  
hydroxymethylcarbamate 

K カルボスルファン-スルフォン 
2,3-dihydro-2,2-dimethylbenzofuran-7-yl 
(dibutylaminosulfonyl)methylcarbamate 

L デスメチル-カルボフラン 2,3-dihydro-2,2-dimethylbenzofuran-7-yl carbamate 

M 3-ケト-カルボスルファン 
2,3-dihydro-2,2-dimethyl-3-oxobenzofuran-7-yl 
(dibutylaminothio)methylcarbamate 

N 3-ヒドロキシ-カルボスルファン 
2,3-dihydro-3-hydroxy-2,2-dimethyl-benzofuran-7-yl 
(dibutylaminothio)methylcarbamate 

O 3-ケト-カルボスルファン-スルフォン 
2,3-dihydro-2,2-dimethyl-3-oxobenzofuran-7-yl 
(dibutylaminosulfonyl)methylcarbamate 

P ジブチルアミン (DBA) dibutylamine 

Q ジスルフィド体 
di(2,3-dihydro-2,2-dimethylbenzofuran-7- 
yloxycarbonyl(methyl)amino)disulfide 

R ジブチルメチルアミノスルホニルアミン dibutyl((methylamino)sulfonyl)amine 
S 3-ケト-デスメチル-カルボフラン 2,2-dimethyl-3-xoobenzofuran-7-yl carbamate 
T N-ホルミルジブチルアミン N-formyl-N,N-dibutylamine 
U N-アセチルジブチルアミン N-acetyl-N,N-dibutylamine 

V 5-ヒドロキシ-カルボフラン 
2,3-dihydro-5-hydroxy-2,2-dimethylbenzofuran-7-yl  
methylcarbamate 

W 
ヒドロキシジブチルアミン誘導体 
(OH-DBA) 

4-(n-butylamino)-1-butanol 

X 
4-(n-ブチル)アミノブタン酸 
(COOH-DBA) 

4-(n-butyl)-aminobutanoic acid 

Y フェノール抱合体 － 
Z1 n-ブチルアミン n-butylamine 
Z2 4-アミノ-1-ブタノール 4-amino-1-butanol 
Z3 1-アミノ-2-ブタノール 1-amino-2-butanol 
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＜別紙２：検査値等略称＞ 
略称 名称 

AChE アセチルコリンエステラーゼ 
ai 有効成分量（active ingredient） 

Alb アルブミン 
ALP アルカリホスファターゼ 

ALT 
アラニンアミノトランスフェラーゼ 
［=グルタミン酸ピルビン酸トランスアミナーゼ（GPT）］ 

AST 
アスパラギン酸アミノトランスフェラーゼ 
［=グルタミン酸オキサロ酢酸トランスアミナーゼ（GOT）］ 

BCF 生物濃縮係数 
ChE コリンエステラーゼ 
Chol コレステロール 

EFSA 欧州食品安全機関 
Glob グロブリン 
Glu グルコース（血糖） 

JMPR FAO/WHO 合同残留農薬専門家会議 
LC50 半数致死濃度 
LD50 半数致死量 
PEC 環境中予測濃度 
Seg 分葉核好中球数 
TAR 総投与（処理）放射能 

TOCP リン酸トリ-o--クレジル 
TP 総蛋白質 

TRR 総残留放射能 
WBC 白血球数 
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＜別紙３：作物残留試験成績＞ 

作物名 
(栽培形態) 
(分析部位) 
実施年 

試

験

ほ

場

数 

使用量 
(g ai/ha) 

回 
数 

(回) 

PHI 
(日) 

残留値(mg/kg) 

カルボスルファン 代謝物 B1) 代謝物 C1) 代謝物 D 
合量値 

(代謝物 D を 
除く) 

代謝物 B 
換算合量値 

(代謝物 D を 
除く) 

最高値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値 

水稲 
(露地) 
(玄米) 

1980 年 

2 

公的分析機関 
5 g ai/ 
育苗箱 G 

1 125 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.032 <0.032   <0.046 <0.027 
1 147 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.032 <0.032   <0.046 <0.027 

10 g ai/ 
育苗箱 G 

1 125 a <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.032 <0.032   <0.046 <0.027 
1 147 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.032 <0.032   <0.046 <0.027 

社内分析機関 
5 g ai/ 
育苗箱 G 

1 125 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008   <0.022 <0.013 
1 147 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008   <0.022 <0.013 

10 g ai/ 
育苗箱 G 

1 125 a <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008   <0.022 <0.013 
1 147 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008   <0.022 <0.013 

水稲 
(露地) 

(稲わら) 
1980 年 

2 

公的分析機関 
5 g ai/ 
育苗箱 G 

1 125 <0.01 <0.01 <0.02 <0.02 0.11 0.10   0.13 0.08 
1 147 <0.01 <0.01 0.02 0.02 0.32 0.29   0.32 0.19 

10 g ai/ 
育苗箱 G 

1 125a <0.01 <0.01 <0.02 <0.02 0.19 0.19   0.22 0.13 
1 147 <0.01 <0.01 <0.02 <0.02 <0.07 <0.07   <0.10 <0.06 

社内分析機関 
5 g ai/ 
育苗箱 G 

1 125 <0.01 <0.01 <0.02 <0.02 0.05 0.03   0.06 <0.03 
1 147 <0.01 <0.01 0.03 0.03 0.46 0.43   0.47 0.27 

10 g ai/ 
育苗箱 G 

1 125a <0.01 <0.01 <0.02 <0.02 0.16 0.14   0.17 0.10 
1 147 <0.01 <0.01 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02   <0.05 <0.03 
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作物名 
(栽培形態) 
(分析部位) 
実施年 

試

験

ほ

場

数 

使用量 
(g ai/ha) 

回 
数 

(回) 

PHI 
(日) 

残留値(mg/kg) 

カルボスルファン 代謝物 B1) 代謝物 C1) 代謝物 D 
合量値 

(代謝物 D を 
除く) 

代謝物 B 
換算合量値 

(代謝物 D を 
除く) 

最高値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値 

水稲 
(露地) 
(玄米) 

1988 年 

3 

公的分析機関 
2.1 g ai/ 
育苗箱 G 

1 111 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 
1 123 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 

3 g ai/ 
育苗箱 G a 

1 132 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 

社内分析機関 
2.1 g ai/ 
育苗箱 G 

1 111 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 
1 123 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 

3 g ai/ 
育苗箱 G a 

1 132 <0 .005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 

水稲 
(露地) 

(稲わら) 
1988 年 

3 

公的分析機関 
2.1 g ai/ 
育苗箱 G 

1 111 <0.005 <0.005 0.009 0.009 0.024 0.024 <0.005 <0.005 0.038 0.022 
1 123 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 0.022 0.022 <0.005 <0.005 0.036 0.021 

3 g ai/ 
育苗箱 G a 

1 111 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 0.035 0.035 <0.005 <0.005 0.049 0.028 
1 132 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 0.021 0.019 <0.005 <0.005 0.033 0.019 

社内分析機関 
2.1 g ai/ 
育苗箱 G 

1 111 <0.01 <0.01 <0.017 <0.017 0.048 0.032 <0.01 <0.01 0.059 0.034 
1 123 <0.01 <0.01 <0.017 <0.017 0.016 0.016 <0.01 <0.01 0.043 0.025 

3 g ai/ 
育苗箱 G a 

1 111 <0.01 <0.01 <0.017 <0.017 0.016 0.016 <0.01 <0.01 0.043 0.025 
1 132 <0.01 <0.01 <0.017 <0.017 <0.016 <0.016 <0.01 <0.01 <0.043 <0.025 

水稲 
(露地) 
(玄米) 

1999 年 

2 

公的分析機関 
2 g ai/ 

育苗箱 MC 
1 122 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008   <0.022 <0.013 
1 123 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008   <0.022 <0.013 

社内分析機関 
2 g ai/ 

育苗箱 MC 
1 122 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008   <0.022 <0.013 
1 123 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008   <0.022 <0.013 
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作物名 
(栽培形態) 
(分析部位) 
実施年 

試

験

ほ

場

数 

使用量 
(g ai/ha) 

回 
数 

(回) 

PHI 
(日) 

残留値(mg/kg) 

カルボスルファン 代謝物 B1) 代謝物 C1) 代謝物 D 
合量値 

(代謝物 D を 
除く) 

代謝物 B 
換算合量値 

(代謝物 D を 
除く) 

最高値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値 

水稲 
(露地) 

(稲わら) 
1999 年 

2 

公的分析機関 
2 g ai/ 

育苗箱 MC 
1 122 <0.02 <0.02 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04   <0.10 <0.06 
1 123 <0.02 <0.02 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04   <0.10 <0.06 

社内分析機関 
2 g ai/ 

育苗箱 MC 
1 122 <0.02 <0.02 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04   <0.10 <0.06 
1 123 <0.02 <0.02 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04   <0.10 <0.06 

水稲 
(露地) 
(玄米) 

2009 年 

2 
公的分析機関 

2.1 g ai/ 
育苗箱 G 

1 107 <0.0005 <00005 <0.0009 <0.0009 <00008 <0.0008   <0.0022 <0.0013 
1 128 <0.0005 <00005 <0.0009 <0.0009 <00008 <0.0008   <0.0022 <0.0013 

4 
3.5 g ai/ 
育苗箱 G 

1 133 <0.0005 <00005 <0.0009 <0.0009 <00008 <0.0008   <0.0022 <0.0013 
1 130 <0.0005 <00005 <0.0009 <0.0009 <00008 <0.0008   <0.0022 <0.0013 
1 113 <0.0005 <00005 <0.0009 <0.0009 <00008 <0.0008   <0.0022 <0.0013 
1 134 <0.0005 <00005 <0.0009 <0.0009 <00008 <0.0008   <0.0022 <0.0013 

2 
社内分析機関 

2.1 g ai/ 
育苗箱 G 

1 107 <0.0005 <00005 <0.0009 <0.0009 <00008 <0.0008   <0.0022 <0.0013 
1 128 <0.0005 <00005 <0.0009 <0.0009 <00008 <0.0008   <0.0022 <0.0013 

4 
3.5 g ai/ 
育苗箱 G 

1 133 <0.0005 <00005 <0.0009 <0.0009 <00008 <0.0008   <0.0022 <0.0013 
1 130 <0.0005 <00005 <0.0009 <0.0009 <00008 <0.0008   <0.0022 <0.0013 
1 113 <0.0005 <00005 <0.0009 <0.0009 <00008 <0.0008   <0.0022 <0.0013 
1 134 <0.0005 <00005 <0.0009 <0.0009 <00008 <0.0008   <0.0022 <0.0013 
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作物名 
(栽培形態) 
(分析部位) 
実施年 

試

験

ほ

場

数 

使用量 
(g ai/ha) 

回 
数 

(回) 

PHI 
(日) 

残留値(mg/kg) 

カルボスルファン 代謝物 B1) 代謝物 C1) 代謝物 D 
合量値 

(代謝物 D を 
除く) 

代謝物 B 
換算合量値 

(代謝物 D を 
除く) 

最高値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値 

水稲 
(露地) 

(稲わら) 
2009 年 

２ 
公的分析機関 

2.1 g ai/ 
育苗箱 G 

1 107 <0.0005 <00005 0.0014 0.0014 0.0501 0.0482   0.0501 0.0292 
1 128 <0.0005 <00005 0.0010 0.0010 0.0296 0.0291   0.0306 0.0179 

４ 
3.5 g ai/ 
育苗箱 G 

1 133 <0.0005 <00005 <0.0009 <0.0009 0.0115 0.0112   0.0126 0.0073 
1 130 <0.0005 <00005 0.0015 0.0015 0.0245 0.0240   0.0260 0.0152 
1 113 <0.0005 <00005 0.0103 0.0101 0.0110 0.0106   0.0212 0.0676 
1 134 <0.0005 <00005 <0.0009 <0.0009 0.0178 0.0176   0.0190 0.0110 

水稲 
(露地) 
(玄米) 

2015 年 

2 

社内分析機関 

3.5 g ai/ 
育苗箱 G 

1 115 <0.0005 <0.0005 <0.0009 <0.0009 <0.0008 <0.0008   <0.0022 <0.0013 

1 121 <0.0005 <0.0005 <0.0009 <0.0009 <0.0008 <0.0008   <0.0022 <0.0013 

水稲 
(露地) 

(稲わら) 
2015 年 

2 

社内分析機関 

3.5 g ai/ 
育苗箱 G 

1 115 <0.0005 <0.0005 0.0012 0.0012 0.0294 0.0289   0.0306 0.0178 

1 121 <0.0005 <0.0005 0.0022 0.0021 0.0083 0.0082   0.0108 0.0062 

ばれいしょ§ 
(露地) 
(塊茎) 

1991 年 

2 

公的分析機関 

1,800 G 

1 92 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 
1 91 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 
2 61 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 
2 61 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 

社内分析機関 

1,800 G 

1 92 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 
1 91 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 
2 61 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 
2 61 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 
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作物名 
(栽培形態) 
(分析部位) 
実施年 

試

験

ほ

場

数 

使用量 
(g ai/ha) 

回 
数 

(回) 

PHI 
(日) 

残留値(mg/kg) 

カルボスルファン 代謝物 B1) 代謝物 C1) 代謝物 D 
合量値 

(代謝物 D を 
除く) 

代謝物 B 
換算合量値 

(代謝物 D を 
除く) 

最高値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値 

かんしょ§ 
(露地) 
(塊根) 

1982 年 

2 

公的分析機関 
3,000 G 1 106 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 0.077 0.075   0.089 0.052 
4,500 G 1 106 <0.005 <0.005 0.009 0.009 0.179 0.176   0.190 0.110 
3,000 G 1 104 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 0.054 0.054   0.068 0.039 
4,500 G 1 104 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 0.067 0.067   0.081 0.047 
4,500G 

+3,000G 
2 60 0.007 0.006 0.026 0.024 0.597 0.595   0.625 0.363 
2 60 0.007 0.007 0.014 0.014 0.166 0.162   0.183 0.106 

社内分析機関 
1,800 G 1 106 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 0.178 0.150   0.164 0.095 
2,700 G 1 106 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 0.302 0.272   0.286 0.166 
1,800 G 1 104 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 0.009 0.072   0.086 0.050 
2,700 G 1 104 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 0.072 0.061   0.075 0.044 
4,500G 

+3,000G 
2 60 0.005 0.005 0.026 0.024 0.539 0.522   0.551 0.320 
2 60 0.005 0.005 0.009 0.009 0.155 0.150   0.164 0.095 

かんしょ§ 
(露地) 
(塊根) 

1989 年 

2 

公的分析機関 

2,700 G 
1 149 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 0.008 0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 
1 124 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 0.008 0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 

社内分析機関 

2,700 G 
1 149 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 
1 124 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 0.011 0.010 <0.005 <0.005 0.024 0.014 

かんしょ§ 
(露地) 
(塊根) 

1992 年 

2 

公的分析機関 

2,700 G 

2 45 0.007 0.006 <0.009 <0.009 0.008 0.008 <0.005 <0.005 0.023 0.013 
3 45 0.014 0.014 <0.009 <0.009 0.008 0.008 <0.005 <0.005 0.031 0.018 
3 45 0.021 0.020 <0.009 <0.009 0.008 0.008 <0.005 <0.005 0.037 0.021 
4 45 0.023 0.020 <0.009 <0.009 0.008 0.008 <0.005 <0.005 0.037 0.021 
2 45 0.005 0.005 <0.009 <0.009 0.038 0.037 <0.005 <0.005 0.051 0.030 
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作物名 
(栽培形態) 
(分析部位) 
実施年 

試

験

ほ

場

数 

使用量 
(g ai/ha) 

回 
数 

(回) 

PHI 
(日) 

残留値(mg/kg) 

カルボスルファン 代謝物 B1) 代謝物 C1) 代謝物 D 
合量値 

(代謝物 D を 
除く) 

代謝物 B 
換算合量値 

(代謝物 D を 
除く) 

最高値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値 

3 45 0.005 0.005 <0.009 <0.009 0.040 0.038 <0.005 <0.005 0.052 0.030 
3 45 0.049 0.048 <0.009 <0.009 0.027 0.026 <0.005 <0.005 0.083 0.048 
4 45 0.006 0.006 <0.009 <0.009 0.026 0.024 <0.005 <0.005 0.039 0.023 

社内分析機関 

2,700 G 

2 45 0.014 0.013 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 0.030 0.017 
3 45 0.029 0.028 <0.009 <0.009 0.008 0.008 <0.005 <0.005 0.045 0.026 
3 45 0.022 0.020 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 0.037 0.021 
4 45 0.058 0.056 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 0.073 0.042 
2 45 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 0.021 0.019 <0.005 <0.005 0.033 0.019 
3 45 0.007 0.007 <0.009 <0.009 0.032 0.032 <0.005 <0.005 0.048 0.028 
3 45 0.015 0.014 <0.009 <0.009 0.013 0.013 <0.005 <0.005 0.036 0.021 
4 45 0.029 0.028 <0.009 <0.009 0.042 0.040 <0.005 <0.005 0.077 0.045 

さとうきび

(露地) 
(茎部) 

1981 年 

2 

公的分析機関 

4,500 G 

1 306 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 0.008 0.008   0.022 0.013 
2 254 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 0.019 0.016   0.030 0.017 
3a 223 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 0.024 0.022   0.036 0.021 
1 336 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 0.008 0.008   0.022 0.013 
2 277 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 0.008 0.008   0.022 0.013 
3a 218 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 0.008 0.008   0.022 0.013 

社内分析機関 

4,500 G 

1 306 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008   <0.022 <0.013 
2 254 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 0.021 0.019   0.033 0.019 
3a 223 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 0.024 0.021   0.035 0.020 
1 336 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008   <0.022 <0.013 
2 277 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008   <0.022 <0.013 
3a 218 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008   <0.022 <0.013 
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作物名 
(栽培形態) 
(分析部位) 
実施年 

試

験

ほ

場

数 

使用量 
(g ai/ha) 

回 
数 

(回) 

PHI 
(日) 

残留値(mg/kg) 

カルボスルファン 代謝物 B1) 代謝物 C1) 代謝物 D 
合量値 

(代謝物 D を 
除く) 

代謝物 B 
換算合量値 

(代謝物 D を 
除く) 

最高値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値 

さとうきび

(露地) 
(茎部) 

1988 年 

2 

公的分析機関 

2,700 G 
1 216 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 
1 258 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 

社内分析機関 

2,700 G 
1 216 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 
1 258 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 

さとうきび

(露地) 
(茎部) 

2012 年 

2 

公的分析機関 

4,500 G 

＋ 
1,280 G 

2 110 <0.01 <0.01 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02   <0.05 <0.03 
2 140 <0.01 <0.01 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02   <0.05 <0.03 
2 170 <0.01 <0.01 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02   <0.05 <0.03 
2 101 <0.01 <0.01 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02   <0.05 <0.03 
2 131 <0.01 <0.01 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02   <0.05 <0.03 
2 150 <0.01 <0.01 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02   <0.05 <0.03 

だいこん§ 
(露地) 
(根) 

1982 年 

2 

公的分析機関 
1,500 G 1 75 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.016 <0.016   <0.030 <0.017 
3,000 G 1 75 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.016 <0.016   <0.030 <0.017 
1,500 G 1 82 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.016 <0.016   <0.030 <0.017 
3,000 G 1 82 <0.005 <0.005 0.009 0.009 <0.016 <0.016   <0.030 <0.017 

社内分析機関 
1,500 G 1 75 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008   <0.022 <0.013 
3,000 G 1 75 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008   <0.022 <0.013 
1,500 G 1 82 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008   <0.022 <0.013 
3,000 G 1 82 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008   <0.022 <0.013 
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作物名 
(栽培形態) 
(分析部位) 
実施年 

試

験

ほ

場

数 

使用量 
(g ai/ha) 

回 
数 

(回) 

PHI 
(日) 

残留値(mg/kg) 

カルボスルファン 代謝物 B1) 代謝物 C1) 代謝物 D 
合量値 

(代謝物 D を 
除く) 

代謝物 B 
換算合量値 

(代謝物 D を 
除く) 

最高値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値 

だいこん§ 
(露地) 
(葉) 

1982 年 

2 

公的分析機関 
1,500 G 1 75 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.016 <0.016   <0.030 <0.017 
3,000 G 1 75 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 0.016 0.016   0.030 0.017 
1,500 G 1 82 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 0.096 0.096   0.110 0.064 
3,000 G 1 82 <0.005 <0.005 0.014 0.014 0.384 0.368   0.387 0.224 

社内分析機関 
1,500 G 1 75 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008   <0.022 <0.013 
3,000 G 1 75 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008   <0.022 <0.013 
1,500 G 1 82 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 0.085 0.083   0.097 0.056 
3,000 G 1 82 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 0.250 0.238   0.252 0.146 

だいこん§ 
(露地) 
(根) 

1988 年 

2 

公的分析機関 
1,500 G 1 53 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 
3,000 G 1 53 <0.005 <0.005 0.014 0.014 0.008 0.008 <0.005 <0.005 0.027 0.016 
1,500 G 1 60 <0.005 <0.005 0.014 0.014 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 0.027 0.016 
3,000 G 1 60 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 

社内分析機関 
1,500 G 1 53 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 
3,000 G 1 53 <0.005 <0.005 0.010 0.010 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 0.023 0.013 
1,500 G 1 60 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 
3,000 G 1 60 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 

だいこん§ 
(露地) 
(葉) 

1988 年 

2 

公的分析機関 
1,500 G 1 53 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 0.080 0.078 <0.005 <0.005 0.092 0.053 
3,000 G 1 53 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 0.222 0.218 <0.005 <0.005 0.232 0.135 
1,500 G 1 60 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 0.568 0.541 <0.005 <0.005 0.555 0.322 
3,000 G 1 60 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 0.219 0.211 <0.005 <0.005 0.225 0.131 

社内分析機関 



83 

作物名 
(栽培形態) 
(分析部位) 
実施年 

試

験

ほ

場

数 

使用量 
(g ai/ha) 

回 
数 

(回) 

PHI 
(日) 

残留値(mg/kg) 

カルボスルファン 代謝物 B1) 代謝物 C1) 代謝物 D 
合量値 

(代謝物 D を 
除く) 

代謝物 B 
換算合量値 

(代謝物 D を 
除く) 

最高値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値 

1,500 G 1 53 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 0.064 0.061 <0.005 <0.005 0.075 0.044 
3,000 G 1 53 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 0.224 0.221 <0.005 <0.005 0.235 0.136 
1,500 G 1 60 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 0.262 0.253 <0.005 <0.005 0.267 0.155 
3,000 G 1 60 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 0.126 0.126 <0.005 <0.005 0.140 0.081 

だいこん§ 
(露地) 
(根) 

1988 年 

2 

公的分析機関 

1,800 G 
1 53 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 
1 55 0.095 0.094 0.019 0.017 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 0.119 0.069 

社内分析機関 

1,800 G 
1 53 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 
1 55 <0.005 <0.005 0.019 0.017 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 0.030 0.017 

だいこん§ 
(露地) 
(葉) 

1988 年 

2 

公的分析機関 

1,800 G 
1 53 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 0.088 0.082 <0.005 <0.005 0.096 0.056 
1 55 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 0.144 0.138 <0.005 <0.005 0.152 0.088 

社内分析機関 

1,800 G 
1 53 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 0.237 0.230 <0.005 <0.005 0.244 0.142 
1 55 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 0.027 0.026 <0.005 <0.005 0.040 0.0 

だいこん§ 
(露地) 
(根) 

1990 年度 

3 

公的分析機関 

1,800 G 
1 64 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 
1 43 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 
1 62 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 

社内分析機関 

1,800 G 
1 64 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 
1 43 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 
1 62 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 
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作物名 
(栽培形態) 
(分析部位) 
実施年 

試

験

ほ

場

数 

使用量 
(g ai/ha) 

回 
数 

(回) 

PHI 
(日) 

残留値(mg/kg) 

カルボスルファン 代謝物 B1) 代謝物 C1) 代謝物 D 
合量値 

(代謝物 D を 
除く) 

代謝物 B 
換算合量値 

(代謝物 D を 
除く) 

最高値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値 

だいこん§ 
(露地) 
(葉) 

1990 年度 

3 

公的分析機関 

1,800 G 
1 64 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 
1 43 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 
1 62 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 0.013 0.013 <0.005 <0.005 0.027 0.016 

社内分析機関 

1,800 G 
1 64 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 
1 43 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 
1 62 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 0.011 0.010 <0.005 <0.005 0.024 0.014 

はくさい§ 
(露地) 
(茎葉) 

1991 年度 

2 

公的分析機関 

0.06 g ai/株 G 

1 63 0.005 0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 0.022 0.013 
1 63 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 
1 60 <0.005 <0.005 0.045 0.045 0.024 0.024 <0.005 <0.005 0.074 0.043 
1 60 <0.005 <0.005 0.014 0.014 0.008 0.008 <0.005 <0.005 0.027 0.016 

社内分析機関 

0.06 g ai/株 G 

1 63 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 
1 63 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 
1 60 <0.005 <0.005 0.022 0.022 0.056 0.051 <0.005 <0.005 0.078 0.045 
1 60 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 0.008 0.008 <0.005 <0.005 0.022 0.013 

キャベツ§ 
(露地) 
(茎葉) 

1988 年度 

2 

公的分析機関 

1,800 G 
1 57 <0.005 <0.005 0.009 0.009 0.018 0.016 <0.005 <0.005 0.030 0.017 
1 60 <0.005 <0.005 0.009 0.009 0.037 0.035 <0.005 <0.005 0.049 0.0284 

社内分析機関 

1,800 G 
1 57 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 
1 60 <0.005 <0.005 0.010 0.010 0.016 0.016 <0.005 <0.005 0.031 0.018 
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作物名 
(栽培形態) 
(分析部位) 
実施年 

試

験

ほ

場

数 

使用量 
(g ai/ha) 

回 
数 

(回) 

PHI 
(日) 

残留値(mg/kg) 

カルボスルファン 代謝物 B1) 代謝物 C1) 代謝物 D 
合量値 

(代謝物 D を 
除く) 

代謝物 B 
換算合量値 

(代謝物 D を 
除く) 

最高値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値 

キャベツ§ 
(露地) 
(茎葉) 

1990 年度 

2 

公的分析機関 

0.06 g ai/株 G 

2 45 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 
2 60 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 
2 45 <0.005 <0.005 0.014 0.014 0.146 0.142 <0.005 <0.005 0.161 0.093 
2 60 <0.005 <0.005 0.014 0.014 0.078 0.077 <0.005 <0.005 0.096 0.056 

2 

社内分析機関 

0.06 g ai/株 G 

2 45 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 
2 60 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 
2 45 <0.005 <0.005 0.034 0.031 0.155 0.149 <0.005 <0.005 0.185 0.107 
2 60 <0.005 <0.005 0.012 0.012 0.102 0.101 <0.005 <0.005 0.118 0.068 

キャベツ§ 
(露地) 
(葉球) 

1991 年 

2 

公的分析機関 

0.06 g ai/株 G

植穴又は株元 
＋葉面散布 

2 45 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 
2 60 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 
2 45 0.020 0.017 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 0.034 <0.020 
2 60 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 

2 

社内分析機関 

0.06 g ai/株 G 
植穴又は株元 
＋葉面散布 

2 45 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 
2 60 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 
2 45 0.144 0.138 0.012 0.012 0.010 0.010 <0.005 <0.005 0.160 0.093 
2 60 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 

キャベツ§ 
(露地) 
(葉球) 

1999 年 

2 

公的分析機関 

400 MC 

×2 
0.06 g ai/株G

×2 

4 3 0.671 0.668 0.141 0.141 0.144 0.141   0.950 0.551 
4 7 0.119 0.118 0.043 0.041 0.075 0.074   0.233 0.135 
4 14 0.023 0.022 0.015 0.015 0.045 0.045   0.082 0.048 
4 3 0.453 0.440 0.041 0.041 0.261 0.250   0.731 0.424 
4 7 0.209 0.208 0.024 0.024 0.187 0.182   0.414 0.240 
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作物名 
(栽培形態) 
(分析部位) 
実施年 

試

験

ほ

場

数 

使用量 
(g ai/ha) 

回 
数 

(回) 

PHI 
(日) 

残留値(mg/kg) 

カルボスルファン 代謝物 B1) 代謝物 C1) 代謝物 D 
合量値 

(代謝物 D を 
除く) 

代謝物 B 
換算合量値 

(代謝物 D を 
除く) 

最高値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値 

4 14 0.062 0.058 0.009 0.009 0.072 0.070   0.137 0.079 
社内分析機関 

400 MC 

×2 
0.06 g ai/株G

×2 

4 3 0.081 0.076 0.055 0.055 0.045 0.042   0.173 0.100 
4 7 0.018 0.017 0.024 0.022 0.011 0.011   0.050 0.029 
4 14 0.005 0.005 0.012 0.012 0.024 0.022   0.039 0.023 
4 3 0.005 0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008   0.022 0.013 
4 7 0.014 0.012 0.009 0.009 <0.008 <0.008   0.029 0.017 
4 14 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 0.011 0.011   0.025 0.015 

ブロッコリー§ 
(露地) 

(花蕾・茎) 
1992 年 

2 

公的分析機関 

0.06 g ai/株G 

1 54 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 
1 54 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 
1 61 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 0.008 0.008 <0.005 <0.005 0.022 0.013 
1 61 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 0.008 0.008 <0.005 <0.005 0.022 0.013 

社内分析機関 

0.06 g ai/株G 

1 54 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 
1 54 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 
1 61 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 0.008 0.008 <0.005 <0.005 0.022 0.013 
1 61 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 0.008 0.008 <0.005 <0.005 0.022 0.013 

たまねぎ§ 

(露地) 
(鱗茎) 

2004 年 

2 

公的分析機関 

200 MC 
2 14 <0.01 <0.01 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.01 <0.01 <0.05 <0.03 
2 21 <0.01 <0.01 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.01 <0.01 <0.05 <0.03 
2 28 <0.01 <0.01 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.01 <0.01 <0.05 <0.03 

300 MC 
2 14 <0.01 <0.01 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.01 <0.01 <0.05 <0.03 
2 21 <0.01 <0.01 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.01 <0.01 <0.05 <0.03 
2 28 <0.01 <0.01 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.01 <0.01 <0.05 <0.03 

社内分析機関 
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作物名 
(栽培形態) 
(分析部位) 
実施年 

試

験

ほ

場

数 

使用量 
(g ai/ha) 

回 
数 

(回) 

PHI 
(日) 

残留値(mg/kg) 

カルボスルファン 代謝物 B1) 代謝物 C1) 代謝物 D 
合量値 

(代謝物 D を 
除く) 

代謝物 B 
換算合量値 

(代謝物 D を 
除く) 

最高値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値 

200 MC 
2 14 <0.01 <0.01 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.01 <0.01 <0.05 <0.03 
2 21 <0.01 <0.01 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.01 <0.01 <0.05 <0.03 
2 28 <0.01 <0.01 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.01 <0.01 <0.05 <0.03 

300 MC 
2 14 <0.01 <0.01 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.01 <0.01 <0.05 <0.03 
2 21 <0.01 <0.01 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.01 <0.01 <0.05 <0.03 
2 28 <0.01 <0.01 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.01 <0.01 <0.05 <0.03 

ねぎ§ 
(根深ねぎ) 

(露地) 
(茎葉) 

1983 年 

2 

公的分析機関 

3,000 G 

2 211 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008   <0.022 <0.013 
3 195 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008   <0.022 <0.013 
2 146 <0.005 <0.005 0.069 0.065 0.040 0.035   0.105 0.061 
3 74 <0.005 <0.005 0.062 0.058 0.050 0.050   0.113 0.066 

3,000 G×2 
1,500G×1 

3 195 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008   <0.022 <0.013 
3 74 <0.005 <0.005 0.079 0.076 0.054 0.051   0.132 0.077 

社内分析機関 

3,000 G 

2 211 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008   <0.022 <0.013 
3 195 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008   <0.022 <0.013 
2 146 <0.005 <0.005 0.052 0.050 0.013 0.013   0.068 0.039 
3 74 <0.005 <0.005 0.079 0.079 0.019 0.019   0.103 0.060 

3,000 G×2 
1,500G×1 

3 195 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008   <0.022 <0.013 
3 74 <0.005 <0.005 0.127 0.120 0.034 0.032   0.157 0.091 

ねぎ§ 
(根深ねぎ) 

(露地) 
(茎葉) 

1989 年度 

2 

公的分析機関 

1,800 G 

2 14 0.007 0.006 0.031 0.031 0.013 0.011 <0.005 <0.005 0.048 0.028 
2 30 <0.005 <0.005 0.069 0.069 0.008 0.008 <0.005 <0.005 0.082 0.048 
2 45 <0.005 <0.005 0.034 0.034 0.008 0.008 <0.005 <0.005 0.047 0.027 
3 14 <0.005 <0.005 0.009 0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 0.022 0.013 
3 30 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 0.022 0.013 
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作物名 
(栽培形態) 
(分析部位) 
実施年 

試

験

ほ

場

数 

使用量 
(g ai/ha) 

回 
数 

(回) 

PHI 
(日) 

残留値(mg/kg) 

カルボスルファン 代謝物 B1) 代謝物 C1) 代謝物 D 
合量値 

(代謝物 D を 
除く) 

代謝物 B 
換算合量値 

(代謝物 D を 
除く) 

最高値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値 

3 45 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 0.022 0.013 
2 14 <0.005 <0.005 0.547 0.544 0.386 0.371 0.089 0.077 0.920 0.534 
2 30 <0.005 <0.005 0.669 0.664 0.568 0.565 0.092 0.092 1.23 0.716 
2 45 <0.005 <0.005 0.212 0.206 0.242 0.240 0.027 0.026 0.451 0.262 
3 14 0.013 0.013 0.850 0.838 0.411 0.403 0.098 0.092 1.25 0.727 
3 30 <0.005 <0.005 0.671 0.660 0.421 0.403 0.059 0.056 1.07 0.619 
3 45 <0.005 <0.005 0.525 0.506 0.454 0.429 0.050 0.046 0.940 0.545 

社内分析機関 

1,800 G 

2 14 0.012 0.012 0.052 0.052 0.011 0.010 <0.005 <0.005 0.074 0.043 
2 30 <0.005 <0.005 0.065 0.064 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 0.077 0.045 
2 45 <0.005 <0.005 0.005 0.048 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 0.061 0.035 
3 14 <0.005 <0.005 0.009 0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 0.022 0.013 
3 30 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 0.022 0.013 
3 45 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 0.022 0.013 
2 14 <0.005 <0.005 0.487 0.485 0.269 0.267 0.060 0.060 0.757 0.439 
2 30 <0.005 <0.005 0.406 0.404 0.418 0.410 0.052 0.051 0.819 0.475 
2 45 <0.005 <0.005 0.155 0.151 0.139 0.138 0.025 0.024 0.294 0.171 
3 14 <0.005 <0.005 0.406 0.378 0.414 0.400 0.065 0.065 0.783 0.454 
3 30 <0.005 <0.005 0.258 0.255 0.237 0.230 0.049 0.048 0.490 0.284 
3 45 <0.005 <0.005 0.224 0.224 0.221 0.218 0.041 0.040 0.447 0.259 

ねぎ§ 
(根深ねぎ) 

(露地) 
(茎葉) 

2000 年 

2 

社内分析機関 

1,800 G 

＋ 
500 MC 

2 14 0.008 0.008 0.021 0.021 0.016 0.016   0.045 0.026 
2 30 <0.005 <0.005 0.009 0.009 <0.008 <0.008   0.022 0.013 
2 45 <0.005 <0.005 0.012 0.012 0.008 0.008   0.025 0.015 
2 14 0.011 0.010 0.038 0.038 0.008 0.008   0.056 0.032 
2 30 <0.005 <0.005 0.009 0.009 <0.008 <0.008   0.022 0.013 
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作物名 
(栽培形態) 
(分析部位) 
実施年 

試

験

ほ

場

数 

使用量 
(g ai/ha) 

回 
数 

(回) 

PHI 
(日) 

残留値(mg/kg) 

カルボスルファン 代謝物 B1) 代謝物 C1) 代謝物 D 
合量値 

(代謝物 D を 
除く) 

代謝物 B 
換算合量値 

(代謝物 D を 
除く) 

最高値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値 

2 45 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008   <0.022 <0.013 

ねぎ§ 
(葉ねぎ) 
(露地) 
(茎葉) 

1992 年 

2 

社内分析機関 

1,800 G 

2 30 0.005 0.005 0.372 0.370 0.498 0.496 0.055 0.054 0.871 0.505 
2 45 <0.005 <0.005 0.182 0.181 0.222 0.221 0.018 0.018 0.407 0.236 
2 60 <0.005 <0.005 0.096 0.096 0.269 0.256 0.010 0.010 0.357 0.207 
2 30 <0.005 <0.005 0.392 0.392 0.133 0.131 0.032 0.032 0.528 0.306 
2 45 <0.005 <0.005 0.244 0.243 0.194 0.184 0.007 0.007 0.432 0.251 
2 60 <0.005 <0.005 0.127 0.126 0.027 0.026 0.005 0.005 0.157 0.091 

ねぎ§ 
(葉ねぎ) 
(露地) 
(茎葉) 

2000 年 

2 

公的分析機関 

1,800 G 

＋ 
500 MC 

2 14 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008   <0.022 <0.013 
2 30 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 0.021 0.019   0.033 0.019 
2 45 <0.005 <0.005 0.014 0.014 <0.008 <0.008   0.027 0.016 
2 14 0.037 0.036 0.040 0.038 <0.008 <0.008   0.082 0.048 
2 30 0.008 0.008 0.024 0.024 0.016 0.016   0.048 0.028 
2 45 0.094 0.092 0.015 0.014 0.019 0.019   0.125 0.078 

社内分析機関 

1,800 G 

＋ 
500 MC 

2 14 0.005 0.005 0.009 0.009 <0.008 <0.008   0.022 0.013 
2 30 <0.005 <0.005 0.009 0.009 <0.008 <0.008   0.022 0.013 
2 45 <0.005 <0.005 0.010 0.010 <0.008 <0.008   0.023 0.013 
2 14 0.033 0.032 0.034 0.034 0.011 0.010   0.076 0.044 
2 30 0.007 0.007 0.055 0.052 0.016 0.016   0.075 0.044 
2 45 0.019 0.018 0.036 0.034 0.021 0.021   0.073 0.042 
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作物名 
(栽培形態) 
(分析部位) 
実施年 

試

験

ほ

場

数 

使用量 
(g ai/ha) 

回 
数 

(回) 

PHI 
(日) 

残留値(mg/kg) 

カルボスルファン 代謝物 B1) 代謝物 C1) 代謝物 D 
合量値 

(代謝物 D を 
除く) 

代謝物 B 
換算合量値 

(代謝物 D を 
除く) 

最高値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値 

ピーマン 
(施設) 
(果実) 

1982 年 

2 

公的分析機関 
0.1 g ai/株G 1 61 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008   <0.022 <0.013 
0.05 g ai/株G 1 61 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008   <0.022 <0.013 
0.1 g ai/株G 1 37 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008   <0.022 <0.013 
0.05 g ai/株G 1 37 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008   <0.022 <0.013 

社内分析機関 

0.1 g ai/株G 
1 61 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008   <0.022 <0.013 
1 68 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008   <0.022 <0.013 
1 75 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008   <0.022 <0.013 

0.05 g ai/株G 
1 61 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008   <0.022 <0.013 
1 68 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008   <0.022 <0.013 
1 75 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008   <0.022 <0.013 

0.1 g ai/株G 1 37 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008   <0.022 <0.013 
0.05 g ai/株G 1 37 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008   <0.022 <0.013 

ピーマン 
(施設) 
(果実) 

1989 年 

2 

公的分析機関 

0.09 g ai/株G 
1 50 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 
1 33 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 

社内分析機関 

0.09 g ai/株G 
1 50 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 
1 33 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 

なす§ 
(施設) 
(果実) 

1988 年 

2 

社内分析機関 
0.1 g ai/株G 1 49 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 
0.03 g ai/株G 1 49 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 
0.1 g ai/株G 1 51 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 
0.03 g ai/株G 1 51 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 

               



91 

作物名 
(栽培形態) 
(分析部位) 
実施年 

試

験

ほ

場

数 

使用量 
(g ai/ha) 

回 
数 

(回) 

PHI 
(日) 

残留値(mg/kg) 

カルボスルファン 代謝物 B1) 代謝物 C1) 代謝物 D 
合量値 

(代謝物 D を 
除く) 

代謝物 B 
換算合量値 

(代謝物 D を 
除く) 

最高値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値 

なす§ 
(施設) 
(果実) 

1990 年 

2 

公的分析機関 

0.09 g ai/株G 
1 42 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 
1 54 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 

社内分析機関 

0.09 g ai/株G 
1 42 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 
1 54 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 

きゅうり§ 
(施設) 
(果実) 

1982 年 

2 

公的分析機関 
0.1 g ai/株G 1 56 <0.005 <0.005 0.071 0.071 0.008 0.008   0.084 0.049 
0.05 g ai/株G 1 56 <0.005 <0.005 0.062 0.062 0.008 0.008   0.075 0.044 
0.1 g ai/株G 1 40 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008   <0.022 <0.013 
0.05 g ai/株G 1 40 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008   0.092 <0.013 

社内分析機関 

0.1 g ai/株G 
1 56 <0.005 <0.005 0.076 0.076 <0.008 <0.008   0.089 0.052 
1 63 <0.005 <0.005 0.079 0.079 <0.008 <0.008   0.092 0.053 
1 70 <0.005 <0.005 0.058 0.055 <0.008 <0.008   0.068 0.039 

0.05 g ai/株G 
1 56 <0.005 <0.005 0.058 0.057 <0.008 <0.008   0.070 0.041 
1 63 <0.005 <0.005 0.062 0.058 <0.008 <0.008   0.071 0.041 
1 70 <0.005 <0.005 0.053 0.052 <0.008 <0.008   0.065 0.038 

0.1 g ai/株G 
1 40 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008   <0.022 <0.013 
1 47 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008   <0.022 <0.013 
1 54 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008   <0.022 <0.013 

0.05 g ai/株G 
1 40 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008   <0.022 <0.013 
1 47 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008   <0.022 <0.013 
1 54 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008   <0.022 <0.013 
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作物名 
(栽培形態) 
(分析部位) 
実施年 

試

験

ほ

場

数 

使用量 
(g ai/ha) 

回 
数 

(回) 

PHI 
(日) 

残留値(mg/kg) 

カルボスルファン 代謝物 B1) 代謝物 C1) 代謝物 D 
合量値 

(代謝物 D を 
除く) 

代謝物 B 
換算合量値 

(代謝物 D を 
除く) 

最高値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値 

きゅうり§ 
(施設) 
(果実) 

1984、1985
年 

2 

公的分析機関 

20,000 G 
1 41 <0.005 <0.005 0.222 0.213 0.026 0.026 <0.005 <0.005 0.244 0.142 
1 58 <0.005 <0.005 0.131 0.124 0.032 0.032 0.024 0.024 0.161 0.093 

15,000 G 
1 41 <0.005 <0.005 0.224 0.217 0.013 0.011 <0.005 <0.005 0.233 0.135 
1 59 <0.005 <0.005 0.148 0.141 0.040 0.038 0.029 0.028 0.184 0.107 

社内分析機関 

20,000 G 
1 41 <0.005 <0.005 0.236 0.224 0.018 0.016 <0.005 <0.005 0.245 0.142 
1 58 <0.005 <0.005 0.157 0.155 0.034 0.032 0.022 0.019 0.192 0.111 

15,000 G 
1 41 <0.005 <0.005 0.229 0.220 0.016 0.013 <0.005 <0.005 0.238 0.138 
1 59 <0.005 <0.005 0.143 0.141 0.024 0.024 0.020 0.018 0.170 0.099 

きゅうり§ 
(施設) 
(果実) 

1988 年 

2 

公的分析機関 

0.06 g ai/株G 
1 37 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 
1 35 <0.005 <0.005 0.189 0.187 0.045 0.042 0.023 0.022 0.234 0.136 

社内分析機関 

0.06 g ai/株G 
1 37 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 
1 35 <0.005 <0.005 0.237 0.224 0.027 0.027 0.010 0.010 0.256 0.148 

すいか§ 
(施設) 
(果肉) 

1981、1982年 

2 

公的分析機関 
0.1 g ai/株G 1 66 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008   <0.022 <0.013 
0.05 g ai/株G 1 66 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008   <0.022 <0.013 
0.1 g ai/株G 1 89 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008   <0.022 <0.013 
0.05 g ai/株G 1 89 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008   <0.022 <0.013 

社内分析機関 
0.1 g ai/株G 1 66 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008   <0.022 <0.013 
0.05 g ai/株G 1 66 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008   <0.022 <0.013 
0.1 g ai/株G 1 89 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008   <0.022 <0.013 
0.05 g ai/株G 1 89 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008   <0.022 <0.013 
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作物名 
(栽培形態) 
(分析部位) 
実施年 

試

験

ほ

場

数 

使用量 
(g ai/ha) 

回 
数 

(回) 

PHI 
(日) 

残留値(mg/kg) 

カルボスルファン 代謝物 B1) 代謝物 C1) 代謝物 D 
合量値 

(代謝物 D を 
除く) 

代謝物 B 
換算合量値 

(代謝物 D を 
除く) 

最高値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値 

すいか§ 
(施設) 
(果肉) 

1992 年 

2 

公的分析機関 

0.06 g ai/株G 

1 65 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 
1 65 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 
1 65 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 
1 65 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 

社内分析機関 

0.06 g ai/株G 

1 65 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 
1 65 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 
1 65 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 
1 65 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 

メロン§ 
(施設) 
(果肉) 

1988 年 

2 

社内分析機関 
0.03 g ai/鉢 G 1 87 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 
0.1 g ai/株G 1 87 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 0.013 0.013 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 
0.03 g ai/鉢 G 1 75 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 
0.1 g ai/株G 1 74 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 

メロン§ 
(施設) 
(果肉) 

1989 年 

2 

公的分析機関 

0.06 g ai/株G 
1 78 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 
1 84 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 0.051 0.048 <0.005 <0.005 0.062 0.036 

0.09 g ai/株G 
1 78 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 0.021 0.018 <0.005 <0.005 0.032 0.019 
1 84 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 0.074 0.069 <0.005 <0.005 0.083 0.048 

社内分析機関 

0.06 g ai/株G 
1 78 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 
1 84 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 0.021 0.019 <0.005 <0.005 0.033 0.019 

0.09 g ai/株G 
1 78 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 
1 84 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 0.088 0.086 <0.005 <0.005 0.100 0.058 
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作物名 
(栽培形態) 
(分析部位) 
実施年 

試

験

ほ

場

数 

使用量 
(g ai/ha) 

回 
数 

(回) 

PHI 
(日) 

残留値(mg/kg) 

カルボスルファン 代謝物 B1) 代謝物 C1) 代謝物 D 
合量値 

(代謝物 D を 
除く) 

代謝物 B 
換算合量値 

(代謝物 D を 
除く) 

最高値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値 

メロン§ 
(施設) 
(果肉) 

1992 年 

2 

社内分析機関 

0.06 g ai/株G 

1 71 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 
1 71 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 
1 71 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 
1 71 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 

とうがん§ 
(露地) 
(果実) 

1984 年 

2 

公的分析機関 

0.1 g ai/穴 G 

1 68 <0.008 <0.008 <0.014 <0.014 <0.032 <0.032   <0.054 <0.031 
1 75 <0.008 <0.008 <0.014 <0.014 <0.032 <0.032   <0.054 <0.031 
1 82 <0.008 <0.008 <0.014 <0.014 <0.032 <0.032   <0.054 <0.031 
1 80 <0.008 <0.008 <0.014 <0.014 <0.032 <0.032   <0.054 <0.031 
1 87 <0.008 <0.008 <0.014 <0.014 <0.032 <0.032   <0.054 <0.031 
1 94 <0.008 <0.008 <0.014 <0.014 <0.032 <0.032   <0.054 <0.031 

0.1 g ai/穴G 
＋ 

3,000 G 

2 35 <0.008 <0.008 <0.014 <0.014 <0.032 <0.032   <0.054 <0.031 
2 42 <0.008 <0.008 <0.014 <0.014 <0.032 <0.032   <0.054 <0.031 
2 49 <0.008 <0.008 <0.014 <0.014 <0.032 <0.032   <0.054 <0.031 
2 46 <0.008 <0.008 <0.014 <0.014 <0.032 <0.032   <0.054 <0.031 
2 53 <0.008 <0.008 <0.014 <0.014 <0.032 <0.032   <0.054 <0.031 
2 60 <0.008 <0.008 <0.014 <0.014 <0.032 <0.032   <0.054 <0.031 

0.1 g ai/穴G 
＋ 

3,000 G ×2 

3 7 <0.008 <0.008 <0.014 <0.014 <0.032 <0.032   <0.054 <0.031 
3 14 <0.008 <0.008 0.072 0.065 <0.032 <0.032   0.105 0.061 
3 21 <0.008 <0.008 0.019 0.017 <0.032 <0.032   0.057 0.033 
3 19 <0.008 <0.008 0.022 0.021 <0.032 <0.032   0.061 0.035 
3 26 <0.008 <0.008 <0.014 <0.014 <0.032 <0.032   <0.054 <0.031 
3 33 <0.008 <0.008 0.019 0.017 <0.032 <0.032   0.057 0.033 
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作物名 
(栽培形態) 
(分析部位) 
実施年 

試

験

ほ

場

数 

使用量 
(g ai/ha) 

回 
数 

(回) 

PHI 
(日) 

残留値(mg/kg) 

カルボスルファン 代謝物 B1) 代謝物 C1) 代謝物 D 
合量値 

(代謝物 D を 
除く) 

代謝物 B 
換算合量値 

(代謝物 D を 
除く) 

最高値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値 

とうがん§ 
(露地) 
(果実) 

1992 年 

2 

公的分析機関 

0.06 g ai/株G 
1 81 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 
1 45 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 

社内分析機関 

0.06 g ai/株G 
1 81 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 
1 45 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 

いちご§ 
(施設) 
(果実) 

1982 年 

2 

公的分析機関 

10,000 G 

1 181 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008   <0.022 <0.013 
1 145 <0.005 <0.005 0.162 0.158 0.141 0.139   0.302 0.175 
2 145 <0.005 <0.005 0.170 0.162 0.162 0.160   0.327 0.190 
1 243-253 <0.005 <0.005 <0.034 <0.034 0.021 0.019   0.058 0.034 
1 185-195 <0.005 <0.005 0.206 0.206 0.549 0.522   0.733 0.425 
2 185-195 <0.005 <0.005 0.327 0.310 0.682 0.630   0.945 0.548 

10,000 G＋
10,000 EC 

1 181 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008   <0.022 <0.013 
1 243-253 <0.005 <0.005 <0.034 <0.034 <0.008 <0.008   <0.047 <0.027 

社内分析機関 

10,000 G 

1 181 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008   <0.022 <0.013 
1 145 <0.005 <0.005 0.175 0.172 0.077 0.067   0.244 0.142 
2 145 <0.005 <0.005 0.139 0.138 0.086 0.077   0.220 0.128 
1 243-253 <0.005 <0.005 0.009 0.009 0.011 0.010   0.024 0.014 
1 185-195 <0.005 <0.005 0.255 0.248 0.318 0.286   0.539 0.313 
2 185-195 <0.005 <0.005 0.399 0.396 0.390 0.352   0.753 0.437 

10,000 G＋
10,000 EC 

1 181 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008   <0.022 <0.013 
1 243-253 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008   <0.022 <0.013 
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作物名 
(栽培形態) 
(分析部位) 
実施年 

試

験

ほ

場

数 

使用量 
(g ai/ha) 

回 
数 

(回) 

PHI 
(日) 

残留値(mg/kg) 

カルボスルファン 代謝物 B1) 代謝物 C1) 代謝物 D 
合量値 

(代謝物 D を 
除く) 

代謝物 B 
換算合量値 

(代謝物 D を 
除く) 

最高値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値 

いちご§ 
(施設) 
(果実) 

1984 年 

1 

公的分析機関 
10,000 G 2 178 <0.005 <0.005 0.100 0.100 0.064 0.062 <0.005 <0.005 0.167 0.097 

社内分析機関 
10,000 G 2 178 <0.005 <0.005 0.169 0.167 0.075 0.074 <0.005 <0.005 0.246 0.143 

いちご§ 

(施設) 
(果実) 

1988 年 

2 

公的分析機関 

6,000 G 
1 124 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 
1 93 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 

社内分析機関 

6,000 G 
1 124 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 
1 93 <0.005 <0.005 <0.009 <0.009 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 <0.022 <0.013 

いちご§ 
(施設) 
(果実) 

1991 年 

2 

公的分析機関 

9,000 G 
1 98 <0.005 <0.005 0.014 0.014 0.026 0.026 <0.005 <0.005 0.045 0.026 
1 83 <0.005 <0.005 0.010 0.010 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 0.023 0.013 

社内分析機関 

9,000 G 
1 98 <0.005 <0.005 0.017 0.017 0.026 0.026 <0.005 <0.005 0.048 0.028 
1 83 <0.005 <0.005 0.010 0.010 <0.008 <0.008 <0.005 <0.005 0.023 0.013 

注）・全てのデータが定量限界又は検出限界未満の場合は、定量限界又は検出限界値の平均に<を付して記載した。 
  ・農薬の使用量、使用回数又は使用時期が登録された使用方法から逸脱している場合は、該当箇所に aを付した。 
  ・適用作物が登録された使用方法から逸脱している場合は、該当箇所に§を付した。 
G：粒剤、MC：マイクロカプセル剤、EC：乳剤 
1)：代謝物 B 及び C の残留値は、カルボスルファン換算値（換算係数は；代謝物 B：1.72、代謝物 C：1.60）。 
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＜別紙４：畜産物残留試験成績（ウシ）＞  

 
乳汁及び組織中のカルボスルファン残留値（g/g） 

試料 採取時期 1 mg/kg 飼料 3 mg/kg 飼料 10 mg/kg 飼料 50 mg/kg 飼料 

乳汁 経

過

日

数 

0 NA NA ND ND 

1 NA NA ND ND 

2 NA NA ND ND 

4 NA NA ND ND 

7 ND ND ND 
ND 

(0.005) 

14 NA NA ND 
0.007 

(0.012) 

21 NA NA ND 
0.006 

(0.011) 

27 NA NA ND 
ND 

(0.005) 

30a NA NA ND ND 

33b NA NA NA ND 

スキムミルク  21 NA NA ND ND 

ミルククリーム 21 NA NA ND 
0.028 

(0.045) 

腎臓 

と殺時 NA NA ND ND 

休薬 3 日 NA NA ND ND 

休薬 6 日 NA NA NA ND 

肝臓 

と殺時 NA NA ND ND 

休薬 3 日 NA NA ND ND 

休薬 6 日 NA NA NA ND 

筋肉 

と殺時 NA NA ND ND 

休薬 3 日 NA NA ND ND 

休薬 6 日 NA NA NA ND 

脂肪 

と殺時 NA NA ND 
0.044 

(0.076) 

休薬 3 日 NA NA ND 0.033 

休薬 6 日 NA NA NA 0.010 
注）・数値は平均値。下段( )内の数値は個体別最大値。 
  ・定量限界は、いずれの試料についても 0.025 g/g。 
ND：検出限界（乳汁：0.005 g/g、組織及びクリーム：0.010 g/g）未満 
NA：分析されず又は試料なし 
a：10 及び 50 mg/kg 飼料投与群における休薬期間 3 日の 1 頭の値 
b：50 mg/kg 飼料投与群における休薬期間 6 日の 1 頭の値 
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乳汁及び組織中のカーバメート代謝物（B、C及びD）残留値（g/g） 

投与群 1 mg/kg 飼料 3 mg/kg 飼料 10 mg/kg 飼料 50 mg/kg 飼料 

試料 採取時期 カーバメート カーバメート B C D B C D 

乳汁 
経

過

日

数 

0 NA NA ND ND ND ND ND ND 

1 NA NA ND ND ND ND 0.022 ND 

2 NA NA ND ND ND ND 0.030 ND 

4 NA NA ND 0.007 ND 0.006 0.021 ND 

7 NDc NDc ND ND ND 0.008 0.024 ND 

14 NA NA ND ND ND ND 0.020 0.011 

21 NA NA ND ND ND ND 0.017 ND 

27 NA NA ND ND ND ND 0.013 ND 

30a NA NA ND ND ND ND ND ND 

33b NA NA NA NA NA ND ND ND 

スキム 
ミルク  

21 NA NA ND ND ND ND 0.020 ND 

ミルク 
クリーム 

21 NA NA ND ND ND 0.016 ND ND 

腎臓 

と殺時 NA NA ND ND ND ND 0.133 ND 

休薬 3 日 NA NA ND ND ND ND ND ND 

休薬 6 日 NA NA ND ND ND ND ND ND 

肝臓 

と殺時 NA NA ND ND ND ND 0.060 0.023 

休薬 3 日 NA NA ND ND ND ND 0.019 ND 

休薬 6 日 NA NA ND ND ND ND ND ND 

筋肉 

と殺時 NA NA ND ND ND ND 0.030 ND 

休薬 3 日 NA NA ND ND ND ND ND ND 

休薬 6 日 NA NA ND ND ND ND ND ND 

脂肪 

と殺時 NA NA ND ND ND ND ND ND 

休薬 3 日 NA NA ND ND ND ND ND ND 

休薬 6 日 NA NA ND ND ND ND ND ND 
注）・数値は個体別最大値。 
  ・代謝物 B の値は、カルボフラン当量に換算したカルボスルファン残留値を除した補正値。 
  ・定量限界は、乳汁： 0.025 g/g、組織及びクリーム：0.050 g/g。 
ND：検出限界（乳汁：0.005 g/g、組織及びクリーム：0.010 g/g）未満 
NA：分析されず又は試料なし 
a：10 及び 50 mg/kg 飼料投与群における休薬期間 3 日の 1 頭の値 
b：50 mg/kg 飼料投与群における休薬期間 6 日の 1 頭の値 
c：代謝物 B、C 及び D とも検出限界未満であった。 
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乳汁及び組織中のフェノール代謝物（E、F及びG）残留値（g/g） 

投与群 1 mg/kg 飼料 3 mg/kg 飼料 10 mg/kg 飼料 50 mg/kg 飼料 

試料 採取時期 E F G E F G E F G E F G 

乳汁 
経

過

日

数 

0 NA NA NA NA NA NA ND ND ND ND ND ND 

1 NA NA NA NA NA NA ND ND ND 0.006 0.015 0.038 

2 NA NA NA NA NA NA ND ND ND 0.005 0.026 0.042 

4 NA NA NA NA NA NA ND ND ND 0.005 0.016 0.026 

7 ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND 0.013 0.025 

14 NA NA NA NA NA NA ND ND ND 0.008 0.013 0.042 

21 NA NA NA NA NA NA ND ND ND 0.007 0.013 0.027 

27 NA NA NA NA NA NA ND ND ND 0.007 0.011 0.032 

30a NA NA NA NA NA NA ND ND ND ND ND ND 

33b NA NA NA NA NA NA NA NA NA ND ND ND 

スキム 

ミルク  
21 NA NA NA NA NA NA ND ND ND 0.008 0.014 0.039 

ミルク 

クリーム 
21 NA NA NA NA NA NA ND ND ND 0.020 ND 0.017 

腎臓 

と殺時 ND ND ND 0.035 ND ND 0.057 0.012 ND 0.400 0.173 0.074 

休薬 3 日 NA NA NA NA NA NA ND ND ND ND ND ND 

休薬 6 日 NA NA NA NA NA NA NA NA ND 0.012 ND ND 

肝臓 

と殺時 NA NA NA NA NA NA NA NA ND ND 0.034 ND 

休薬 3 日 NA NA NA NA NA NA ND ND ND ND 0.014 ND 

休薬 6 日 NA NA NA NA NA NA NA NA ND ND ND ND 

筋肉 

と殺時 NA NA NA NA NA NA NA NA ND ND 0.012 ND 

休薬 3 日 NA NA NA NA NA NA ND ND ND ND ND ND 

休薬 6 日 NA NA NA NA NA NA NA NA ND ND ND ND 

脂肪 

と殺時 NA NA NA NA NA NA NA NA ND 0.014 0.011 ND 

休薬 3 日 NA NA NA NA NA NA ND ND ND ND ND ND 

休薬 6 日 NA NA NA NA NA NA NA NA ND ND ND ND 
注）・数値は個体別最大値。 
  ・定量限界は、乳汁： 0.025 g/g、組織及びクリーム：0.050 g/g。 
ND：検出限界（乳汁：0.005 g/g、組織及びクリーム：0.010 g/g）未満 
NA：分析されず 
a：10 及び 50 mg/kg 飼料投与群の休薬期間 3 日の 1 頭の値 
b：50 mg/kg 飼料投与群の休薬期間 6 日の 1 頭の値 
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乳汁及び組織中の代謝物P残留値（g/g） 

試料 採取時期 対照群 1 mg/kg 飼料 3 mg/kg 飼料 10 mg/kg飼料 50 mg/kg飼料 

乳汁 

経

過

日

数 

0 
0.010 

(0.020) 
NA NA 

0.021 
(0.028) 

ND 
(0.009) 

1 
0.024 

(0.032) 
NA NA 

0.037 
(0.045) 

0.029 
(0.036) 

2 
0.009 

(0.012) 
NA NA 

0.016 
(0.023) 

0.057 
(0.079) 

4 
0.028 

(0.050) 
NA NA 

0.030 
(0.032) 

0.011 
(0.020) 

7 
0.009 

(0.018) 
0.017 

(0.023) 
0.021 

(0.025) 
0.007 

(0.010) 
0.077 

(0.119) 

14 
0.017 

(0.034) 
NA NA 

0.009 
(0.012) 

0.073 
(0.105) 

21 NA NA NA NA NA 

27 
0.025 

(0.037) 
NA NA 

0.042 
(0.054) 

0.060 
(0.071) 

30a NA NA NA 
NA 

(0.007) 
0.017 

(0.025) 

33b NA NA NA NA 
NA 

(0.015) 

腎臓 

と殺時 
0.017 

(0.034) 
0.011 

(0.023) 
ND 

0.079 
(0.106) 

0.590 
(0.890) 

休薬 3 日 NA NA NA 0.022 0.026 

休薬 6 日 NA NA NA NA 0.022 

肝臓 

と殺時 
0.022 

(0.048) 
ND ND 

0.042 
(0.045) 

0.222 
(0.294) 

休薬 3 日 NA NA NA 0.029 0.036 

休薬 6 日 NA NA NA NA 0.024 

筋肉 

と殺時 
0.025 

(0.031) 
0.027 

(0.047) 
0.034 

(0.048) 
0.042 

(0.070) 
0.048 

(0.058) 

休薬 3 日 NA NA NA 0.025 0.023 

休薬 6 日 NA NA NA NA 0.019 

脂肪 

と殺時 
0.017 

(0.027) 
NA NA 

0.015 
(0.016) 

0.036 
(0.047) 

休薬 3 日 NA NA NA ND 0.015 

休薬 6 日 NA NA NA NA ND 
注）数値は平均値。下段( )内の数値は個体別最大値。 
ND：検出限界（乳汁：0.005 g/g、その他：0.0010 g/g）未満 
NA：分析されず又は試料なし 
a：10 及び 50 mg/kg 飼料投与群における休薬期間 3 日の 1 頭の値 
b：50 mg/kg 飼料投与群における休薬期間 6 日の 1 頭の値 
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